


（５） 心理的支援の知識・技術 

 
科目名 

⼼理的⽀援の知識・技術 
 
科目のねらい 

認定介護福祉士は下記の役割を果たすものであるが、この科目は、特に「①介護職チーム

の統括的なマネジメント」「③地域における介護力の向上」にかかわる科目である。  

 ①介護職チームの統括的なマネジメント  

 ②多職種間・機関間連携のキーパーソン  

③地域における介護力の向上 

 
この科⽬は、認定介護福祉⼠養成研修Ⅰ類の研修体系に属している。Ⅰ類における科⽬は

下記を学ぶ位置づけである。 
 

○ 介護福祉⼠養成課程では学ばない新たな知識（医療、リハビリ、福祉⽤具と住環境、
認知症、⼼理・社会的⽀援等）を修得し、他職種との連携・協働を含めた認定介護福
祉⼠としての⼗分な介護実践⼒を完成させる。 

○利⽤者の尊厳の保持や⾃⽴⽀援等における考え⽅にたった介護過程の展開を、介護職
の⼩チーム（ユニット等、５〜10 名の介護職によるサービス提供チーム）のリーダー
に対して指導するために必要な知識を獲得する。 

 
Ⅰ類は、今後の介護福祉⼠に求められる職務を遂⾏するために必要な知識・技術・実践⼒

を獲得する部分であり、認定介護福祉⼠としての⼗分な介護実践⼒を完成させることが求
められる。 

したがって、この科⽬では「援助対象者の⼼理を理解・⽀援するうえで必要な⼼理学に関
する知識を習得し、⼼理的理解と⽀援の⽅法を習得させる」ことを⽬的としている。 

認定介護福祉⼠に必要な⼼理学を学ぶ機会を提供し、⼼理学の知識が利⽤者や家族への
⽀援、職場における同僚や部下への⽀援等のさまざまな対象と場⾯に応⽤できることを体
感してもらうことがねらいである。 

また、実務経験と学問的な背景をつなげていく課題と演習によって、⾃⾝の援助や⽀援の
対象者との関係性などを⼼理学的側⾯から客観的に捉え気付きを得る⼒や、現場での事例
を省察・分析して抽象的に概念化する⼒を⾝につけることを重視する。 
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⼼理的⽀援の知識・技術 
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認定介護福祉士は下記の役割を果たすものであるが、この科目は、特に「①介護職チーム

の統括的なマネジメント」「③地域における介護力の向上」にかかわる科目である。  

 ①介護職チームの統括的なマネジメント  

 ②多職種間・機関間連携のキーパーソン  

③地域における介護力の向上 

 
この科⽬は、認定介護福祉⼠養成研修Ⅰ類の研修体系に属している。Ⅰ類における科⽬は

下記を学ぶ位置づけである。 
 

○ 介護福祉⼠養成課程では学ばない新たな知識（医療、リハビリ、福祉⽤具と住環境、
認知症、⼼理・社会的⽀援等）を修得し、他職種との連携・協働を含めた認定介護福
祉⼠としての⼗分な介護実践⼒を完成させる。 

○利⽤者の尊厳の保持や⾃⽴⽀援等における考え⽅にたった介護過程の展開を、介護職
の⼩チーム（ユニット等、５〜10 名の介護職によるサービス提供チーム）のリーダー
に対して指導するために必要な知識を獲得する。 

 
Ⅰ類は、今後の介護福祉⼠に求められる職務を遂⾏するために必要な知識・技術・実践⼒

を獲得する部分であり、認定介護福祉⼠としての⼗分な介護実践⼒を完成させることが求
められる。 

したがって、この科⽬では「援助対象者の⼼理を理解・⽀援するうえで必要な⼼理学に関
する知識を習得し、⼼理的理解と⽀援の⽅法を習得させる」ことを⽬的としている。 

認定介護福祉⼠に必要な⼼理学を学ぶ機会を提供し、⼼理学の知識が利⽤者や家族への
⽀援、職場における同僚や部下への⽀援等のさまざまな対象と場⾯に応⽤できることを体
感してもらうことがねらいである。 

また、実務経験と学問的な背景をつなげていく課題と演習によって、⾃⾝の援助や⽀援の
対象者との関係性などを⼼理学的側⾯から客観的に捉え気付きを得る⼒や、現場での事例
を省察・分析して抽象的に概念化する⼒を⾝につけることを重視する。 
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科目の到達目標 
①⼈間の⼼理と⾏動に関する理論を理解し、説明できる。  
②⾃⼰と他者の⼼理を理解するための基本姿勢と⽣じやすいバイアスを理解する。 
③学習と欲求・動機づけの理論を理解し、⽀援に応⽤できる。 
④⼼理的理解や⽀援の基本的技法を知り、実践に取り⼊れる。 
 
認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

○介護福祉⼠の養成課程では、「こころとからだのしくみ」において⼈間の⼼理に関する基
本的事項を広く取り扱うとともに、主として感情（気持ち）を中⼼とした介護から⾒たこ
ころの動きについて学ぶが、⼼理学の知識は学ばない。また、「発達と⽼化の理解」では、
児童期の発達や⾼齢期の⽼化に伴う⼼理的特徴等を学ぶが、成⼈期の⼼理学に関する理
論や実践については、体系的に学ばない。 

○本科⽬では、地域において個々の⽀援対象者やその家族の⼼理状態を理解して⽀援を構
築していくために、⼼理学的な知識を系統的に学び（＝メカニズムや理論に関する知識領
域）、これらを活⽤し、利⽤者の意思決定を尊重する⾯接や、認知や⾏動の⼼理学を基盤
とした実践的な⽀援、チームにおける部下や後輩の指導や育成計画の⽴案を⾏う実践的
知識（＝臨床や実践に関する知識領域）と技術（SKILL）を習得することを⽬標とする。  

 
研修展開の考え方 

○まず、「⼼理学の基本的理解」では、科学的な⼈間理解の基本的考え⽅を理解させるとと
もに、「主観的」「客観的」（あるいは間主観的も含め）な⾒⽅とはどのようなものか、そ
の際に⽣じる⼼理過程の影響について体験的に理解できることが望ましい。そのため、理
論の説明に留まらず、知覚、記憶、思考等におけるバイアスあるいは錯誤現象を体験し、
⾃⼰の認識の主観性の強さ、客観性を確保することの難しさを理解させる。その上で、再
度科学的態度の重要性を再確認する。 

○次に、社会⼼理学における知⾒を学び、⽀援対象者の理解やチームメンバーの理解の基本
となる⾃⼰理解と他者理解（社会的認知）および対⼈的⾏動や集団⾏動において⽣じやす
い課題を理解する。そのために、⾃⼰覚知を図る課題（パーソナリティ検査など）、社会
的認知のバイアス（ステレオタイプや基本的帰属の錯誤など）を⽣じやすい事例を⽤いる
など体験的な理解を図ることが有効である。 

○また、「学習と動機づけの理解」では、⽀援対象者への⾃⽴⽀援・重度化防⽌等を⽬指し
たケアやチームメンバーの⼈材育成やチーム⾏動の形成に⽋かせない学習と動機づけの
基礎となる理論を理解させる。この部分は理論的理解が重要であるが、実践的理解と結び
つきやすいように、学習や動機づけに配慮したケア、チーム⾏動等の事例を教材に⽤いる
ことが望ましい。 

 

○以上の事項に関する⼼理学に関する基本的理解に基づき、「⼼理的⽀援技法の基礎と実践」
では、利⽤者やチームメンバーの抱えるストレスについて基本的理解とコーピング（対処
法）を学ぶとともに、⼼理学的な⾯接技術、認知⾏動療法（⾏動療法を含む）、等のケア
場⾯での応⽤について理解するとともに⽤いられるコミュニケーション技法を練習する。  

 
本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

○⼼理学理論と介護現場での実践をつなぐ必要があるため、集合研修では単なる知識の伝
達に終わってしまうことのないように、知識を現場で実際に活かす⽅法を⾃ら考える機
会を提供することが重要となる。 

○そのためには、介護現場における事例（事前課題で提出されたもの、学術誌で発表された
もの、あるいは講師が経験したものなど）を活⽤すること、事例の省察を促すために必要
な知識や技術を提供すること（フィードフォワードやコーチングなど）、体験的に学習で
きる演習（ロールプレイやグループワークなど）を実施することが望ましい。 

○介護現場において暗黙知・経験知のみで対応するのではなく、学問的な背景を求め、概念
化につながるような省察をする必要性を理解してもらうため、介護の仕事には⼼理学の
知識を活かせばできることが多くあることを体験してもらうことが重要である。 

 
【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 
認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士である。

各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 
〇介護福祉⼠（受講者）が業務で実際に遭遇する場⾯と、知識・理論を結びつけるような学

習を⾏わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を⽤いて実務を分析
できるような思考枠組みを獲得させる 

〇そのために、①まず受講者に⾃⾝の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②集
合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を⾏う、③課題学
習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで⽤いることで知識・理論の応⽤⼒を⾝に着
けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 
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科目の到達目標 
①⼈間の⼼理と⾏動に関する理論を理解し、説明できる。  
②⾃⼰と他者の⼼理を理解するための基本姿勢と⽣じやすいバイアスを理解する。 
③学習と欲求・動機づけの理論を理解し、⽀援に応⽤できる。 
④⼼理的理解や⽀援の基本的技法を知り、実践に取り⼊れる。 
 
認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

○介護福祉⼠の養成課程では、「こころとからだのしくみ」において⼈間の⼼理に関する基
本的事項を広く取り扱うとともに、主として感情（気持ち）を中⼼とした介護から⾒たこ
ころの動きについて学ぶが、⼼理学の知識は学ばない。また、「発達と⽼化の理解」では、
児童期の発達や⾼齢期の⽼化に伴う⼼理的特徴等を学ぶが、成⼈期の⼼理学に関する理
論や実践については、体系的に学ばない。 

○本科⽬では、地域において個々の⽀援対象者やその家族の⼼理状態を理解して⽀援を構
築していくために、⼼理学的な知識を系統的に学び（＝メカニズムや理論に関する知識領
域）、これらを活⽤し、利⽤者の意思決定を尊重する⾯接や、認知や⾏動の⼼理学を基盤
とした実践的な⽀援、チームにおける部下や後輩の指導や育成計画の⽴案を⾏う実践的
知識（＝臨床や実践に関する知識領域）と技術（SKILL）を習得することを⽬標とする。  

 
研修展開の考え方 

○まず、「⼼理学の基本的理解」では、科学的な⼈間理解の基本的考え⽅を理解させるとと
もに、「主観的」「客観的」（あるいは間主観的も含め）な⾒⽅とはどのようなものか、そ
の際に⽣じる⼼理過程の影響について体験的に理解できることが望ましい。そのため、理
論の説明に留まらず、知覚、記憶、思考等におけるバイアスあるいは錯誤現象を体験し、
⾃⼰の認識の主観性の強さ、客観性を確保することの難しさを理解させる。その上で、再
度科学的態度の重要性を再確認する。 

○次に、社会⼼理学における知⾒を学び、⽀援対象者の理解やチームメンバーの理解の基本
となる⾃⼰理解と他者理解（社会的認知）および対⼈的⾏動や集団⾏動において⽣じやす
い課題を理解する。そのために、⾃⼰覚知を図る課題（パーソナリティ検査など）、社会
的認知のバイアス（ステレオタイプや基本的帰属の錯誤など）を⽣じやすい事例を⽤いる
など体験的な理解を図ることが有効である。 

○また、「学習と動機づけの理解」では、⽀援対象者への⾃⽴⽀援・重度化防⽌等を⽬指し
たケアやチームメンバーの⼈材育成やチーム⾏動の形成に⽋かせない学習と動機づけの
基礎となる理論を理解させる。この部分は理論的理解が重要であるが、実践的理解と結び
つきやすいように、学習や動機づけに配慮したケア、チーム⾏動等の事例を教材に⽤いる
ことが望ましい。 

 

○以上の事項に関する⼼理学に関する基本的理解に基づき、「⼼理的⽀援技法の基礎と実践」
では、利⽤者やチームメンバーの抱えるストレスについて基本的理解とコーピング（対処
法）を学ぶとともに、⼼理学的な⾯接技術、認知⾏動療法（⾏動療法を含む）、等のケア
場⾯での応⽤について理解するとともに⽤いられるコミュニケーション技法を練習する。  

 
本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

○⼼理学理論と介護現場での実践をつなぐ必要があるため、集合研修では単なる知識の伝
達に終わってしまうことのないように、知識を現場で実際に活かす⽅法を⾃ら考える機
会を提供することが重要となる。 

○そのためには、介護現場における事例（事前課題で提出されたもの、学術誌で発表された
もの、あるいは講師が経験したものなど）を活⽤すること、事例の省察を促すために必要
な知識や技術を提供すること（フィードフォワードやコーチングなど）、体験的に学習で
きる演習（ロールプレイやグループワークなど）を実施することが望ましい。 

○介護現場において暗黙知・経験知のみで対応するのではなく、学問的な背景を求め、概念
化につながるような省察をする必要性を理解してもらうため、介護の仕事には⼼理学の
知識を活かせばできることが多くあることを体験してもらうことが重要である。 

 
【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 
認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士である。

各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 
〇介護福祉⼠（受講者）が業務で実際に遭遇する場⾯と、知識・理論を結びつけるような学

習を⾏わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を⽤いて実務を分析
できるような思考枠組みを獲得させる 

〇そのために、①まず受講者に⾃⾝の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②集
合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を⾏う、③課題学
習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで⽤いることで知識・理論の応⽤⼒を⾝に着
けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 
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＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点からふり返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 
〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 
〇実務経験があるがゆえに、専⾨職としての視点のみに⽴ち、利⽤者、家族、地域住⺠、他

の専⾨職や⾏政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ
る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの⾒⽅やニーズに気づかせることで、
これまで培われた⾃⾝の⾒⽅・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、⾃⾝の実務経験に基づいて習得した⽅法を絶対視し、知識・理
論に基づく思考枠組みの形成や、物の⾒⽅の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ
って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた⾃⾝の⾒⽅・思考枠組みを相対視させ
ることが重要となる。 

〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影

響を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これ

まで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにか

かわらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者

が十分に省察できるよう支援することが重要となる。 

 
  

研修の展開例 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

心理学の基本的理

解 

（６時間） 

①科学的研究方法の基本的理解 

・客観性、実証性、再現性、反証性、仮説演繹法などの

科学的思考の中核にある考え方の理解を図る。 

②心理的現象の特性・主観性・客観性の理解 

 ・主観・客観（間主観）の理解 

 ・心理的な自動的過程の存在の理解（錯覚、注意、虚記

憶等） 

 ・他者の主観の理解における推測や共感（多面的理解の

重要性） 

 ・他者の心理的理解について、知覚現象や認知バイアス

に関する体験を通じて、上記のような原則への理解を

深めていくことが望ましい。 

３時間分 

テーマに沿った事例問題を

出題し、事例について教科

書等を用いて、調べて事例

の理解や解決方法の立案を

行う。 

自己と他者の心理

的理解 

（６時間） 

①自己概念の理解 

 ・自己概念を構成する個人的アイデンティティと社会的

アイデンティティの性質について理解を深める（社会

的比較や栄光浴など） 

②社会的認知 

 ・第一印象、ステレオタイプ、原因帰属等の社会的認知

に関する基本原則の理解を図る。 

③社会的行動、集団における行動 

 ・共感と援助行動（生起に影響する要因） 

 ・同調、応諾といった態度の変容に対する他者からの影

響 

 ・社会的促進・抑制といった集団における個人の行動へ

の影響 

 

＜演習事例：時間に応じて選択する＞ 

①パーソナリティ検査を用いた自己覚知の演習 

②ステレオタイプ的理解や基本的帰属エラーが生じる対

人的理解の経験 

③グループによる作業における社会的促進・抑制（生じや

すい条件を設定する）の経験 

３時間分 

テーマに沿った事例問題を

出題し、事例について教科

書等を用いて、調べて事例

の理解や解決方法の立案を

行う。 

学習と動機づけの

理解 

（６時間） 

①学習の基本原理と応用 

 ・条件づけの基本原理 

 ・学習理論の応用（応用分析行動、行動療法等） 

②欲求と適応の理解 

 ・生得的動機・社会的動機 

 ・マズローの欲求段階説 

 ・防衛機制 

③動機づけの応用と理解 

 ・達成動機・内発的動機づけの理解と応用 

 

＜演習事例：時間に応じて選択する＞ 

①応用行動分析や行動療法の手法を用いたケア手法の検

討 

②防衛機制と考えられる介護事例に関する事例検討 

③達成動機や内発的動機づけを高める援助や人材育成の

立案 

３時間分 

テーマに沿った事例問題を

出題し、事例について教科

書等を用いて、調べて事例

の理解や解決方法の立案を

行う。 
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＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点からふり返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 
〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 
〇実務経験があるがゆえに、専⾨職としての視点のみに⽴ち、利⽤者、家族、地域住⺠、他

の専⾨職や⾏政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ
る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの⾒⽅やニーズに気づかせることで、
これまで培われた⾃⾝の⾒⽅・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、⾃⾝の実務経験に基づいて習得した⽅法を絶対視し、知識・理
論に基づく思考枠組みの形成や、物の⾒⽅の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ
って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた⾃⾝の⾒⽅・思考枠組みを相対視させ
ることが重要となる。 

〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影

響を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これ

まで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにか

かわらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者

が十分に省察できるよう支援することが重要となる。 

 
  

研修の展開例 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

心理学の基本的理

解 

（６時間） 

①科学的研究方法の基本的理解 

・客観性、実証性、再現性、反証性、仮説演繹法などの

科学的思考の中核にある考え方の理解を図る。 

②心理的現象の特性・主観性・客観性の理解 

 ・主観・客観（間主観）の理解 

 ・心理的な自動的過程の存在の理解（錯覚、注意、虚記

憶等） 

 ・他者の主観の理解における推測や共感（多面的理解の

重要性） 

 ・他者の心理的理解について、知覚現象や認知バイアス

に関する体験を通じて、上記のような原則への理解を

深めていくことが望ましい。 

３時間分 

テーマに沿った事例問題を

出題し、事例について教科

書等を用いて、調べて事例

の理解や解決方法の立案を

行う。 

自己と他者の心理

的理解 

（６時間） 

①自己概念の理解 

 ・自己概念を構成する個人的アイデンティティと社会的

アイデンティティの性質について理解を深める（社会

的比較や栄光浴など） 

②社会的認知 

 ・第一印象、ステレオタイプ、原因帰属等の社会的認知

に関する基本原則の理解を図る。 

③社会的行動、集団における行動 

 ・共感と援助行動（生起に影響する要因） 

 ・同調、応諾といった態度の変容に対する他者からの影

響 

 ・社会的促進・抑制といった集団における個人の行動へ

の影響 

 

＜演習事例：時間に応じて選択する＞ 

①パーソナリティ検査を用いた自己覚知の演習 

②ステレオタイプ的理解や基本的帰属エラーが生じる対

人的理解の経験 

③グループによる作業における社会的促進・抑制（生じや

すい条件を設定する）の経験 

３時間分 

テーマに沿った事例問題を

出題し、事例について教科

書等を用いて、調べて事例

の理解や解決方法の立案を

行う。 

学習と動機づけの

理解 

（６時間） 

①学習の基本原理と応用 

 ・条件づけの基本原理 

 ・学習理論の応用（応用分析行動、行動療法等） 

②欲求と適応の理解 

 ・生得的動機・社会的動機 

 ・マズローの欲求段階説 

 ・防衛機制 

③動機づけの応用と理解 

 ・達成動機・内発的動機づけの理解と応用 

 

＜演習事例：時間に応じて選択する＞ 

①応用行動分析や行動療法の手法を用いたケア手法の検

討 

②防衛機制と考えられる介護事例に関する事例検討 

③達成動機や内発的動機づけを高める援助や人材育成の

立案 

３時間分 

テーマに沿った事例問題を

出題し、事例について教科

書等を用いて、調べて事例

の理解や解決方法の立案を

行う。 
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心理的支援技法の

基礎と実践 

（12 時間） 

＜講義＞ 

①ストレスと対処方略の理解 

 ・ストレスの基本的理解とコーピング 

②心理学的な面接技術の理解と応用 

 ・パーソンセンタードカウンセリング等による面接技術 

 ・動機づけ面接等の基礎の理解 

③認知行動療法等の基本的理解 

 ・行動療法、認知行動療法等のケアへの応用 

 

＜演習事例＞ 

①ストレスコーピングの認知症ケアへの応用についての

事例検討やロールプレイ 

②援助場面やチーム運営における面接場面を設定したロ

ールプレイ 

③自立支援、機能訓練、相談援助等の場面を設定し、行動

療法、認知行動療法を応用するロールプレイや事例検討 

 

＜事後課題＞ 

 ・事前課題で取り上げた課題について、研修で習得した

事項を応用して解決をめざす取り組みの計画を立案す

る。 

（実際に取り組みをして、その結果の評価をすることが

望ましい） 

 

３時間分 

テーマに沿った事例問題を

出題し、事例について教科

書等を用いて、調べて事例

の理解や解決方法の立案を

行う。 

 

３時間分 

授業内で練習した技法を試

行し、成果と課題を自己評

価する。 

※ １５ 時間以内 

 

  

 

課題学習（事前課題）の例 

 

 

課題のねらい 

・⾃職場での課題や⾃分⾃⾝の援助を振り返り、⾔語化して整理してもらう。 
・課題や問題に基づいて学習を導くことにより、研修での学びを動機づける。 
 
課題の活用 

・事前課題は集合研修前に提出させて、演習での事例として活⽤する。 
・集合研修中での学びや他の受講者からのコメントなどを踏まえて、事後課題へと展開さ

せることが望ましい。 
 
課題の内容 

例）⾃職場で課題となっていることを 1 つ取り上げて、詳細にその状況をまとめること（800
〜1200 字程度）。 

※「⾃職場での課題」の例） 
職場での⼈材育成がうまくいっていない、職員のストレスマネジメントがで
きていない など 

 
例）⾃職場における職員（施設⻑・上司・同僚）、利⽤者、家族との⼈間関係の困難事例（１

事例）をまとめること（800〜1200 字程度）。 
※倫理的配慮に留意すること 
※職員の事例……施設⻑・上司・同僚とのコミュニケーションが難しい、部下・

後輩のやる気が⾼まらない など 
利⽤者の事例…⾃⽴⽀援に向けたケアやコミュニケーションがうまくいかな

い など 
家族の事例……信頼関係が図れない、クレームが多い など 

 
例）⾃分⾃⾝が実践した援助の過去事例で悩んだことや引っかかっていることを１つ取り

上げて、具体的に状況を説明し、当時の⾃分の対応でポイントになった点についてまとめ
ること（800〜1200 字程度）。 

※過去事例……利⽤者と家族の意向が異なり調整に悩んだ、利⽤者の⾃⼰決定
を⽀援したはずが強く⽅向づけをしてしまった など 
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心理的支援技法の

基礎と実践 

（12 時間） 

＜講義＞ 

①ストレスと対処方略の理解 

 ・ストレスの基本的理解とコーピング 

②心理学的な面接技術の理解と応用 

 ・パーソンセンタードカウンセリング等による面接技術 

 ・動機づけ面接等の基礎の理解 

③認知行動療法等の基本的理解 

 ・行動療法、認知行動療法等のケアへの応用 

 

＜演習事例＞ 

①ストレスコーピングの認知症ケアへの応用についての

事例検討やロールプレイ 

②援助場面やチーム運営における面接場面を設定したロ

ールプレイ 

③自立支援、機能訓練、相談援助等の場面を設定し、行動

療法、認知行動療法を応用するロールプレイや事例検討 

 

＜事後課題＞ 

 ・事前課題で取り上げた課題について、研修で習得した

事項を応用して解決をめざす取り組みの計画を立案す

る。 

（実際に取り組みをして、その結果の評価をすることが

望ましい） 

 

３時間分 

テーマに沿った事例問題を

出題し、事例について教科

書等を用いて、調べて事例

の理解や解決方法の立案を

行う。 

 

３時間分 

授業内で練習した技法を試

行し、成果と課題を自己評

価する。 

※ １５ 時間以内 

 

  

 

課題学習（事前課題）の例 

 

 

課題のねらい 

・⾃職場での課題や⾃分⾃⾝の援助を振り返り、⾔語化して整理してもらう。 
・課題や問題に基づいて学習を導くことにより、研修での学びを動機づける。 
 
課題の活用 

・事前課題は集合研修前に提出させて、演習での事例として活⽤する。 
・集合研修中での学びや他の受講者からのコメントなどを踏まえて、事後課題へと展開さ

せることが望ましい。 
 
課題の内容 

例）⾃職場で課題となっていることを 1 つ取り上げて、詳細にその状況をまとめること（800
〜1200 字程度）。 

※「⾃職場での課題」の例） 
職場での⼈材育成がうまくいっていない、職員のストレスマネジメントがで
きていない など 

 
例）⾃職場における職員（施設⻑・上司・同僚）、利⽤者、家族との⼈間関係の困難事例（１

事例）をまとめること（800〜1200 字程度）。 
※倫理的配慮に留意すること 
※職員の事例……施設⻑・上司・同僚とのコミュニケーションが難しい、部下・

後輩のやる気が⾼まらない など 
利⽤者の事例…⾃⽴⽀援に向けたケアやコミュニケーションがうまくいかな

い など 
家族の事例……信頼関係が図れない、クレームが多い など 

 
例）⾃分⾃⾝が実践した援助の過去事例で悩んだことや引っかかっていることを１つ取り

上げて、具体的に状況を説明し、当時の⾃分の対応でポイントになった点についてまとめ
ること（800〜1200 字程度）。 

※過去事例……利⽤者と家族の意向が異なり調整に悩んだ、利⽤者の⾃⼰決定
を⽀援したはずが強く⽅向づけをしてしまった など 
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集合研修の展開例 

 

 

１．心理学の基本的理解 （講義演習６時間） 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域  技術（SKILL） 

 
＜講 義＞ 

①科学的研究⽅法の基本的理解 
・客観性、実証性、再現性、反証性、仮説演繹法などの科学的思考の中核にある考え⽅

の理解を図る。 
※概念だけでなく事例を用いて説明する。 

②⼼理的現象の特性・主観性・客観性の理解 
・主観・客観（間主観）の理解  
・⼼理的な⾃動的過程の存在の理解（錯覚、注意、虚記憶等）  
・他者の主観の理解における推測や共感（多⾯的理解の重要性） 
・他者の⼼理的理解について、知覚現象や認知バイアスに関する体験を通じて、上記の

ような原則への理解を深めていくことが望ましい。 
※錯覚や多義図形 注意現象 認知バイアス等の事例等を用いる。 

＜演習の例＞ 

ａ）⾊の残効、体制化、錯視、ストループ効果、認知バイアスなどの現象を⽤いて、⾃分
の体験していることと客観的な事実は違い、われわれの認識や記憶、思考は主観的なも
のであることを体験する個⼈ワークを⾏う。 

ｂ）事例（事前課題として提出された事例や学術誌に発表されている事例、あるいは講師
が経験した事例など）を⽤いて、介護職に求められる感情知能（情動コンピテンス：⾃
分と他者の感情を適切に同定・理解し，感情を表現・調整・利⽤する能⼒）についてグ
ループで討議する。 

＜課題の例＞ 

ａ）テーマに沿った事例問題を出題し、事例について教科書等を⽤いて、調べて事例の理
解や解決⽅法の⽴案を⾏う（３時間分）。 
例）⾃職場における⼼理的バイアスと思われる事例を１事例選択し、学習した知識や参

考書を⽤いて、原因とその解決⽅法を⽴案すること（800〜1200 字程度）。 
例）⾃⾝が実践した援助において、利⽤者・家族に共感することが難しかった事例を１

つ選んで、その原因を⾃分と相⼿の感情を同定して考察すること（800〜1200 字
程度）。 

 
  

２．自己と他者の心理的理解 （講義演習６時間） 
メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
＜講 義＞ 

①⾃⼰概念の理解 
・⾃⼰概念を構成する個⼈的アイデンティと社会的アイデンティティの性質について

理解を深める（社会的⽐較や栄光浴など）  
②社会的認知  

・第⼀印象、ステレオタイプ、原因帰属等の社会的認知に関する基本原則の理解を図
る。 

③社会的⾏動、集団における⾏動  
・共感と援助⾏動（⽣起に影響する要因）  
・同調、応諾といった態度の変容に対する他者からの影響  
・社会的促進・抑制といった集団における個⼈の⾏動への影響 
※身近な事例を用いながら、それぞれの理論の理解を図る。 

※それぞれの内容に関する演習を行うことで、実際に応用可能な体験的理解を深める。 
＜演習の例＞ 

ａ）パーソナリティ検査を⽤いて⾃⼰覚知の演習を⾏う。 
例）TEG３（東⼤式エゴグラム）、YGPI（⽮⽥部ギルフォード性格検査）、主要５因⼦

性格検査などを実施して、⾃⼰を分析する。 
※検査の実施にあたっては、使用方法に熟知していること。 

例）交流分析に基づく⾃⼰理解・分析をグループ内で共有し、対⼈援助時の認知と⾏動
の傾向についてグループワークを通して学ぶ。 

ｂ）ステレオタイプ的理解や基本的帰属エラーが⽣じる対⼈的理解を経験する。 
例）ジョハリの窓を活⽤し、⾃⾝の思い込みやステレオタイプ的な理解、⽀援者として

の⾃⼰の特徴についてグループワークを通して学ぶ。 
例）事例を⽤いて、どのようなステレオタイプや基本的帰属エラーが働いているのかを

グループで討議し分析する。そのうえで、多次元共感性尺度（MES）などを活⽤して
共感について理解した後、事例を再検討する。 

※専門概念を用いた分析と共感的理解の視点取得を意識して事例検討を行う。 

ｃ）グループによる作業における社会的促進・抑制（⽣じやすい条件を設定する）を経験
する。 
例）チームで⼀⼈ひとりが責任をもって援助⾏動に取り組むにはどうしたよいのかを

グループで討議する。 
※社会的促進や傍観者効果の講義を参考にして、一人ひとりの行動の評価や、責任の明確

化をチーム内で考える。 
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集合研修の展開例 

 

 

１．心理学の基本的理解 （講義演習６時間） 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域  技術（SKILL） 

 
＜講 義＞ 

①科学的研究⽅法の基本的理解 
・客観性、実証性、再現性、反証性、仮説演繹法などの科学的思考の中核にある考え⽅

の理解を図る。 
※概念だけでなく事例を用いて説明する。 

②⼼理的現象の特性・主観性・客観性の理解 
・主観・客観（間主観）の理解  
・⼼理的な⾃動的過程の存在の理解（錯覚、注意、虚記憶等）  
・他者の主観の理解における推測や共感（多⾯的理解の重要性） 
・他者の⼼理的理解について、知覚現象や認知バイアスに関する体験を通じて、上記の

ような原則への理解を深めていくことが望ましい。 
※錯覚や多義図形 注意現象 認知バイアス等の事例等を用いる。 

＜演習の例＞ 

ａ）⾊の残効、体制化、錯視、ストループ効果、認知バイアスなどの現象を⽤いて、⾃分
の体験していることと客観的な事実は違い、われわれの認識や記憶、思考は主観的なも
のであることを体験する個⼈ワークを⾏う。 

ｂ）事例（事前課題として提出された事例や学術誌に発表されている事例、あるいは講師
が経験した事例など）を⽤いて、介護職に求められる感情知能（情動コンピテンス：⾃
分と他者の感情を適切に同定・理解し，感情を表現・調整・利⽤する能⼒）についてグ
ループで討議する。 

＜課題の例＞ 

ａ）テーマに沿った事例問題を出題し、事例について教科書等を⽤いて、調べて事例の理
解や解決⽅法の⽴案を⾏う（３時間分）。 
例）⾃職場における⼼理的バイアスと思われる事例を１事例選択し、学習した知識や参

考書を⽤いて、原因とその解決⽅法を⽴案すること（800〜1200 字程度）。 
例）⾃⾝が実践した援助において、利⽤者・家族に共感することが難しかった事例を１

つ選んで、その原因を⾃分と相⼿の感情を同定して考察すること（800〜1200 字
程度）。 

 
  

２．自己と他者の心理的理解 （講義演習６時間） 
メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
＜講 義＞ 

①⾃⼰概念の理解 
・⾃⼰概念を構成する個⼈的アイデンティと社会的アイデンティティの性質について

理解を深める（社会的⽐較や栄光浴など）  
②社会的認知  

・第⼀印象、ステレオタイプ、原因帰属等の社会的認知に関する基本原則の理解を図
る。 

③社会的⾏動、集団における⾏動  
・共感と援助⾏動（⽣起に影響する要因）  
・同調、応諾といった態度の変容に対する他者からの影響  
・社会的促進・抑制といった集団における個⼈の⾏動への影響 
※身近な事例を用いながら、それぞれの理論の理解を図る。 

※それぞれの内容に関する演習を行うことで、実際に応用可能な体験的理解を深める。 
＜演習の例＞ 

ａ）パーソナリティ検査を⽤いて⾃⼰覚知の演習を⾏う。 
例）TEG３（東⼤式エゴグラム）、YGPI（⽮⽥部ギルフォード性格検査）、主要５因⼦

性格検査などを実施して、⾃⼰を分析する。 
※検査の実施にあたっては、使用方法に熟知していること。 

例）交流分析に基づく⾃⼰理解・分析をグループ内で共有し、対⼈援助時の認知と⾏動
の傾向についてグループワークを通して学ぶ。 

ｂ）ステレオタイプ的理解や基本的帰属エラーが⽣じる対⼈的理解を経験する。 
例）ジョハリの窓を活⽤し、⾃⾝の思い込みやステレオタイプ的な理解、⽀援者として

の⾃⼰の特徴についてグループワークを通して学ぶ。 
例）事例を⽤いて、どのようなステレオタイプや基本的帰属エラーが働いているのかを

グループで討議し分析する。そのうえで、多次元共感性尺度（MES）などを活⽤して
共感について理解した後、事例を再検討する。 

※専門概念を用いた分析と共感的理解の視点取得を意識して事例検討を行う。 

ｃ）グループによる作業における社会的促進・抑制（⽣じやすい条件を設定する）を経験
する。 
例）チームで⼀⼈ひとりが責任をもって援助⾏動に取り組むにはどうしたよいのかを

グループで討議する。 
※社会的促進や傍観者効果の講義を参考にして、一人ひとりの行動の評価や、責任の明確

化をチーム内で考える。 
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＜課題の例＞ 

ａ）テーマに沿った事例問題を出題し、事例について教科書等を⽤いて、調べて事例の理
解や解決⽅法の⽴案を⾏う。（３時間分） 
例）⾃職場において失敗した、うまくいかなかった事例を取り上げ、本⽇学んだ⼼理学

の理論を⽤いて考察すること（800〜1200 字程度）。 
例）講師より出題された事例（集団圧⼒や集団浅慮、社会的⼿抜きなどに関するもの）

に対して、そのような事象に適切に対処するためには、どのような働きかけが現場の
リーダーに求められるのかを考察すること（800〜1200 字程度）。 

 
３．学習と動機づけの理解 （講義演習６時間） 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域  技術（SKILL） 

 
＜講 義＞ 

①学習の基本原理と応⽤  
・条件づけの基本原理  
・学習理論の応⽤（応⽤⾏動分析、⾏動療法等） 

②欲求と適応の理解  
・⽣得的動機・社会的動機 
・マズローの欲求階層説  
・防衛機制  

③動機づけの応⽤と理解  
・達成動機・内発的動機づけの理解と応⽤ 
※身近な事例を用いながら、それぞれの理論の理解を図る。 

※それぞれの内容に関する演習を行うことで、実際に応用可能な体験的理解を深める。 
＜演習の例＞ 

ａ）応⽤⾏動分析や⾏動療法の⼿法を⽤いたケア⼿法を検討する。 
例）介護予防教室やレクリエーション教室への参加動機を⾼めるために学習⼼理学を応

⽤した取り組みを例に挙げ、⾃職場での取り組みを、グループワークを通して学ぶ。 
例）オペラント条件づけを応⽤した機能訓練計画をつくる。 
※目標設定する、スモールステップにする、あるいは、トークンを活用するなどを取り入

れて計画を立てる。 

※さらに参加意欲を高める方法として、動機づけ理論を応用する。 

ｂ）防衛機制と考えられる介護事例に関する事例検討を⾏う。 
例）事例（事前課題として提出された事例や学術誌に発表されている事例、あるいは講

師が経験した事例など）を⽤いて、考えられる防衛機制とその背景についてグループ
で討議する。 

例）事例（事前課題として提出された事例や学術誌に発表されている事例、あるいは講
師が経験した事例など）を⽤いて、利⽤者の⾃⼰実現を⽀援することについてグルー
プで討議する。 

ｃ）達成動機や内発的動機づけを⾼める援助や⼈材育成の⽴案を⾏う。 
例）事例（事前課題として提出された事例や学術誌に発表されている事例、あるいは講

師が経験した事例など）を⽤いて、仕事への動機づけ（集団⼼理、集団規範、リーダ
ーシップ）についてグループで討議する。 

例）動機づけの理論を参考に、チーム員である介護職員の動機づけを⾼めるための⽅法
のアイデアをグループで討議する。 

＜課題の例＞ 

ａ）テーマに沿った事例問題を出題し、事例について教科書等を⽤いて、調べて事例の理
解や解決⽅法の⽴案を⾏う（３時間分）。 
例）⾃職場における防衛的な援助対象者の⼼理を分析し，⽀援の⽅法について考えを述

べること（800〜1200 字程度）。 
例）講師より出題された事例（学習性無⼒感、アンダーマイニング効果などに関するも

の）に対して、そのような状態にある職員に適切に対応するためにはどのような働き
かけが求められるのかを考察すること（800〜1200 字程度）。 

 
４．心理的支援技法の基礎と実践 （講義演習 12 時間） 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域  技術（SKILL） 

 
＜講 義＞ 

①ストレスと対処⽅略の理解 
・ストレスの基本的理解とコーピング 

②⼼理学的な⾯接技術の理解と応⽤ 
・パーソンセンタードカウンセリング等による⾯接技術 
・動機づけ⾯接等の基礎の理解 

③認知⾏動療法等の基本的理解 
・⾏動療法、認知⾏動療法等のケアへの応⽤ 
※技法について、基本的な理念と方法を学べるようにする。 

※それぞれの内容に関する実技演習を行うことで実際に応用可能な体験的理解を深める。 
＜演習の例＞ 

ａ）ストレスコーピングの認知症ケアへの応⽤について、事例検討やロールプレイを⾏
う。 
例）⼼理検査（S-H 式レジリエンス検査など）を⽤いて、⾃⾝のストレス対処の傾向を

知る演習を⾏う。 
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＜課題の例＞ 

ａ）テーマに沿った事例問題を出題し、事例について教科書等を⽤いて、調べて事例の理
解や解決⽅法の⽴案を⾏う。（３時間分） 
例）⾃職場において失敗した、うまくいかなかった事例を取り上げ、本⽇学んだ⼼理学

の理論を⽤いて考察すること（800〜1200 字程度）。 
例）講師より出題された事例（集団圧⼒や集団浅慮、社会的⼿抜きなどに関するもの）

に対して、そのような事象に適切に対処するためには、どのような働きかけが現場の
リーダーに求められるのかを考察すること（800〜1200 字程度）。 

 
３．学習と動機づけの理解 （講義演習６時間） 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域  技術（SKILL） 

 
＜講 義＞ 

①学習の基本原理と応⽤  
・条件づけの基本原理  
・学習理論の応⽤（応⽤⾏動分析、⾏動療法等） 

②欲求と適応の理解  
・⽣得的動機・社会的動機 
・マズローの欲求階層説  
・防衛機制  

③動機づけの応⽤と理解  
・達成動機・内発的動機づけの理解と応⽤ 
※身近な事例を用いながら、それぞれの理論の理解を図る。 

※それぞれの内容に関する演習を行うことで、実際に応用可能な体験的理解を深める。 
＜演習の例＞ 

ａ）応⽤⾏動分析や⾏動療法の⼿法を⽤いたケア⼿法を検討する。 
例）介護予防教室やレクリエーション教室への参加動機を⾼めるために学習⼼理学を応

⽤した取り組みを例に挙げ、⾃職場での取り組みを、グループワークを通して学ぶ。 
例）オペラント条件づけを応⽤した機能訓練計画をつくる。 
※目標設定する、スモールステップにする、あるいは、トークンを活用するなどを取り入

れて計画を立てる。 

※さらに参加意欲を高める方法として、動機づけ理論を応用する。 

ｂ）防衛機制と考えられる介護事例に関する事例検討を⾏う。 
例）事例（事前課題として提出された事例や学術誌に発表されている事例、あるいは講

師が経験した事例など）を⽤いて、考えられる防衛機制とその背景についてグループ
で討議する。 

例）事例（事前課題として提出された事例や学術誌に発表されている事例、あるいは講
師が経験した事例など）を⽤いて、利⽤者の⾃⼰実現を⽀援することについてグルー
プで討議する。 

ｃ）達成動機や内発的動機づけを⾼める援助や⼈材育成の⽴案を⾏う。 
例）事例（事前課題として提出された事例や学術誌に発表されている事例、あるいは講

師が経験した事例など）を⽤いて、仕事への動機づけ（集団⼼理、集団規範、リーダ
ーシップ）についてグループで討議する。 

例）動機づけの理論を参考に、チーム員である介護職員の動機づけを⾼めるための⽅法
のアイデアをグループで討議する。 

＜課題の例＞ 

ａ）テーマに沿った事例問題を出題し、事例について教科書等を⽤いて、調べて事例の理
解や解決⽅法の⽴案を⾏う（３時間分）。 
例）⾃職場における防衛的な援助対象者の⼼理を分析し，⽀援の⽅法について考えを述

べること（800〜1200 字程度）。 
例）講師より出題された事例（学習性無⼒感、アンダーマイニング効果などに関するも

の）に対して、そのような状態にある職員に適切に対応するためにはどのような働き
かけが求められるのかを考察すること（800〜1200 字程度）。 

 
４．心理的支援技法の基礎と実践 （講義演習 12 時間） 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域  技術（SKILL） 

 
＜講 義＞ 

①ストレスと対処⽅略の理解 
・ストレスの基本的理解とコーピング 

②⼼理学的な⾯接技術の理解と応⽤ 
・パーソンセンタードカウンセリング等による⾯接技術 
・動機づけ⾯接等の基礎の理解 

③認知⾏動療法等の基本的理解 
・⾏動療法、認知⾏動療法等のケアへの応⽤ 
※技法について、基本的な理念と方法を学べるようにする。 

※それぞれの内容に関する実技演習を行うことで実際に応用可能な体験的理解を深める。 
＜演習の例＞ 

ａ）ストレスコーピングの認知症ケアへの応⽤について、事例検討やロールプレイを⾏
う。 
例）⼼理検査（S-H 式レジリエンス検査など）を⽤いて、⾃⾝のストレス対処の傾向を

知る演習を⾏う。 
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ｂ）援助場⾯やチーム運営における⾯接場⾯を設定したロールプレイを⾏う。 
例）援助場⾯やチーム運営おける⾯接場⾯（事前課題として提出された事例や学術誌に

発表されている事例、あるいは講師が経験した事例など）を設定し、ロールプレイを
通して⾯接技術を学ぶ。 

例）２⼈⼀組で、「⽀援者（聞き⼿）」と「相談者（話し⼿）」になって⾯接のロールプ
レイを⾏い、⾯接技術を使うとどのように話が促進されるのかを検討する。 

ｃ）⾃⽴⽀援、機能訓練、相談援助等の場⾯を設定し、⾏動療法、認知⾏動療法を応⽤す
るロールプレイや事例検討を⾏う。 
例）認知⾏動療法の介護福祉場⾯における応⽤的アプローチについて、事例検討を⾏

う。 
例）事例を⽤いて、⽇常のストレスの解消に認知⾏動療法がどのように応⽤できるかを

考える。 
※自己観察・外在化、気分の評価、自動思考の分析と再検討（認知の歪みの検討）を行い、

最後にコーピング法をなるべく多くリスト化する。 

＜課題の例＞ 

ａ）テーマに沿った事例問題を出題し、事例について教科書等を⽤いて、調べて事例の理
解や解決⽅法の⽴案を⾏う（３時間分）。 
例）認知症のある⼈、精神障害のある⼈、知的障害を伴わない発達障害のある⼈、知的

障害のある⼈の中から１事例を選択し、⾃職場での⽀援困難場⾯時の介護職のスト
レスとコーピング⾏動について学んだ知識や参考書を⽤いて整理すること（800〜
1200 字程度）。 

例）講師より出題された事例（介護職員のバーンアウトやうつ状態などに関するもの）
に対して、職場で求められるメンタルケアについて考察すること（800〜1200 字程
度）。 

ｂ）授業内で練習した技法を試⾏し、成果と課題を⾃⼰評価する（3 時間分）。 
例）⾃職場の部下・後輩職員に⾯談（定期的に実施している⾯談でも可）を⾏い、プロ

セス・レコードを作成して⾃分が試みた技法を分析すること。 
 
 
  

 

課題学習（事後課題）の例 

 

 

課題の内容 

例）事前課題１で取り上げた課題について、研修で習得した事項を応⽤して解決をめざす取
り組みの計画を⽴案すること（1200〜1500 字程度）。 

※実際に取り組みをして、その結果の評価をすることが望ましい。 
 
例）⾃職場において認知⾏動療法的アプローチを実践し、その結果と課題を評価する。⾃⾝

へのアプローチ、利⽤者・家族、同僚等対象等１事例以上から考察、評価を⾏うこと（1200
〜1500 字程度）。 

※まとめのなかにコラムを記載してもよい。  
※倫理的配慮に留意すること。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域  技術（SKILL）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

執筆担当者 
 
⼤⾕ 佳⼦（昭和⼤学保健医療学部 講師） 
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ｂ）援助場⾯やチーム運営における⾯接場⾯を設定したロールプレイを⾏う。 
例）援助場⾯やチーム運営おける⾯接場⾯（事前課題として提出された事例や学術誌に

発表されている事例、あるいは講師が経験した事例など）を設定し、ロールプレイを
通して⾯接技術を学ぶ。 

例）２⼈⼀組で、「⽀援者（聞き⼿）」と「相談者（話し⼿）」になって⾯接のロールプ
レイを⾏い、⾯接技術を使うとどのように話が促進されるのかを検討する。 

ｃ）⾃⽴⽀援、機能訓練、相談援助等の場⾯を設定し、⾏動療法、認知⾏動療法を応⽤す
るロールプレイや事例検討を⾏う。 
例）認知⾏動療法の介護福祉場⾯における応⽤的アプローチについて、事例検討を⾏

う。 
例）事例を⽤いて、⽇常のストレスの解消に認知⾏動療法がどのように応⽤できるかを

考える。 
※自己観察・外在化、気分の評価、自動思考の分析と再検討（認知の歪みの検討）を行い、

最後にコーピング法をなるべく多くリスト化する。 

＜課題の例＞ 

ａ）テーマに沿った事例問題を出題し、事例について教科書等を⽤いて、調べて事例の理
解や解決⽅法の⽴案を⾏う（３時間分）。 
例）認知症のある⼈、精神障害のある⼈、知的障害を伴わない発達障害のある⼈、知的

障害のある⼈の中から１事例を選択し、⾃職場での⽀援困難場⾯時の介護職のスト
レスとコーピング⾏動について学んだ知識や参考書を⽤いて整理すること（800〜
1200 字程度）。 

例）講師より出題された事例（介護職員のバーンアウトやうつ状態などに関するもの）
に対して、職場で求められるメンタルケアについて考察すること（800〜1200 字程
度）。 

ｂ）授業内で練習した技法を試⾏し、成果と課題を⾃⼰評価する（3 時間分）。 
例）⾃職場の部下・後輩職員に⾯談（定期的に実施している⾯談でも可）を⾏い、プロ

セス・レコードを作成して⾃分が試みた技法を分析すること。 
 
 
  

 

課題学習（事後課題）の例 

 

 

課題の内容 

例）事前課題１で取り上げた課題について、研修で習得した事項を応⽤して解決をめざす取
り組みの計画を⽴案すること（1200〜1500 字程度）。 

※実際に取り組みをして、その結果の評価をすることが望ましい。 
 
例）⾃職場において認知⾏動療法的アプローチを実践し、その結果と課題を評価する。⾃⾝

へのアプローチ、利⽤者・家族、同僚等対象等１事例以上から考察、評価を⾏うこと（1200
〜1500 字程度）。 

※まとめのなかにコラムを記載してもよい。  
※倫理的配慮に留意すること。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域  技術（SKILL）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

執筆担当者 
 
⼤⾕ 佳⼦（昭和⼤学保健医療学部 講師） 
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（６） 生活支援・介護過程に関する領域 

 
領域名 

⽣活⽀援・介護過程に関する領域 
 
科目名 

認定介護福祉⼠としての介護実践の視点 
個別⽀援計画作成と記録の演習 
⾃職場事例を⽤いた演習 

 
科目のねらい 

認定介護福祉⼠は下記の役割を果たすものであるが、本領域の３科⽬は、特に「①介護職
チームの統括的なマネジメント」「②多職種間・機関間連携のキーパーソン」にかかわる科
⽬である。 

①介護職チームの統括的なマネジメント 
②多職種間・機関間連携のキーパーソン 
③地域における介護⼒の向上 

 
本領域の３科⽬は、認定介護福祉⼠養成研修Ⅰ類の研修体系に属している。Ⅰ類における

科⽬は下記を学ぶ位置づけである。 
 

〇介護福祉⼠養成課程では学ばない新たな知識（医療、リハビリ、福祉⽤具と住環境、認
知症、⼼理・社会的⽀援等）を修得し、他職種との連携・協働を含めた認定介護福祉⼠
としての⼗分な介護実践⼒を完成させる。 

〇利⽤者の尊厳の保持や⾃⽴⽀援等における考え⽅にたった介護過程の展開を、介護職
の⼩チーム（ユニット等、5〜10 名の介護職によるサービス提供チーム）のリーダーに
対して指導するために必要な知識を獲得する。 

 
本領域の３科⽬はⅠ類科⽬の最後の位置づけであり、各科⽬では、それぞれ次の教育⽬的

が⽰されている。 
【認定介護福祉士としての介護実践の視点】 

○介護実践が根拠に基づいていることを理解し、⾃⽴を⽬指した介護実践の視点を獲得
させる。 

【個別支援計画作成と記録の演習】 

○利⽤者の状態に即した個別⽀援計画を作成・評価することができる⼒を育成する。 
 



（６） 生活支援・介護過程に関する領域 

 
領域名 

⽣活⽀援・介護過程に関する領域 
 
科目名 

認定介護福祉⼠としての介護実践の視点 
個別⽀援計画作成と記録の演習 
⾃職場事例を⽤いた演習 

 
科目のねらい 

認定介護福祉⼠は下記の役割を果たすものであるが、本領域の３科⽬は、特に「①介護職
チームの統括的なマネジメント」「②多職種間・機関間連携のキーパーソン」にかかわる科
⽬である。 

①介護職チームの統括的なマネジメント 
②多職種間・機関間連携のキーパーソン 
③地域における介護⼒の向上 

 
本領域の３科⽬は、認定介護福祉⼠養成研修Ⅰ類の研修体系に属している。Ⅰ類における

科⽬は下記を学ぶ位置づけである。 
 

〇介護福祉⼠養成課程では学ばない新たな知識（医療、リハビリ、福祉⽤具と住環境、認
知症、⼼理・社会的⽀援等）を修得し、他職種との連携・協働を含めた認定介護福祉⼠
としての⼗分な介護実践⼒を完成させる。 

〇利⽤者の尊厳の保持や⾃⽴⽀援等における考え⽅にたった介護過程の展開を、介護職
の⼩チーム（ユニット等、5〜10 名の介護職によるサービス提供チーム）のリーダーに
対して指導するために必要な知識を獲得する。 

 
本領域の３科⽬はⅠ類科⽬の最後の位置づけであり、各科⽬では、それぞれ次の教育⽬的

が⽰されている。 
【認定介護福祉士としての介護実践の視点】 

○介護実践が根拠に基づいていることを理解し、⾃⽴を⽬指した介護実践の視点を獲得
させる。 

【個別支援計画作成と記録の演習】 

○利⽤者の状態に即した個別⽀援計画を作成・評価することができる⼒を育成する。 
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○個別⽀援計画を実施する際の記録様式の作成、記録⽅法を評価し、新しく開発する⼒量
を形成するとともに指導できる⼒を育成する。 

○個別⽀援計画の作成をチームにおいて指導できる⼒を育成する。 
【自職場事例を用いた演習】 

○事例から個別⽀援計画を作成し、実施⽅法をチームにおいて検討することができる⼒
を育成する。 

○計画を実施し、チームにおいて適切な記録から計画を評価し、課題を抽出し、計画を
修正することができる⼒を育成する。 

 
科目の到達目標 

【認定介護福祉士としての介護実践の視点】 

①知識を統合する科⽬として、根拠に基づいた介護の考え⽅、⾃⽴⽀援のための介護実践
の視点を理解し、⽀援の枠組みを組み⽴てることができる。 

②認定介護福祉⼠として、医療・リハビリテーション・認知症・⼼理社会的⽀援等の各領
域で学んだ知識を統合して、介護過程の展開を確認する。 

③地域⽣活を想定した介護実践が組み⽴てられる。 
【個別支援計画作成と記録の演習】 

①医療・リハビリ・認知症など、これまでに学習した知識をふまえたうえでアセスメント
を⾏い、課題を明確化し、個別⽀援計画を評価することができる。 

②利⽤者の全⼈的理解や他専⾨職からの情報を統合し、個別⽀援計画を作成することが
できる。 

③作成した個別⽀援計画に沿った記録様式の作成と記録⽅法を評価し、他職員に指導で
きる。 

④チームにおいて個別⽀援計画作成の指導ができる。 
【自職場事例を用いた演習】 

①事例について、各種の知識を活⽤し、利⽤者の全⼈的理解や他専⾨職からの情報等を統
合し、適切なアセスメントにより、個別⽀援計画を作成することができる。 

②個別⽀援計画を実施するにあたり、個別⽀援会議を開催し、個別⽀援計画を全体に周知
することができる。 

③個別⽀援計画の実施内容を評価・指導することができる。 
④実施内容の評価から、チームにおいて計画を修正することができる。 
⑤個別⽀援計画と実施内容の妥当性について評価し、指導することができる。 
⑥介護福祉⼠としての介護観・⽀援の考え⽅・倫理観を共有し、個別⽀援計画とその実施

記録を検討することができる。 
 
 

認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

【認定介護福祉士としての介護実践の視点】 

○介護福祉⼠養成課程では、「介護過程」について、介護過程の意義・⽬的を学ぶなかで、
根拠に基づく介護実践や個別ケアの重要性についても学ぶとともに、介護過程の展開
⽅法についても学ぶ。しかし、介護過程の意義、⽬的、展開⽅法などについて学ぶもの
の、シミュレーションに留まっている、また、医学知識、運動学、障害・疾患別のリハ
ビリテーションの知識等を総合的に活⽤して介護過程を展開する実践的知識を習得す
るには⾄らない。 

○本科⽬では、認定介護福祉⼠養成研修で習得した、医療・リハビリテーション・認知症・
⼼理社会的⽀援の知識を統合し、なおかつ⾃⾝の現場実践をふまえながら、⾃⽴に向け
た介護実践の視点を取り⼊れた⽀援が組み⽴てられる実践的知識を習得する（＝臨床
や実践に関する知識領域）ことを⽬標する。 

【個別支援計画作成と記録の演習】 

○介護福祉⼠養成課程では、「介護過程」についての基本的考え⽅は学ぶが、チームへの
指導や記録様式の開発までは学んでいない。 

○本科⽬では、「認定介護福祉⼠としての介護実践の視点」科⽬を受けて、なおかつ⾃⾝
の現場実践をふまえながら、認定介護福祉⼠⾃⾝が個別⽀援計画を作成できることは
もとより、介護職チームのメンバーが作成した計画の指導・修正をすることができる実
践的知識（＝臨床や実践に関する知識領域）と技術（SKILL）を習得することを⽬標と
する。また、作成した個別⽀援計画に沿った記録様式を開発し、記録⽅法を評価して、
介護職チームのメンバーに指導できる実践的知識（＝臨床や実践に関する知識領域）と
技術（SKILL）を習得することを⽬標とする。 

【自職場事例を用いた演習】 

○介護福祉⼠養成課程では、介護職チームの個別⽀援計画作成や記録、修正の指導につい
ては学んでいない。 

○本科⽬では、「個別⽀援計画作成と記録の演習」科⽬を受けて、⾃職場で、介護職チー
ムにおける個別⽀援計画の作成・実施、実施内容や記録内容の評価・指導ができる実践
的知識（＝臨床や実践に関する知識領域）と技術（SKILL）を習得することを⽬標とす
る。 

 
研修の展開上の考え方 

【認定介護福祉士としての介護実践の視点】 

○「インストラクションの理解」と「講義の理解」の確認を⾏うこと。 
○⼤項⽬１、２をはじめに学び、その後の⼤項⽬３，４は、それぞれ⼤項⽬２を踏まえた

学習内容とする。 
○講義と演習（個⼈ワークからのグループワーク）を組み合わせて実施する。 
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○個別⽀援計画を実施する際の記録様式の作成、記録⽅法を評価し、新しく開発する⼒量
を形成するとともに指導できる⼒を育成する。 

○個別⽀援計画の作成をチームにおいて指導できる⼒を育成する。 
【自職場事例を用いた演習】 

○事例から個別⽀援計画を作成し、実施⽅法をチームにおいて検討することができる⼒
を育成する。 

○計画を実施し、チームにおいて適切な記録から計画を評価し、課題を抽出し、計画を
修正することができる⼒を育成する。 

 
科目の到達目標 

【認定介護福祉士としての介護実践の視点】 

①知識を統合する科⽬として、根拠に基づいた介護の考え⽅、⾃⽴⽀援のための介護実践
の視点を理解し、⽀援の枠組みを組み⽴てることができる。 

②認定介護福祉⼠として、医療・リハビリテーション・認知症・⼼理社会的⽀援等の各領
域で学んだ知識を統合して、介護過程の展開を確認する。 

③地域⽣活を想定した介護実践が組み⽴てられる。 
【個別支援計画作成と記録の演習】 

①医療・リハビリ・認知症など、これまでに学習した知識をふまえたうえでアセスメント
を⾏い、課題を明確化し、個別⽀援計画を評価することができる。 

②利⽤者の全⼈的理解や他専⾨職からの情報を統合し、個別⽀援計画を作成することが
できる。 

③作成した個別⽀援計画に沿った記録様式の作成と記録⽅法を評価し、他職員に指導で
きる。 

④チームにおいて個別⽀援計画作成の指導ができる。 
【自職場事例を用いた演習】 

①事例について、各種の知識を活⽤し、利⽤者の全⼈的理解や他専⾨職からの情報等を統
合し、適切なアセスメントにより、個別⽀援計画を作成することができる。 

②個別⽀援計画を実施するにあたり、個別⽀援会議を開催し、個別⽀援計画を全体に周知
することができる。 

③個別⽀援計画の実施内容を評価・指導することができる。 
④実施内容の評価から、チームにおいて計画を修正することができる。 
⑤個別⽀援計画と実施内容の妥当性について評価し、指導することができる。 
⑥介護福祉⼠としての介護観・⽀援の考え⽅・倫理観を共有し、個別⽀援計画とその実施

記録を検討することができる。 
 
 

認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

【認定介護福祉士としての介護実践の視点】 

○介護福祉⼠養成課程では、「介護過程」について、介護過程の意義・⽬的を学ぶなかで、
根拠に基づく介護実践や個別ケアの重要性についても学ぶとともに、介護過程の展開
⽅法についても学ぶ。しかし、介護過程の意義、⽬的、展開⽅法などについて学ぶもの
の、シミュレーションに留まっている、また、医学知識、運動学、障害・疾患別のリハ
ビリテーションの知識等を総合的に活⽤して介護過程を展開する実践的知識を習得す
るには⾄らない。 

○本科⽬では、認定介護福祉⼠養成研修で習得した、医療・リハビリテーション・認知症・
⼼理社会的⽀援の知識を統合し、なおかつ⾃⾝の現場実践をふまえながら、⾃⽴に向け
た介護実践の視点を取り⼊れた⽀援が組み⽴てられる実践的知識を習得する（＝臨床
や実践に関する知識領域）ことを⽬標する。 

【個別支援計画作成と記録の演習】 

○介護福祉⼠養成課程では、「介護過程」についての基本的考え⽅は学ぶが、チームへの
指導や記録様式の開発までは学んでいない。 

○本科⽬では、「認定介護福祉⼠としての介護実践の視点」科⽬を受けて、なおかつ⾃⾝
の現場実践をふまえながら、認定介護福祉⼠⾃⾝が個別⽀援計画を作成できることは
もとより、介護職チームのメンバーが作成した計画の指導・修正をすることができる実
践的知識（＝臨床や実践に関する知識領域）と技術（SKILL）を習得することを⽬標と
する。また、作成した個別⽀援計画に沿った記録様式を開発し、記録⽅法を評価して、
介護職チームのメンバーに指導できる実践的知識（＝臨床や実践に関する知識領域）と
技術（SKILL）を習得することを⽬標とする。 

【自職場事例を用いた演習】 

○介護福祉⼠養成課程では、介護職チームの個別⽀援計画作成や記録、修正の指導につい
ては学んでいない。 

○本科⽬では、「個別⽀援計画作成と記録の演習」科⽬を受けて、⾃職場で、介護職チー
ムにおける個別⽀援計画の作成・実施、実施内容や記録内容の評価・指導ができる実践
的知識（＝臨床や実践に関する知識領域）と技術（SKILL）を習得することを⽬標とす
る。 

 
研修の展開上の考え方 

【認定介護福祉士としての介護実践の視点】 

○「インストラクションの理解」と「講義の理解」の確認を⾏うこと。 
○⼤項⽬１、２をはじめに学び、その後の⼤項⽬３，４は、それぞれ⼤項⽬２を踏まえた

学習内容とする。 
○講義と演習（個⼈ワークからのグループワーク）を組み合わせて実施する。 
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○本科⽬に続く科⽬（個別⽀援計画作成と記録の演習、⾃職場事例を⽤いた演習）への接
続を意識した展開とする。 

○本科⽬は、課題学習を可とする時間の設定はされていない（全てを集合研修とする）。 
【個別支援計画作成と記録の演習】 

○「認定介護福祉⼠としての介護実践の視点」科⽬で受講者がそれぞれ作成した個別⽀援
計画を活⽤することが望ましい。 

○「インストラクションの理解」と「講義の理解」の確認を⾏うこと。 
○講義と演習（個⼈ワークからのグループワーク）を組み合わせて実施する。 
○当該領域の他科⽬（認定介護福祉⼠としての介護実践の視点、⾃職場事例を⽤いた演習）

との関連性と継続性を意識した展開とする。特に、「⾃職場事例を⽤いた演習」とは関
連性が深く、⼀体的な研修展開が望ましい。 

○本科⽬は課題学習を可とする時間の設定はされていない（全てを集合研修とする）。  
【自職場事例を用いた演習】 

○Ⅰ類全科⽬の最後の科⽬でもあることから、これまでの知識を総活⽤し、研修内容を構
成すること。 

○当該領域の他科⽬（認定介護福祉⼠としての介護実践の視点、個別⽀援計画と記録の演
習）との関連性と継続性を意識した展開とする。特に、「個別⽀援計画と記録の演習」
とは関連性が深く、⼀体的な研修展開が望ましい。 

 
本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

〇本領域の３科⽬はⅠ類全科⽬の最後に位置づけられる科⽬でもあることから、これまで
の知識を総活⽤し、研修内容を構成すること。 

○また、「認定介護福祉⼠としての介護実践の視点」「個別⽀援計画作成と記録の演習」「⾃
職場事例を⽤いた演習」の３科⽬は⼀体で展開されるものであるため、これら３科⽬の連
続性をよく理解しておくことが望まれる。 

○受講者のなかに、実践の取り組みを⾏う所属先がない等の場合も想定される。その場合は、
実務に就いていた施設・事業所の職員を指導し、この課題を実施した経過と評価をまとめ
ることとする。 

 
【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 

認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士である。

各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 

〇介護福祉士（受講者）が業務で実際に遭遇する場面と、知識・理論を結び付けるような学

習を行わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を用いて実務を分析

できるような思考枠組みを獲得させる。 

 

〇そのために、①まず受講者に自身の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②集

合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を行う、③課題学

習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで用いることで知識・理論の応用力を身につ

けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 

 

＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点から振り返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 

〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 

〇実務経験があるがゆえに、専門職としての視点のみに立ち、利用者、家族、地域住民、他

の専門職や行政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ

る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの見方やニーズに気づかせることで、

これまで培われた自身の見方・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、自身の実務経験に基づいて習得した方法を絶対視し、知識・理

論に基づく思考枠組みの形成や、物の見方の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ

って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させ

ることが重要となる。 

〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影響
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○本科⽬に続く科⽬（個別⽀援計画作成と記録の演習、⾃職場事例を⽤いた演習）への接
続を意識した展開とする。 

○本科⽬は、課題学習を可とする時間の設定はされていない（全てを集合研修とする）。 
【個別支援計画作成と記録の演習】 

○「認定介護福祉⼠としての介護実践の視点」科⽬で受講者がそれぞれ作成した個別⽀援
計画を活⽤することが望ましい。 

○「インストラクションの理解」と「講義の理解」の確認を⾏うこと。 
○講義と演習（個⼈ワークからのグループワーク）を組み合わせて実施する。 
○当該領域の他科⽬（認定介護福祉⼠としての介護実践の視点、⾃職場事例を⽤いた演習）

との関連性と継続性を意識した展開とする。特に、「⾃職場事例を⽤いた演習」とは関
連性が深く、⼀体的な研修展開が望ましい。 

○本科⽬は課題学習を可とする時間の設定はされていない（全てを集合研修とする）。  
【自職場事例を用いた演習】 

○Ⅰ類全科⽬の最後の科⽬でもあることから、これまでの知識を総活⽤し、研修内容を構
成すること。 

○当該領域の他科⽬（認定介護福祉⼠としての介護実践の視点、個別⽀援計画と記録の演
習）との関連性と継続性を意識した展開とする。特に、「個別⽀援計画と記録の演習」
とは関連性が深く、⼀体的な研修展開が望ましい。 

 
本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

〇本領域の３科⽬はⅠ類全科⽬の最後に位置づけられる科⽬でもあることから、これまで
の知識を総活⽤し、研修内容を構成すること。 

○また、「認定介護福祉⼠としての介護実践の視点」「個別⽀援計画作成と記録の演習」「⾃
職場事例を⽤いた演習」の３科⽬は⼀体で展開されるものであるため、これら３科⽬の連
続性をよく理解しておくことが望まれる。 

○受講者のなかに、実践の取り組みを⾏う所属先がない等の場合も想定される。その場合は、
実務に就いていた施設・事業所の職員を指導し、この課題を実施した経過と評価をまとめ
ることとする。 

 
【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 

認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士である。

各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 

〇介護福祉士（受講者）が業務で実際に遭遇する場面と、知識・理論を結び付けるような学

習を行わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を用いて実務を分析

できるような思考枠組みを獲得させる。 

 

〇そのために、①まず受講者に自身の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②集

合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を行う、③課題学

習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで用いることで知識・理論の応用力を身につ

けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 

 

＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点から振り返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 

〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 

〇実務経験があるがゆえに、専門職としての視点のみに立ち、利用者、家族、地域住民、他

の専門職や行政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ

る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの見方やニーズに気づかせることで、

これまで培われた自身の見方・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、自身の実務経験に基づいて習得した方法を絶対視し、知識・理

論に基づく思考枠組みの形成や、物の見方の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ

って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させ

ることが重要となる。 

〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影響
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を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これま

で培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにかか

わらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者が

十分に省察できるよう支援することが重要となる。 
 

  

 

自職場事例を用いた演習 

 

 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

計画の一連の流れ

にたいする自己評

価と他者評価 

（20 時間） 

○自職場での実践の事例化（自職場課題とする） 

※・「個別支援計画と記録の演習」で選定した記録様式を

用いて自職場の介護チームとして個別支援会議の開

催、個別支援計画の作成等の実践を行い、事例として

まとめる。 

・自職場での実践に際しては、介護チーム内での共通理

解を図ることや、他職種との共通理解を図りながらす

すめることを求める。 

 ・「個別支援計画と記録の演習」と一体的に展開するこ

とが望ましいが、やむを得ず連続で受講できない受講

生がいる場合（別の研修実施機関で受講することや、

受講の年度が遅れる可能性が考えられる）のは個別の

対応が求められる。 

○自職場における実践課題

（20 時間） 

（8 時間） ○介護職員の共通理解を図る 

○他職種との共通理解の形成 

 

（展開） 

※ ①グループ内で各受講者の実践（先修受講科目（個別

支援計画と記録の演習）でグループ毎に選定した記

録様式を使用した実践）の報告 

②グループ内での検討（課題の抽出、計画の修正等） 

③発表（各グループ２事例程度） 

 

個別支援計画実践

の全体評価 

（２時間） 

○介護過程の展開の再確認 

・利用者の全体的理解 

・チームの形成（介護職チーム、他職種とのチーム） 

・記録様式の評価 

・記録方法の評価 

 

（展開） 

※ まとめと質疑応答 

 

※ 20 時間以内 
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を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これま

で培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにかか

わらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者が

十分に省察できるよう支援することが重要となる。 
 

  

 

自職場事例を用いた演習 

 

 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

計画の一連の流れ

にたいする自己評

価と他者評価 

（20 時間） 

○自職場での実践の事例化（自職場課題とする） 

※・「個別支援計画と記録の演習」で選定した記録様式を

用いて自職場の介護チームとして個別支援会議の開

催、個別支援計画の作成等の実践を行い、事例として

まとめる。 

・自職場での実践に際しては、介護チーム内での共通理

解を図ることや、他職種との共通理解を図りながらす

すめることを求める。 

 ・「個別支援計画と記録の演習」と一体的に展開するこ

とが望ましいが、やむを得ず連続で受講できない受講

生がいる場合（別の研修実施機関で受講することや、

受講の年度が遅れる可能性が考えられる）のは個別の

対応が求められる。 

○自職場における実践課題

（20 時間） 

（8 時間） ○介護職員の共通理解を図る 

○他職種との共通理解の形成 

 

（展開） 

※ ①グループ内で各受講者の実践（先修受講科目（個別

支援計画と記録の演習）でグループ毎に選定した記

録様式を使用した実践）の報告 

②グループ内での検討（課題の抽出、計画の修正等） 

③発表（各グループ２事例程度） 

 

個別支援計画実践

の全体評価 

（２時間） 

○介護過程の展開の再確認 

・利用者の全体的理解 

・チームの形成（介護職チーム、他職種とのチーム） 

・記録様式の評価 

・記録方法の評価 

 

（展開） 

※ まとめと質疑応答 

 

※ 20 時間以内 
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課題学習／自職場における実践課題例 

○実際の受講者の取り組み報告を映像コンテンツ（巻末貼付の DVD）でお⽰しするので、
参考にしていただきたい。 

事実に関する知識領域  メカニズムや理論に関する知識領域 

臨床や実践に関する知識領域  技術（SKILL） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

執筆担当者 
 
⼋⽊ 裕⼦（東洋⼤学ライフデザイン学部 准教授） 
本名 靖（社会福祉法⼈本庄ひまわり福祉会 総合施設⻑） 
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課題学習／自職場における実践課題例 

○実際の受講者の取り組み報告を映像コンテンツ（巻末貼付の DVD）でお⽰しするので、
参考にしていただきたい。 

事実に関する知識領域  メカニズムや理論に関する知識領域 

臨床や実践に関する知識領域  技術（SKILL） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

執筆担当者 
 
⼋⽊ 裕⼦（東洋⼤学ライフデザイン学部 准教授） 
本名 靖（社会福祉法⼈本庄ひまわり福祉会 総合施設⻑） 



（７） 疾患・障害等のある人への生活支援・連携Ⅲ 

 
 
領域名 

医療に関する領域 
 
科目名 

疾患・障害等のある⼈への⽣活⽀援・連携Ⅲ 
 

科目のねらい 

認定介護福祉⼠は、下記の①〜③の役割を果たすものである。 
①介護職チームの統括責任者・マネージャー 
②多職種間・機関間連携の中核となる役割（キーパーソン）  
③地域における介護⼒の向上への働きかけの役割 

 
 この科⽬は、特に「①介護職チームの統括責任者、②多職種間・機関間連携の中核とな

る役割」にかかわる科⽬である。そのため、【疾患・障害等のある⼈への⽣活⽀援・連携Ⅰ】
【疾患・障害等のある⼈への⽣活⽀援・連携Ⅱ】で習得した医療に関する基本的知識や連携
に関する知識を⽤いて、症状から利用者の状態を分析し、医療の必要性について判断すると

ともに、⽣活⽀援、連携、介護職への指導を実践できる⼒（＝臨床や実践に関する知識領域）
を習得することを⽬的としている。 

さらに、「③地域における介護⼒の向上への働きかけの役割」についても地域包括ケアシ
ステムでは医療と介護の連携が推進されていることを踏まえると、医療を継続しながら⾃
分らしい地域⽣活をおくる場⾯では⽣活⽀援の介護専⾨職は医療に関連する多職種との情
報共有・連携のもと地域⽣活を継続するための協働に必要な「医療に関する基礎知識」の習
得が求められてくる。その意味では①②③も視野に⼊れた科⽬である。 
 

また、この科⽬は、認定介護福祉⼠養成研修Ⅱ類の研修体系に属している。Ⅱ類の科⽬は
下記を学ぶ位置づけである。なかでもこの科⽬は、下線部に関係している。 
 

○Ⅰ類で学んだ知識をもって、根拠に基づく自立に向けた介護実践の指導をする力を獲得

する。  

○認定介護福祉士に必要な指導力や判断力、考える力、根拠を作り出す力、創意工夫する

力等の基本的知識に基づいた応用力を養成する。  

○サービス管理に必要なツールを整理、改善し、それらから根拠を導きだし、その根拠に

基づいた指導する力を獲得する。  



（７） 疾患・障害等のある人への生活支援・連携Ⅲ 

 
 
領域名 

医療に関する領域 
 
科目名 

疾患・障害等のある⼈への⽣活⽀援・連携Ⅲ 
 

科目のねらい 

認定介護福祉⼠は、下記の①〜③の役割を果たすものである。 
①介護職チームの統括責任者・マネージャー 
②多職種間・機関間連携の中核となる役割（キーパーソン）  
③地域における介護⼒の向上への働きかけの役割 

 
 この科⽬は、特に「①介護職チームの統括責任者、②多職種間・機関間連携の中核とな

る役割」にかかわる科⽬である。そのため、【疾患・障害等のある⼈への⽣活⽀援・連携Ⅰ】
【疾患・障害等のある⼈への⽣活⽀援・連携Ⅱ】で習得した医療に関する基本的知識や連携
に関する知識を⽤いて、症状から利用者の状態を分析し、医療の必要性について判断すると

ともに、⽣活⽀援、連携、介護職への指導を実践できる⼒（＝臨床や実践に関する知識領域）
を習得することを⽬的としている。 

さらに、「③地域における介護⼒の向上への働きかけの役割」についても地域包括ケアシ
ステムでは医療と介護の連携が推進されていることを踏まえると、医療を継続しながら⾃
分らしい地域⽣活をおくる場⾯では⽣活⽀援の介護専⾨職は医療に関連する多職種との情
報共有・連携のもと地域⽣活を継続するための協働に必要な「医療に関する基礎知識」の習
得が求められてくる。その意味では①②③も視野に⼊れた科⽬である。 
 

また、この科⽬は、認定介護福祉⼠養成研修Ⅱ類の研修体系に属している。Ⅱ類の科⽬は
下記を学ぶ位置づけである。なかでもこの科⽬は、下線部に関係している。 
 

○Ⅰ類で学んだ知識をもって、根拠に基づく自立に向けた介護実践の指導をする力を獲得

する。  

○認定介護福祉士に必要な指導力や判断力、考える力、根拠を作り出す力、創意工夫する

力等の基本的知識に基づいた応用力を養成する。  

○サービス管理に必要なツールを整理、改善し、それらから根拠を導きだし、その根拠に

基づいた指導する力を獲得する。  
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○生活支援の視点から、地域の介護力を高める力を獲得する。  

○介護サービスという特性のもと、チーム運営、サービス管理、人材育成等について必要

な専門的な理論に基づき、チーム、サービス、人材マネジメントを実践し、利用者を中

心とした地域づくり（地域マネジメント）に展開できる力を獲得する。  

 

科目の到達目標 

①高齢者・障害者の疾患・障害等について、機序、症状、治療法・薬理作用等を理解し、説

明できる。 

②症状から利用者の状態を分析し、医療の必要性について判断することができる。 

③介護職への指導を行うための疾患や障害等に応じた生活支援について理解し、実践でき

る。 

④利用者の人生の最終段階における生活支援に関する医療的知識を学ぶとともに、生活支

援（介護職）の役割を理解し、他者に説明できる。 

 

認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

○本科目は、介護福祉士養成課程および「疾患・障害等のある人への生活支援Ⅰ・Ⅱ」では

学ばない、比較的介護職による対応頻度が少ない疾患や障害等に関する医学知識を習得

（＝メカニズムや理論に関する知識領域）し、それを用いて生活支援、連携、介護職への

指導を実践できる力（＝臨床や実践に関する知識領域）を習得することを目的としている。 

○併せて、人生の最終段階における支援については、介護福祉士養成課程の「生活支援技術」

で、終末期の経過に沿った支援やチームケアの実施に関する基本的な知識と技術を学ぶ

が、実践的な知識の習得までは至らない。本科目では、新たに実践的知識と介護職チーム

への自身の介護実践経験とを統合化させ、介護職チームを指導できるようにする（＝臨床

や実践に関する知識領域）。意思決定の支援においては、家族への支援も視野に入れる。 

○また、「疾患・障害等のある人への生活支援・連携Ⅰ・Ⅱ」をふまえ、介護職チームを医

療面から指導・教育する実践的知識を習得する（＝臨床や実践に関する知識領域）ことも、

本科目の目標である。介護職の専門性を踏まえて医療職と積極的に連携できる実践力を

養う。 

 

研修展開の考え方 

疾患・傷害のある人への生活支援・連携Ⅲでは、 

１）疾患や障害に応じた生活支援に必要な実践について学び、必要な知識と行動について

理解する。介護職チームを医療面から指導・教育するために、課題学習を通して自己の

実践を振り返ることによって、知識や技術の強化すべきポイントを認識し学習意欲と効

果を高める。 

 

２）症状から利用者の状態を分析し、医療の必要性について判断するために、介護職の専

門性を踏まえた医療に関する知識と積極的な連携実践について自職場での課題を踏まえ

て実践力をつける。 

３）状態が変化する可能性のある利用者への生活支援の役割について再認識し、多職種と

の連携の意義について理解し、継続的に実践力向上に向けて取り組む。 

 

本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

１．研修講師の心構え 

〇医療職にも介護職の専門性や視点、生活の視点から医療に関する情報や支援を学ぶ・気

づく機会となる。介護職の理解に繋げることを意識する。  

〇研修参加者は、介護職のリーダーとして実践する人材であることを認識し、尊重する姿

勢が大切である。 

〇医療職は、認定介護福祉士とどのように連携をすればよいのか、研修の実際から医療職

が連携する対象としての介護職理解に繋がる。講師にとっても気づきの場であり、より

よい連携のあり方を考える機会となる。 

これらについて心得、研修講師も共に学ぶ姿勢を持つことが大切である。 

２．介護福祉士に教授するうえでの留意点 

〇介護福祉士（受講者）が業務で実際に遭遇する場面と、知識・理論を結びつけるような

学習を行うことにより、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を用いて実務を

分析できるような思考枠組みが獲得できるように展開する。 

〇そのために、①受講者が自身の経験を課題学習（事前学習等）でまとめる機会を設ける、

②集合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を行う、③

課題学習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで用いることによって知識・理論の

応用力を身に着ける、という流れが基本となる。 

 

【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 

認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士であ

る。各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 
〇介護福祉⼠（受講者）が業務で実際に遭遇する場⾯と、知識・理論を結びつけるような

学習を⾏わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を⽤いて実務を
分析できるような思考枠組みを獲得させる 

〇そのために、①まず受講者に⾃⾝の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②
集合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を⾏う、③課
題学習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで⽤いることで知識・理論の応⽤⼒を
⾝に着けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 
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○生活支援の視点から、地域の介護力を高める力を獲得する。  

○介護サービスという特性のもと、チーム運営、サービス管理、人材育成等について必要

な専門的な理論に基づき、チーム、サービス、人材マネジメントを実践し、利用者を中

心とした地域づくり（地域マネジメント）に展開できる力を獲得する。  

 

科目の到達目標 

①高齢者・障害者の疾患・障害等について、機序、症状、治療法・薬理作用等を理解し、説

明できる。 

②症状から利用者の状態を分析し、医療の必要性について判断することができる。 

③介護職への指導を行うための疾患や障害等に応じた生活支援について理解し、実践でき

る。 

④利用者の人生の最終段階における生活支援に関する医療的知識を学ぶとともに、生活支

援（介護職）の役割を理解し、他者に説明できる。 

 

認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

○本科目は、介護福祉士養成課程および「疾患・障害等のある人への生活支援Ⅰ・Ⅱ」では

学ばない、比較的介護職による対応頻度が少ない疾患や障害等に関する医学知識を習得

（＝メカニズムや理論に関する知識領域）し、それを用いて生活支援、連携、介護職への

指導を実践できる力（＝臨床や実践に関する知識領域）を習得することを目的としている。 

○併せて、人生の最終段階における支援については、介護福祉士養成課程の「生活支援技術」

で、終末期の経過に沿った支援やチームケアの実施に関する基本的な知識と技術を学ぶ

が、実践的な知識の習得までは至らない。本科目では、新たに実践的知識と介護職チーム

への自身の介護実践経験とを統合化させ、介護職チームを指導できるようにする（＝臨床

や実践に関する知識領域）。意思決定の支援においては、家族への支援も視野に入れる。 

○また、「疾患・障害等のある人への生活支援・連携Ⅰ・Ⅱ」をふまえ、介護職チームを医

療面から指導・教育する実践的知識を習得する（＝臨床や実践に関する知識領域）ことも、

本科目の目標である。介護職の専門性を踏まえて医療職と積極的に連携できる実践力を

養う。 

 

研修展開の考え方 

疾患・傷害のある人への生活支援・連携Ⅲでは、 

１）疾患や障害に応じた生活支援に必要な実践について学び、必要な知識と行動について

理解する。介護職チームを医療面から指導・教育するために、課題学習を通して自己の

実践を振り返ることによって、知識や技術の強化すべきポイントを認識し学習意欲と効

果を高める。 

 

２）症状から利用者の状態を分析し、医療の必要性について判断するために、介護職の専

門性を踏まえた医療に関する知識と積極的な連携実践について自職場での課題を踏まえ

て実践力をつける。 

３）状態が変化する可能性のある利用者への生活支援の役割について再認識し、多職種と

の連携の意義について理解し、継続的に実践力向上に向けて取り組む。 

 

本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

１．研修講師の心構え 

〇医療職にも介護職の専門性や視点、生活の視点から医療に関する情報や支援を学ぶ・気

づく機会となる。介護職の理解に繋げることを意識する。  

〇研修参加者は、介護職のリーダーとして実践する人材であることを認識し、尊重する姿

勢が大切である。 

〇医療職は、認定介護福祉士とどのように連携をすればよいのか、研修の実際から医療職

が連携する対象としての介護職理解に繋がる。講師にとっても気づきの場であり、より

よい連携のあり方を考える機会となる。 

これらについて心得、研修講師も共に学ぶ姿勢を持つことが大切である。 

２．介護福祉士に教授するうえでの留意点 

〇介護福祉士（受講者）が業務で実際に遭遇する場面と、知識・理論を結びつけるような

学習を行うことにより、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を用いて実務を

分析できるような思考枠組みが獲得できるように展開する。 

〇そのために、①受講者が自身の経験を課題学習（事前学習等）でまとめる機会を設ける、

②集合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を行う、③

課題学習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで用いることによって知識・理論の

応用力を身に着ける、という流れが基本となる。 

 

【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 

認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士であ

る。各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 
〇介護福祉⼠（受講者）が業務で実際に遭遇する場⾯と、知識・理論を結びつけるような

学習を⾏わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を⽤いて実務を
分析できるような思考枠組みを獲得させる 

〇そのために、①まず受講者に⾃⾝の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②
集合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を⾏う、③課
題学習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで⽤いることで知識・理論の応⽤⼒を
⾝に着けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 
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＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点から振り返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 

〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 

〇実務経験があるがゆえに、専門職としての視点のみに立ち、利用者、家族、地域住民、他

の専門職や行政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ

る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの見方やニーズに気づかせることで、

これまで培われた自身の見方・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、自身の実務経験に基づいて習得した方法を絶対視し、知識・理

論に基づく思考枠組みの形成や、物の見方の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ

って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させ

ることが重要となる。 

〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影

響を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これ

まで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにか

かわらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者

が十分に省察できるよう支援することが重要となる。 

 

研修の展開例 

 
展開の考え方と留意点 

 ここでは、「３．多職種連携と疾患・障害に応じた生活支援」の展開をとりあげる。その考え方

と留意点は下記のとおりである。 

 

〇介護福祉士としての専門性、介護福祉士以外（医療に関する領域では特に医療職）の専門

性を理解したうえで、多職種連携・協働の具体的な行動について実践場面（在宅、施設で

の展開）を想起しながら、講義・演習への主体的な参加を促進する。 

〇医学的判断が必要となる状況においては、医療職や他職種の専門性を生かせるよう、それ

ぞれの職種に「行って欲しいこと」について具体的に依頼する。委ねて終わるのではなく、

その後の経過・変化を確認するところまで責任をもって行う必要があることについて、再

認識できるよう、課題学習と集合研修を連動させて実施する。 

〇介護職チームの持っている情報（今の状態と直近を含む過去の情報）と、他職種（疾患に

関連する場合は特に医療職）の持っている情報を統合することで、利用者の状態を正しく

アセスメントすることが可能となる。そのうえで、介護職チームが行うこと、他職種に依

頼することを明確にし、それぞれの専門性に基づく生活支援を行う。実践から得られた情

報を多職種でフィードバックし、展開する。 

〇疾患・障害のある人への生活支援においては、医師や看護師など医療職の情報が不可欠で

あるが、利用者の日々の生活支援にかかわる、リハビリテーション職種や栄養士など、

様々な職種との連携について検討する必要がある。 

〇多職種連携は、利用者の生活を継続するための支援が目的であり、連携はそのための重要

な手段であることについて、再確認する。 
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＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点から振り返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 

〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 

〇実務経験があるがゆえに、専門職としての視点のみに立ち、利用者、家族、地域住民、他

の専門職や行政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ

る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの見方やニーズに気づかせることで、

これまで培われた自身の見方・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、自身の実務経験に基づいて習得した方法を絶対視し、知識・理

論に基づく思考枠組みの形成や、物の見方の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ

って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させ

ることが重要となる。 

〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影

響を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これ

まで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにか

かわらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者

が十分に省察できるよう支援することが重要となる。 

 

研修の展開例 

 
展開の考え方と留意点 

 ここでは、「３．多職種連携と疾患・障害に応じた生活支援」の展開をとりあげる。その考え方

と留意点は下記のとおりである。 

 

〇介護福祉士としての専門性、介護福祉士以外（医療に関する領域では特に医療職）の専門

性を理解したうえで、多職種連携・協働の具体的な行動について実践場面（在宅、施設で

の展開）を想起しながら、講義・演習への主体的な参加を促進する。 

〇医学的判断が必要となる状況においては、医療職や他職種の専門性を生かせるよう、それ

ぞれの職種に「行って欲しいこと」について具体的に依頼する。委ねて終わるのではなく、

その後の経過・変化を確認するところまで責任をもって行う必要があることについて、再

認識できるよう、課題学習と集合研修を連動させて実施する。 

〇介護職チームの持っている情報（今の状態と直近を含む過去の情報）と、他職種（疾患に

関連する場合は特に医療職）の持っている情報を統合することで、利用者の状態を正しく

アセスメントすることが可能となる。そのうえで、介護職チームが行うこと、他職種に依

頼することを明確にし、それぞれの専門性に基づく生活支援を行う。実践から得られた情

報を多職種でフィードバックし、展開する。 

〇疾患・障害のある人への生活支援においては、医師や看護師など医療職の情報が不可欠で

あるが、利用者の日々の生活支援にかかわる、リハビリテーション職種や栄養士など、

様々な職種との連携について検討する必要がある。 

〇多職種連携は、利用者の生活を継続するための支援が目的であり、連携はそのための重要

な手段であることについて、再確認する。 
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○⾼齢者の特徴（解剖⽣理等）や⽇常⽣活援助、リハビリテーションは他の領域の研修内容
で学習するため、医療に関する内容が主となるが疾患・障害の医学的知識だけでなく、⼼
理的側⾯の理解も深め、利⽤者・家族への適切な⽀援ができるようにする。 

○介護実践において、障害や疾患による今後の⾒通しをイメージした意図的な情報収集・観
察ができることがねらいである。（現状から考えられるリスク、改善可能性） 

○在宅復帰や⾃宅での⽣活場⾯での介護へとつなげられるよう、単なる知識の詰め込み学
習とならないようにする。 

○⽇常の健康管理における観察ポイントや、情報共有するための確認ポイントなどは、受講
者が考えられるように講義内に事例を⽤いてグループワーク等の⽅法をとる。 

○グループワークはケーススタディを活⽤する。（病気を持つ認知症の⼀⼈暮らしの⼈への
⽀援、⼈⽣の最終段階の⼈への⽀援、医師・看護師と連携を必要とする⼈への⽀援、等） 

○考えられる課題をイメージしながらアセスメントし、介護職が⾏うこと、医療職に報告・
委ねること、が明確に理解でき、家族や介護職に説明・指導できるようにする。 

 
研修の展開例 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

５．多職種連携と

疾患・障害に応

じた生活支援 

（４時間） 

○内容 

・医療職等の他職種との連携や確認のポイントなどにつ

いて 

○展開 

・グループワークと講義により展開 

・グループワーク：①共有 ②まとめる（各自の内容を統

合、連携するときに難しいと思うこと・留意点など話し

合う）、③発表 ④発表に対する補足や講義、⑤どのよ

うな時に他職種に連絡・相談するか、他職種がどのよう

に回答するか考える＝他職種の役割を理解したうえで

意図的に相談する 

※主な連携職種：医師、看護師、リハビリ職、薬剤師、管

理栄養士など、疾患や障害によって選択するなど工夫）

例：がん末期－医師・看護師・薬剤師、難病－医師・看

護師・リハビリ職種、（嚥下障害ある場合、言語聴覚士）、

慢性腎不全－医師・看護師・管理栄養士 など 

 

※疾患や障害によってポイントは異なるため、1．2．3．

6 を集合研修で講議する場合は、各テーマのところに１

ｈずつ入れるのが望ましい。1．2．3．6 を課題学習と

する場合は、疾患や障害の特徴に合わせて、連携や確認

のポイントを講義・演習する。 

※事前に課題レポートとして提出させ、グループワークで

深めるとより効果的。 

 

〇講義のポイント 

１．多職種連携の必要性 

課題学習可（３時間） 

・文献や e-learning を活用

した学習。 

・多職種との連携について

の事前課題に取り組み、

レポートをもとに自職場

の多職種で検討し、その

内容を所定の用紙に記録

する。 

 

※課題学習の意義と活用方

法について説明する。 

多職種連携は、基本的には、利用者の暮らしの継続の

ために必要不可欠である。介護福祉士の職域の拡大によ

り、医療機関など療養の場にも拡大してきているが、居

場所が変わったとしても、「生活の視点」で利用者を捉え

ることが大切である。 

 １）専門性の違い 

視点の違い、実践の違いにより、得られる情報や気

づきが異なる 

 ２）かかわり方の違い 

関わる時間や頻度、場面の違いなどにより、情報量

や関係性が異なる 

・介護の視点：生活支援を通して24時間365日連続し

て生活全体を見て支えている 

・多職種の視点：病態・症状に応じた医学的視点の治療

やケアを行う医療職や、それぞれの役割に応じて必要

な時間や頻度で生活の一部分にかかわる 

２．連携の意義 

・異なる視点や気づきを統合すること自分が気づいてき

なかった利用者の側面にも目が向けられるようにな

り、多角的に捉えることができる。 

・連携を重ねるごとに互いの役割や専門性の理解が深ま

り、得意なことを委ねることができるようになり連携

が強化される、といった好循環。そのことにより、効

果的・効率的なケアの実践につながり、利用者へのケ

アの質向上 

・自分の実践（行った医療処置や看護、リハビリなど）

は、利用者にとって効果的であったか？ 利用者の状

態の回復や生活の改善につながり、安全・安楽・安心

を得られているか、介護職は生活支援の中で把握する

ことができる。 

・切れ目なく対応する介護職は症状や障害による悪化・

改善などの変化に気づくことができる。 

・他の職種の実践が、利用者の生活にどのように変化や

影響しているか？多職種の生活支援を通して、モニタ

リングすることができる。 

・状態変化のときに、何を誰につなぐ必要があるのか、実

践的理解が促進される。 
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○⾼齢者の特徴（解剖⽣理等）や⽇常⽣活援助、リハビリテーションは他の領域の研修内容
で学習するため、医療に関する内容が主となるが疾患・障害の医学的知識だけでなく、⼼
理的側⾯の理解も深め、利⽤者・家族への適切な⽀援ができるようにする。 

○介護実践において、障害や疾患による今後の⾒通しをイメージした意図的な情報収集・観
察ができることがねらいである。（現状から考えられるリスク、改善可能性） 

○在宅復帰や⾃宅での⽣活場⾯での介護へとつなげられるよう、単なる知識の詰め込み学
習とならないようにする。 

○⽇常の健康管理における観察ポイントや、情報共有するための確認ポイントなどは、受講
者が考えられるように講義内に事例を⽤いてグループワーク等の⽅法をとる。 

○グループワークはケーススタディを活⽤する。（病気を持つ認知症の⼀⼈暮らしの⼈への
⽀援、⼈⽣の最終段階の⼈への⽀援、医師・看護師と連携を必要とする⼈への⽀援、等） 

○考えられる課題をイメージしながらアセスメントし、介護職が⾏うこと、医療職に報告・
委ねること、が明確に理解でき、家族や介護職に説明・指導できるようにする。 

 
研修の展開例 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

５．多職種連携と

疾患・障害に応

じた生活支援 

（４時間） 

○内容 

・医療職等の他職種との連携や確認のポイントなどにつ

いて 

○展開 

・グループワークと講義により展開 

・グループワーク：①共有 ②まとめる（各自の内容を統

合、連携するときに難しいと思うこと・留意点など話し

合う）、③発表 ④発表に対する補足や講義、⑤どのよ

うな時に他職種に連絡・相談するか、他職種がどのよう

に回答するか考える＝他職種の役割を理解したうえで

意図的に相談する 

※主な連携職種：医師、看護師、リハビリ職、薬剤師、管

理栄養士など、疾患や障害によって選択するなど工夫）

例：がん末期－医師・看護師・薬剤師、難病－医師・看

護師・リハビリ職種、（嚥下障害ある場合、言語聴覚士）、

慢性腎不全－医師・看護師・管理栄養士 など 

 

※疾患や障害によってポイントは異なるため、1．2．3．

6 を集合研修で講議する場合は、各テーマのところに１

ｈずつ入れるのが望ましい。1．2．3．6 を課題学習と

する場合は、疾患や障害の特徴に合わせて、連携や確認

のポイントを講義・演習する。 

※事前に課題レポートとして提出させ、グループワークで

深めるとより効果的。 

 

〇講義のポイント 

１．多職種連携の必要性 

課題学習可（３時間） 

・文献や e-learning を活用

した学習。 

・多職種との連携について

の事前課題に取り組み、

レポートをもとに自職場

の多職種で検討し、その

内容を所定の用紙に記録

する。 

 

※課題学習の意義と活用方

法について説明する。 

多職種連携は、基本的には、利用者の暮らしの継続の

ために必要不可欠である。介護福祉士の職域の拡大によ

り、医療機関など療養の場にも拡大してきているが、居

場所が変わったとしても、「生活の視点」で利用者を捉え

ることが大切である。 

 １）専門性の違い 

視点の違い、実践の違いにより、得られる情報や気

づきが異なる 

 ２）かかわり方の違い 

関わる時間や頻度、場面の違いなどにより、情報量

や関係性が異なる 

・介護の視点：生活支援を通して24時間365日連続し

て生活全体を見て支えている 

・多職種の視点：病態・症状に応じた医学的視点の治療

やケアを行う医療職や、それぞれの役割に応じて必要

な時間や頻度で生活の一部分にかかわる 

２．連携の意義 

・異なる視点や気づきを統合すること自分が気づいてき

なかった利用者の側面にも目が向けられるようにな

り、多角的に捉えることができる。 

・連携を重ねるごとに互いの役割や専門性の理解が深ま

り、得意なことを委ねることができるようになり連携

が強化される、といった好循環。そのことにより、効

果的・効率的なケアの実践につながり、利用者へのケ

アの質向上 

・自分の実践（行った医療処置や看護、リハビリなど）

は、利用者にとって効果的であったか？ 利用者の状

態の回復や生活の改善につながり、安全・安楽・安心

を得られているか、介護職は生活支援の中で把握する

ことができる。 

・切れ目なく対応する介護職は症状や障害による悪化・

改善などの変化に気づくことができる。 

・他の職種の実践が、利用者の生活にどのように変化や

影響しているか？多職種の生活支援を通して、モニタ

リングすることができる。 

・状態変化のときに、何を誰につなぐ必要があるのか、実

践的理解が促進される。 
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課題学習（事前学習）の例 

 

 

課題のねらい 

・他職種と連携するために、介護職の業務範囲を再確認する。 

・立場や役割の違いによって、取るべき行動にどのような相違があるか確認することで、あ

るべき姿がイメージできる。 

専門性に基づくアセスメント、行動（実践）の違いを理解・確認することで、それぞれ

の専門性が発揮できるようなチーム体制を形成する。その上でチーム内の認定介護福祉

士の役割を明確にしていく。（チームアプローチのためのケアマネジメント） 

・日常的に変化の見通しや予後を意識した意図的な観察を行う必要性と、実践の振り返りの

重要性について、自己の実践能力を認識したうえで研修に参加することにより、学ぶ意欲

や個々の目標設定を明確化する。 

臨床や実践に関する知識領域 
 

出現している症状から原因、判断の根拠、実践まで 

１．高齢者・障害者の疾患・障害等に応じた生活支援として、自職場の利用者、既往歴、現

病歴、から、発生の可能性がある状態、悪化したらどうなるか？（考えられる症状や疾患） 

２．状態の変化が生じた事例からレポート（ワークシート） 症状、対応、なぜそのように

対応したのか 

① 介護職間の連携、 

② 他職種との連携や確認のポイント等  

どの職種に何を確認したか？ 

その情報によって、何が変わったか？ 

得られた情報はどのように生かされたか？ 

 

課題の活用 

 取り組んだ課題は事前提出を求める（※講師が、参加者のレベルを把握） 

〈チェックポイント〉 

 ・ワークシートに沿って記載されているか？ 事実が簡潔で具体的に記載されている

か？ 

・情報を整理する力、まとめる力、言語化する力 

・職場内の連携の現状がわかる 

 これらは、リーダーとしてのファシリテーション力に影響する 

 

 

－集合研修での意識づけ－ 

〇個人ワーク 

課題の再整理（グループで共有する準備）は、伝える能力、言語化、自己の力量の気づ

き、スタート時点での自他のレベルを確認し、学びや評価に活かす 

〇グループワーク 

課題の発表、共有→概要の発表、グループとして展開事例を選定 

 

講義に含むべき内容 

○多職種連携とは 

・多職種連携の意義 

 ・多職種と連携するために求められること 

 ・連携の目的は、利用者へのよりよい介護であること 

 ・多職種連携することによって、専門職の専門性や役割に対する理解が深まる 

○認定介護福祉士の専門性と役割を再確認 

○他の職種の専門性を知る 

○疾患や障害のある人へのケアにおいて、多職種連携することは、悪化のリスクの軽減や改

善の効果を高めることにつながる 

臨床や実践に関する知識領域 
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課題学習（事前学習）の例 

 

 

課題のねらい 

・他職種と連携するために、介護職の業務範囲を再確認する。 

・立場や役割の違いによって、取るべき行動にどのような相違があるか確認することで、あ

るべき姿がイメージできる。 

専門性に基づくアセスメント、行動（実践）の違いを理解・確認することで、それぞれ

の専門性が発揮できるようなチーム体制を形成する。その上でチーム内の認定介護福祉

士の役割を明確にしていく。（チームアプローチのためのケアマネジメント） 

・日常的に変化の見通しや予後を意識した意図的な観察を行う必要性と、実践の振り返りの

重要性について、自己の実践能力を認識したうえで研修に参加することにより、学ぶ意欲

や個々の目標設定を明確化する。 

臨床や実践に関する知識領域 
 

出現している症状から原因、判断の根拠、実践まで 

１．高齢者・障害者の疾患・障害等に応じた生活支援として、自職場の利用者、既往歴、現

病歴、から、発生の可能性がある状態、悪化したらどうなるか？（考えられる症状や疾患） 

２．状態の変化が生じた事例からレポート（ワークシート） 症状、対応、なぜそのように

対応したのか 

① 介護職間の連携、 

② 他職種との連携や確認のポイント等  

どの職種に何を確認したか？ 

その情報によって、何が変わったか？ 

得られた情報はどのように生かされたか？ 

 

課題の活用 

 取り組んだ課題は事前提出を求める（※講師が、参加者のレベルを把握） 

〈チェックポイント〉 

 ・ワークシートに沿って記載されているか？ 事実が簡潔で具体的に記載されている

か？ 

・情報を整理する力、まとめる力、言語化する力 

・職場内の連携の現状がわかる 

 これらは、リーダーとしてのファシリテーション力に影響する 

 

 

－集合研修での意識づけ－ 

〇個人ワーク 

課題の再整理（グループで共有する準備）は、伝える能力、言語化、自己の力量の気づ

き、スタート時点での自他のレベルを確認し、学びや評価に活かす 

〇グループワーク 

課題の発表、共有→概要の発表、グループとして展開事例を選定 

 

講義に含むべき内容 

○多職種連携とは 

・多職種連携の意義 

 ・多職種と連携するために求められること 

 ・連携の目的は、利用者へのよりよい介護であること 

 ・多職種連携することによって、専門職の専門性や役割に対する理解が深まる 

○認定介護福祉士の専門性と役割を再確認 

○他の職種の専門性を知る 

○疾患や障害のある人へのケアにおいて、多職種連携することは、悪化のリスクの軽減や改

善の効果を高めることにつながる 

臨床や実践に関する知識領域 
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集合研修のタイムスケジュール（例）   ４時間 

時間 項目・方法 ねらい・概要 

10 分 オリエンテーション 意識づけ（科目のねらい、到達点、流れの説明） 

20 分 講義 ・自己の目標設定をすることで学習効果を高める。自己評価で成長を実感

するための準備でもある。【経験学習サイクル】により説明する。 

・「３．多職種連携と疾患・障害に応じた生活支援」を展開するうえでの

留意点まで説明し、全体像の理解を促進する。 

10 分 事前課題の再整理 

「ワークシート」 

・簡潔に発表できるための準備 

・再整理により、取り組んだ課題（自己のレベル）への気づきを促す。 

15 分 自己紹介 グループワークの効果を高めるためのアイスブレイクと他者理解の促進 

１人１～２分 

10 分 休憩  

60 分 演習 課題の発表１人 2分×４～６人 

他のグループに説明できるように整理（何を意図してどのように行動した

のか、わかるように） 

※各グループのまとめが事例教材となる 

１ 事例を整理して発表する。事例を全体で共有 

２ 各グループ学びを深める事例を１つ選定し、深める 

  構造的に理解できるよう可視化する（模造紙、PPT など） 

10 分 休憩  

15 分 発表 １グループ２分 

5 分 講師コメント  

20 分 

10 分 

グループワーク 

発表 

他グループの発表から「多職種連携による生活支援」の気づき 

20 分 講義  

10 分 休憩  

30 分 リフレクション 個人：10 分  グループ：20 分 

発表 数人 

15 分 個人ワーク 自己の課題認識→新たな取り組みとしてアクションプランの作成 

本日の目標達成状況を自己分析することで、学習効果の確認 

 

  

 

課題学習（事後学習）の例  ワークシートあり 

 

 

・提出した自職場事例を整理し直して、職場にフィードバックし、議論する。その際に、受

講者は、講師役、ファシリテーター役として、どのように展開し、何に留意するか、実施

計画を立て、振り返りまでの結果をレポートする。 

・レポートにまとめて提出。自職場にも報告する。 

臨床や実践に関する知識領域 
 
事後学習の意義 

・本研修に参加した認定介護福祉士が何を学んでいるのか、職場の理解を得ることができ

る。 

・研修や、認定介護福祉士を目指すことの意義を周知する機会となる。 
 
展開イメージ（慢性硬膜下血腫の事例）の一例 

事例 元気がない、なんとなく動作が緩慢 

 
＜事例展開のポイント、事例を用いる効果＞  ワークシートあり 
〇急変とは異なる利用者の変化に気づいたとき、変化をどのように捉え、どのように行動し

たのか、自己のアセスメント・介護実践を振り返り、目的に沿って再度整理する。 

〇すぐに慢性硬膜下血腫に直結するような断定的な変化（症状）ではないため、観察し情報

を追加する必要がある。 

〇直近ではなく 1 か月ほど前のエピソード（転倒・頭部打撲）を介護職が記録や申し送りを

行っていることにより、慢性硬膜下血腫の可能性にたどり着くことができるため、日ごろ

の観察・記録・情報共有と継続的な観察の必要性について再認識できる。 

〇情報収集の際に、介護職チームから得る情報と、医療職や他の職種から得る情報を明確に

することができているか否かの確認を促すことで、自他の専門性の理解の状況について

確認することができる。あわせて、情報収集のしやすさや方法は、組織環境も影響するた

め、自職場の強みや課題を明確にすることが可能。 

〇情報収集の方法を確認することで、多職種連携の実践について検討することも可能であ

る。 

〇情報収集の違いを確認することも可能 

・緊急性の有無（急ぐ情報、急がないが必要な情報） 

・状態変化の際の一般的なアセスメントと、利用者の疾患や服薬、生活習慣など、個別の

背景を把握するといった、情報の種類の違い、情報がアセスメントにどのように生かさ

れるのか、意味なる意図的な観察・情報収集の促進 
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集合研修のタイムスケジュール（例）   ４時間 

時間 項目・方法 ねらい・概要 

10 分 オリエンテーション 意識づけ（科目のねらい、到達点、流れの説明） 

20 分 講義 ・自己の目標設定をすることで学習効果を高める。自己評価で成長を実感

するための準備でもある。【経験学習サイクル】により説明する。 

・「３．多職種連携と疾患・障害に応じた生活支援」を展開するうえでの

留意点まで説明し、全体像の理解を促進する。 

10 分 事前課題の再整理 

「ワークシート」 

・簡潔に発表できるための準備 

・再整理により、取り組んだ課題（自己のレベル）への気づきを促す。 

15 分 自己紹介 グループワークの効果を高めるためのアイスブレイクと他者理解の促進 

１人１～２分 

10 分 休憩  

60 分 演習 課題の発表１人 2分×４～６人 

他のグループに説明できるように整理（何を意図してどのように行動した

のか、わかるように） 

※各グループのまとめが事例教材となる 

１ 事例を整理して発表する。事例を全体で共有 

２ 各グループ学びを深める事例を１つ選定し、深める 

  構造的に理解できるよう可視化する（模造紙、PPT など） 

10 分 休憩  

15 分 発表 １グループ２分 

5 分 講師コメント  

20 分 

10 分 

グループワーク 

発表 

他グループの発表から「多職種連携による生活支援」の気づき 

20 分 講義  

10 分 休憩  

30 分 リフレクション 個人：10 分  グループ：20 分 

発表 数人 

15 分 個人ワーク 自己の課題認識→新たな取り組みとしてアクションプランの作成 

本日の目標達成状況を自己分析することで、学習効果の確認 

 

  

 

課題学習（事後学習）の例  ワークシートあり 

 

 

・提出した自職場事例を整理し直して、職場にフィードバックし、議論する。その際に、受

講者は、講師役、ファシリテーター役として、どのように展開し、何に留意するか、実施

計画を立て、振り返りまでの結果をレポートする。 

・レポートにまとめて提出。自職場にも報告する。 

臨床や実践に関する知識領域 
 
事後学習の意義 

・本研修に参加した認定介護福祉士が何を学んでいるのか、職場の理解を得ることができ

る。 

・研修や、認定介護福祉士を目指すことの意義を周知する機会となる。 
 
展開イメージ（慢性硬膜下血腫の事例）の一例 

事例 元気がない、なんとなく動作が緩慢 

 
＜事例展開のポイント、事例を用いる効果＞  ワークシートあり 
〇急変とは異なる利用者の変化に気づいたとき、変化をどのように捉え、どのように行動し

たのか、自己のアセスメント・介護実践を振り返り、目的に沿って再度整理する。 

〇すぐに慢性硬膜下血腫に直結するような断定的な変化（症状）ではないため、観察し情報

を追加する必要がある。 

〇直近ではなく 1 か月ほど前のエピソード（転倒・頭部打撲）を介護職が記録や申し送りを

行っていることにより、慢性硬膜下血腫の可能性にたどり着くことができるため、日ごろ

の観察・記録・情報共有と継続的な観察の必要性について再認識できる。 

〇情報収集の際に、介護職チームから得る情報と、医療職や他の職種から得る情報を明確に

することができているか否かの確認を促すことで、自他の専門性の理解の状況について

確認することができる。あわせて、情報収集のしやすさや方法は、組織環境も影響するた

め、自職場の強みや課題を明確にすることが可能。 

〇情報収集の方法を確認することで、多職種連携の実践について検討することも可能であ

る。 

〇情報収集の違いを確認することも可能 

・緊急性の有無（急ぐ情報、急がないが必要な情報） 

・状態変化の際の一般的なアセスメントと、利用者の疾患や服薬、生活習慣など、個別の

背景を把握するといった、情報の種類の違い、情報がアセスメントにどのように生かさ

れるのか、意味なる意図的な観察・情報収集の促進 
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〇考えられる症状として、身体面・精神面・生活習慣・薬剤の影響・疾患など、一般的な症

状と利用者の現病歴・既往歴から情報を統合し、何が起きているのか分析する必要性への

気づきを促す 

・食欲不振？ 低栄養？ 風邪？ 意識障害？ 低血糖・高血糖？ 血圧の上下変動？ 

眩暈？ 便秘？ 吐気？ 精神的な不安定？ 睡眠障害？ 気持ちの落ち込み？ 薬

剤の影響？ 手足の力が入りにくい 筋力低下 

 
＜想定される疾患に関連する情報収集＞ 
確認︓バイタルサイン、⼀般状態、握⼒、コミュニケーション、ADL の変化、出⾎の有無 

直近の変化、最近 1 週間くらいの変化、⼀か⽉前の変化（転倒歴がないか） 
糖尿病、⾼⾎圧、⼀過性脳虚⾎発作（TIA）、脳⾎管疾患、低栄養、意識障害、認知⾯
の低下 
精神・⼼理⾯の変化やエピソード、興味・関⼼の低下 
服薬状況（内服薬の内容・量、管理状況）、虐待の可能性 など 

 
＜追加の情報収集︓介護職チーム＞ 
・確認事項について、最近の変化や気になる⾏動など 
・転倒歴と打撲の有無 
・家族や友⼈・知⼈などとの付き合いの変化 
 
＜補⾜資料＞ 
・事前課題ワークシート 
・集合研修－演習ワークシート（個⼈⽤） 
・事後課題ワークシート 
 
  

Ⅲ ワークシートの構造 
 
ワークシート１（事前課題）⾃職場での事例 

情 報 収 集 
A．利⽤者の状態・症状 
気がかりな変化（場⾯や状況
を具体的に記載） 

B．介護職チームから得た情報
（内容） 

C．他職種から得た情報（職種・
内容） 

A．B．C．の情報を統合 
A．B．C．の情報を統合して
分析した結果 
考えた症状や疾患、その根拠 

情報の統合にあたり、介護職チー
ムの意⾒を確認した場合は、その
内容を記載する 

統合した情報について他職種の
意⾒を確認した場合は、その内
容を記載する 

⽣活⽀援・実践 
分析結果による実践：介護職チームで⾏った⽣活⽀援（観察含
む） 

他職種に依頼した実践（職種、
内容） 

報告・フィードバック 
実践した結果の追跡情報（介護職チームで共有したこと） 実践後に報告を受けた内容、共

有したこと 

 
 
ワークシート２（集合研修⽤演習・事後学習）⾃職場での事例 
★個⼈ワーク 
集合研修での気づきや追加情報があれば記載 
 
★演習（グループワーク発表からの学び） 
他グループの発表から「多職種連携による⽣活⽀援」の気づき 
 
★演習（リフレクション） 

個⼈として 
①うまくできたこと、なぜうまくいったのか、その

時の感情も含めて振り返る 

個⼈として 
②うまくいかなかったこと、なぜうまくいかなか

ったのか、その時の感情 

チームとして 
①うまくできたこと、なぜうまくいったのか、その

時の感情も含めて振り返る 

チームとして 
②うまくいかなかったこと、なぜうまくいかなか

ったのか 
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〇考えられる症状として、身体面・精神面・生活習慣・薬剤の影響・疾患など、一般的な症

状と利用者の現病歴・既往歴から情報を統合し、何が起きているのか分析する必要性への

気づきを促す 

・食欲不振？ 低栄養？ 風邪？ 意識障害？ 低血糖・高血糖？ 血圧の上下変動？ 

眩暈？ 便秘？ 吐気？ 精神的な不安定？ 睡眠障害？ 気持ちの落ち込み？ 薬

剤の影響？ 手足の力が入りにくい 筋力低下 

 
＜想定される疾患に関連する情報収集＞ 
確認︓バイタルサイン、⼀般状態、握⼒、コミュニケーション、ADL の変化、出⾎の有無 

直近の変化、最近 1 週間くらいの変化、⼀か⽉前の変化（転倒歴がないか） 
糖尿病、⾼⾎圧、⼀過性脳虚⾎発作（TIA）、脳⾎管疾患、低栄養、意識障害、認知⾯
の低下 
精神・⼼理⾯の変化やエピソード、興味・関⼼の低下 
服薬状況（内服薬の内容・量、管理状況）、虐待の可能性 など 

 
＜追加の情報収集︓介護職チーム＞ 
・確認事項について、最近の変化や気になる⾏動など 
・転倒歴と打撲の有無 
・家族や友⼈・知⼈などとの付き合いの変化 
 
＜補⾜資料＞ 
・事前課題ワークシート 
・集合研修－演習ワークシート（個⼈⽤） 
・事後課題ワークシート 
 
  

Ⅲ ワークシートの構造 
 
ワークシート１（事前課題）⾃職場での事例 

情 報 収 集 
A．利⽤者の状態・症状 
気がかりな変化（場⾯や状況
を具体的に記載） 

B．介護職チームから得た情報
（内容） 

C．他職種から得た情報（職種・
内容） 

A．B．C．の情報を統合 
A．B．C．の情報を統合して
分析した結果 
考えた症状や疾患、その根拠 

情報の統合にあたり、介護職チー
ムの意⾒を確認した場合は、その
内容を記載する 

統合した情報について他職種の
意⾒を確認した場合は、その内
容を記載する 

⽣活⽀援・実践 
分析結果による実践：介護職チームで⾏った⽣活⽀援（観察含
む） 

他職種に依頼した実践（職種、
内容） 

報告・フィードバック 
実践した結果の追跡情報（介護職チームで共有したこと） 実践後に報告を受けた内容、共

有したこと 

 
 
ワークシート２（集合研修⽤演習・事後学習）⾃職場での事例 
★個⼈ワーク 
集合研修での気づきや追加情報があれば記載 
 
★演習（グループワーク発表からの学び） 
他グループの発表から「多職種連携による⽣活⽀援」の気づき 
 
★演習（リフレクション） 

個⼈として 
①うまくできたこと、なぜうまくいったのか、その

時の感情も含めて振り返る 

個⼈として 
②うまくいかなかったこと、なぜうまくいかなか

ったのか、その時の感情 

チームとして 
①うまくできたこと、なぜうまくいったのか、その

時の感情も含めて振り返る 

チームとして 
②うまくいかなかったこと、なぜうまくいかなか

ったのか 
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★演習（アクションプラン） 
演習やリフレクションを経て、具体的な取り組みを計画する。 

１．実施計画 どのような場⾯でどのように⾏うか 

２．結果、モニタリング 実施できたこと、その背景 
実施できなかったこと、その背景 

３．今後に向けた改善点や継続的に取り組みたいこと  

 
 
ワークシート３（事後課題⽤） 
・本研修に参加した認定介護福祉⼠が何を学んでいるのか、職場の理解を得ることができ

る。 
・研修や、認定介護福祉⼠を⽬指すことの意義を周知する機会となる。 
 
１．研修で得られたことを⾃職場へフィードバック 
２．⾃職場で実践しようとしたときの課題、その背景 
 
 

 
 

 
 

 
 

疾
患

・
障

害
の

あ
る

⼈
へ

の
⽣

活
⽀

援
・

連
携

Ⅲ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

 
 所

属
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
⽒

名
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事
例

概
要

 
主

疾
患

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

障
害

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
要

介
護

状
態

：
要

介
護

 
 

 
 

 
 

 
 

 
年

齢
：

 
 

 
歳

代
 

 
 

性
別

：
男

性
・

⼥
性

 
内

服
薬

：
 

  
A．

利
⽤

者
の

状
態

・
症

状
 

気
が

か
り

な
変

化
（

場
⾯

や
状

況
を

具
体

的
に

記
載

）
 

B．
介

護
職

チ
ー

ム
か

ら
得

た
情

報
（

内
容

）
 

C．
他

職
種

か
ら

得
た

情
報

（
職

種
・

内
容

）
 

 
 

 

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

１
（

事
前

課
題

⽤
）

 

176



★演習（アクションプラン） 
演習やリフレクションを経て、具体的な取り組みを計画する。 

１．実施計画 どのような場⾯でどのように⾏うか 

２．結果、モニタリング 実施できたこと、その背景 
実施できなかったこと、その背景 

３．今後に向けた改善点や継続的に取り組みたいこと  

 
 
ワークシート３（事後課題⽤） 
・本研修に参加した認定介護福祉⼠が何を学んでいるのか、職場の理解を得ることができ

る。 
・研修や、認定介護福祉⼠を⽬指すことの意義を周知する機会となる。 
 
１．研修で得られたことを⾃職場へフィードバック 
２．⾃職場で実践しようとしたときの課題、その背景 
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   ★
個

⼈
ワ

ー
ク

 
集

合
研

修
で

の
気

づ
き

や
追

加
情

報
が
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   ★
個

⼈
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追
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⽣
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⽀
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★
演

習
（

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

）
 

演
習

や
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
経

て
、

具
体

的
な

取
り

組
み

を
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画
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．
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⾏
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．
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（８） 介護業務の標準化と質の管理 

 
科目名 

介護業務の標準化と質の管理 
 
科目のねらい 

「介護業務の標準化と質の管理」は、認定介護福祉⼠養成研修Ⅱ類の研修体系に属してい
る。Ⅱ類における科⽬は下記を学ぶ位置づけである。 
 

○Ⅰ類で学んだ知識をもって、根拠に基づく⾃⽴に向けた介護実践の指導をする⼒を獲
得する。  

○認定介護福祉⼠に必要な指導⼒や判断⼒、考える⼒、根拠を作り出す⼒、創意⼯夫す
る⼒等の基本的知識に基づいた応⽤⼒を養成する。  

○サービス管理に必要なツールを整理、改善し、それらから根拠を導きだし、その根拠
に基づいた指導する⼒を獲得する。  

○⽣活⽀援の視点から、地域の介護⼒を⾼める⼒を獲得する。 
○介護サービスという特性のもと、チーム運営、サービス管理、⼈材育成等について必

要な専⾨的な理論に基づき、チーム、サービス、⼈材マネジメントを実践し、利⽤者
を中⼼とした地域づくり（地域マネジメント）に展開できる⼒を獲得する。  

 
これを踏まえたうえでⅡ類には、医療に関する領域、⼼理・社会的⽀援の領域、マネジメ

ントに関する領域、⾃⽴に向けた介護実践の指導領域の４領域が設定されている。「介護業
務の標準化と質の管理」は、マネジメントに関する領域に位置づく科⽬である。 
 

認定介護福祉⼠には介護職チームの統括的なマネージャーとして、専⾨性と組織性を統
合したマネジメントを展開し、チームとして質の⾼いサービスを提供することが求められ
る。⽀援の質を⾼める⽅法には２つのアプローチがある。１つは、⾃職場における実践を介
護業務の視点から整理し、サービスの標準化、質の評価と改善に向けた検討を継続的に⾏う
ことである。いま１つは、⽬標に向かってリーダーシップとメンバーシップを発揮し、学び
続けるチームをつくることである。前者は規範としての質の管理であり、後者は実践として
の質の管理である。「介護業務の標準化と質の管理」は前者を扱う。 

したがって、この科⽬の学びには介護福祉⼠として積み重ねてきた知識と技術と態度が
きわめて重要である。しかしながら、それだけでは⼗分ではない。介護福祉⼠が⼤事にして
いる個別性、具体的には利⽤者の⾝特性や個性、それまで積み重ねてきた⽀援の過程や⽂脈
や状況、そういったものから⼀旦離れ、具体から抽象へと視点を⾼め、実践を業務としてと
らえ直すという観点変更が不可⽋である。そのうえで、実践の⾔語化と構造的整理の⽅法を



（８） 介護業務の標準化と質の管理 

 
科目名 

介護業務の標準化と質の管理 
 
科目のねらい 

「介護業務の標準化と質の管理」は、認定介護福祉⼠養成研修Ⅱ類の研修体系に属してい
る。Ⅱ類における科⽬は下記を学ぶ位置づけである。 
 

○Ⅰ類で学んだ知識をもって、根拠に基づく⾃⽴に向けた介護実践の指導をする⼒を獲
得する。  

○認定介護福祉⼠に必要な指導⼒や判断⼒、考える⼒、根拠を作り出す⼒、創意⼯夫す
る⼒等の基本的知識に基づいた応⽤⼒を養成する。  

○サービス管理に必要なツールを整理、改善し、それらから根拠を導きだし、その根拠
に基づいた指導する⼒を獲得する。  

○⽣活⽀援の視点から、地域の介護⼒を⾼める⼒を獲得する。 
○介護サービスという特性のもと、チーム運営、サービス管理、⼈材育成等について必

要な専⾨的な理論に基づき、チーム、サービス、⼈材マネジメントを実践し、利⽤者
を中⼼とした地域づくり（地域マネジメント）に展開できる⼒を獲得する。  

 
これを踏まえたうえでⅡ類には、医療に関する領域、⼼理・社会的⽀援の領域、マネジメ

ントに関する領域、⾃⽴に向けた介護実践の指導領域の４領域が設定されている。「介護業
務の標準化と質の管理」は、マネジメントに関する領域に位置づく科⽬である。 
 

認定介護福祉⼠には介護職チームの統括的なマネージャーとして、専⾨性と組織性を統
合したマネジメントを展開し、チームとして質の⾼いサービスを提供することが求められ
る。⽀援の質を⾼める⽅法には２つのアプローチがある。１つは、⾃職場における実践を介
護業務の視点から整理し、サービスの標準化、質の評価と改善に向けた検討を継続的に⾏う
ことである。いま１つは、⽬標に向かってリーダーシップとメンバーシップを発揮し、学び
続けるチームをつくることである。前者は規範としての質の管理であり、後者は実践として
の質の管理である。「介護業務の標準化と質の管理」は前者を扱う。 

したがって、この科⽬の学びには介護福祉⼠として積み重ねてきた知識と技術と態度が
きわめて重要である。しかしながら、それだけでは⼗分ではない。介護福祉⼠が⼤事にして
いる個別性、具体的には利⽤者の⾝特性や個性、それまで積み重ねてきた⽀援の過程や⽂脈
や状況、そういったものから⼀旦離れ、具体から抽象へと視点を⾼め、実践を業務としてと
らえ直すという観点変更が不可⽋である。そのうえで、実践の⾔語化と構造的整理の⽅法を
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獲得し、⾃職場の⽀援の質を客観的に評価し、そこから抽出された課題を、アセスメント項
⽬の⾒直し、⽀援過程の変更、マニュアルや⼿順書の作成と改善、記録様式の変更、会議や
ミーティングの運営⽅法の改善といった具体策に落とし込む⼒を養うことを重視する。 
 
科目の到達目標 

①サービスの質の評価の枠組みに関する基礎的な概念について説明できる。 
②プログラム評価の考え⽅について説明できる。 
③論理的思考に基づいて実践を業務の視点から整理し・記述することができる。 
④上記を踏まえたうえで、⾃職場の実践を科学的・客観的に記述、評価し、サービスの質

の改善に向けた検討、業務の標準化に向けた基準づくりや組織化計画を検討することが
できる。 

 
認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

〇介護福祉⼠養成課程では、介護過程について多くの時間を割いて学んでいる。介護過程に
関する科⽬では、個別の利⽤者⽀援を念頭に、利⽤者のアセスメント→課題の明確化→⽀
援⽬標の設定→介護内容の決定→実践→評価 という⼀連の流れを学んでいる。介護過
程は本科⽬「介護業務の標準化と質の管理」を学ぶ際の⼟台となる科⽬である。 

〇⼀⽅、介護職チームの統括的なマネージャーには、個々の介護職が展開している実践を、
事業所の介護職チームの業務として捉え直し、体系的かつ根拠を確認しながら業務全体
を整理することが必要であり、この内容は介護過程では学べない。 

〇本科⽬「介護業務の標準化と質の管理」では、介護実践を構成するさまざまな要素のなか
から特定の業務（排泄、⼊浴、移動移乗、看取り、認知症ケア）を抽出し、その業務の⾔
語化、構造的整理を通じて、「何を」「どのような考えのもと」「どのようにすべきか」を
明らかにし、管理的視点から業務の標準化を図り、質の評価と改善に取り組むためのプロ
グラム評価等の理論（＝メカニズムや理論に関する知識領域）と実践を形式知化し構造的
に整理する（＝臨床や実践に関する知識領域）を習得することを⽬標とする。 

 
研修展開の考え方 

〇保健医療福祉といったヒューマンサービスの財としての特性を理解したうえで、専⾨職
としての倫理に基づき、実践のプロセスを他者に分かりやすく記述することが、介護業務
の標準化と質の改善につながることへの理解を促す。 

〇そのうえで、グループワーク形式で、特定の介護業務について、プログラム評価を援⽤し
てインプット（アセスメント項⽬）とアクティビティ（⽀援内容）を中⼼にカテゴリー化
して整理する。これらの作業を通じて、プロセスの記述化が、①⽀援の全体像を理解する
のに有益であること、②思考できる介護職の育成に有益であること、への理解を促す。⼀
連のグループワークの先に、ケアマネジメント全体の PDCA サイクルや介護過程の展開

があることへの理解を促す。 
〇演習は⻑時間にわたって⾏われるため、⽬標を細かく設定し、タイミングをとらえて発表

とフロア全体での共有を図るとともに、研修講師が効果的にファシリテーションを⾏う。 
 
本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

〇「介護業務の標準化と質の管理」の研修展開は、事実に関する知識領域（６時間前後）→ 
臨床や実践に関する知識領域（13 時間前後）→事実に関する知識領域＋臨床や実践に関
する知識領域（６時間前後）という流れで組み⽴てることが望ましい。 

〇科⽬の前半で⾏う６時間前後の事実に関する知識領域では、サービスの財としての特性、
思考の標準化と⼿順の標準化、ドナベディアンモデル、ストラクチャー・プロセス・アウ
トカム、プログラム評価とドナベディアンモデル、プログラム評価、インパクト理論とプ
ロセス理論、ロジックモデル、介護業務の標準化と介護過程の展開、介護業務基準、科学
的介護情報システム（LIFE）など、受講者が意識してこなかった領域の知識を学ぶ必要
がある。このため、事前課題を⽤いて基本知識を修得するとともに、ポイントポイントで
受講者に⾃らの実践と紐づけて学習したことを振り返る時間を設け、理論を腹落ちさせ
ることが重要となる。 

〇科⽬の中間で⾏う 13 時間前後の臨床や実践に関する知識領域では、介護現場が共通して
⾏っている実践のうち科学的根拠の⽐重が⾼く、⽀援⽅針を決定するにあたって検討す
べき要素変数が多数あるものを選び、それについての記述と構造的整理を⾏うことが基
本となる。この部分はグループワークで進めることが望ましい。具体的なケースをもとに
検討を開始し、その後、ケースを離れて業務として記述する流れが有益である。複数の単
元に分け、各単元の⽬標を設定し、各グループの進捗状況を把握しながら、効果的なファ
シリテーションを⾏うことも⼤切である。 

〇科⽬の後半で⾏う６時間前後の事実に関する知識領域では、アウトカム評価とプロセス
評価、パフォーマンス測定、フィディリティ評価、指針・マニュアル・⼿順書、第三者評
価、⾃⼰評価、科学的介護情報システム（LIFE）などの知識を学ぶが、中間で⾏った演習
の成果を⽤いてこれらの知識の活⽤⽅法を検討することとなる。併せて、評価を踏まえた
改善策を検討することになり、アセスメント項⽬の⾒直し、⽀援過程の変更、マニュアル
や⼿順書の作成と改善、記録様式の変更、会議やミーティングの運営⽅法の改善といった
具体策に落とし込み、理論と実践を結びつける機会を意図的に設定することが望ましい。 

 
【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 

認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士である。

各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 

〇介護福祉士（受講者）が業務で実際に遭遇する場面と、知識・理論を結び付けるような学

習を行わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を用いて実務を分析
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獲得し、⾃職場の⽀援の質を客観的に評価し、そこから抽出された課題を、アセスメント項
⽬の⾒直し、⽀援過程の変更、マニュアルや⼿順書の作成と改善、記録様式の変更、会議や
ミーティングの運営⽅法の改善といった具体策に落とし込む⼒を養うことを重視する。 
 
科目の到達目標 

①サービスの質の評価の枠組みに関する基礎的な概念について説明できる。 
②プログラム評価の考え⽅について説明できる。 
③論理的思考に基づいて実践を業務の視点から整理し・記述することができる。 
④上記を踏まえたうえで、⾃職場の実践を科学的・客観的に記述、評価し、サービスの質

の改善に向けた検討、業務の標準化に向けた基準づくりや組織化計画を検討することが
できる。 

 
認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

〇介護福祉⼠養成課程では、介護過程について多くの時間を割いて学んでいる。介護過程に
関する科⽬では、個別の利⽤者⽀援を念頭に、利⽤者のアセスメント→課題の明確化→⽀
援⽬標の設定→介護内容の決定→実践→評価 という⼀連の流れを学んでいる。介護過
程は本科⽬「介護業務の標準化と質の管理」を学ぶ際の⼟台となる科⽬である。 

〇⼀⽅、介護職チームの統括的なマネージャーには、個々の介護職が展開している実践を、
事業所の介護職チームの業務として捉え直し、体系的かつ根拠を確認しながら業務全体
を整理することが必要であり、この内容は介護過程では学べない。 

〇本科⽬「介護業務の標準化と質の管理」では、介護実践を構成するさまざまな要素のなか
から特定の業務（排泄、⼊浴、移動移乗、看取り、認知症ケア）を抽出し、その業務の⾔
語化、構造的整理を通じて、「何を」「どのような考えのもと」「どのようにすべきか」を
明らかにし、管理的視点から業務の標準化を図り、質の評価と改善に取り組むためのプロ
グラム評価等の理論（＝メカニズムや理論に関する知識領域）と実践を形式知化し構造的
に整理する（＝臨床や実践に関する知識領域）を習得することを⽬標とする。 

 
研修展開の考え方 

〇保健医療福祉といったヒューマンサービスの財としての特性を理解したうえで、専⾨職
としての倫理に基づき、実践のプロセスを他者に分かりやすく記述することが、介護業務
の標準化と質の改善につながることへの理解を促す。 

〇そのうえで、グループワーク形式で、特定の介護業務について、プログラム評価を援⽤し
てインプット（アセスメント項⽬）とアクティビティ（⽀援内容）を中⼼にカテゴリー化
して整理する。これらの作業を通じて、プロセスの記述化が、①⽀援の全体像を理解する
のに有益であること、②思考できる介護職の育成に有益であること、への理解を促す。⼀
連のグループワークの先に、ケアマネジメント全体の PDCA サイクルや介護過程の展開

があることへの理解を促す。 
〇演習は⻑時間にわたって⾏われるため、⽬標を細かく設定し、タイミングをとらえて発表

とフロア全体での共有を図るとともに、研修講師が効果的にファシリテーションを⾏う。 
 
本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

〇「介護業務の標準化と質の管理」の研修展開は、事実に関する知識領域（６時間前後）→ 
臨床や実践に関する知識領域（13 時間前後）→事実に関する知識領域＋臨床や実践に関
する知識領域（６時間前後）という流れで組み⽴てることが望ましい。 

〇科⽬の前半で⾏う６時間前後の事実に関する知識領域では、サービスの財としての特性、
思考の標準化と⼿順の標準化、ドナベディアンモデル、ストラクチャー・プロセス・アウ
トカム、プログラム評価とドナベディアンモデル、プログラム評価、インパクト理論とプ
ロセス理論、ロジックモデル、介護業務の標準化と介護過程の展開、介護業務基準、科学
的介護情報システム（LIFE）など、受講者が意識してこなかった領域の知識を学ぶ必要
がある。このため、事前課題を⽤いて基本知識を修得するとともに、ポイントポイントで
受講者に⾃らの実践と紐づけて学習したことを振り返る時間を設け、理論を腹落ちさせ
ることが重要となる。 

〇科⽬の中間で⾏う 13 時間前後の臨床や実践に関する知識領域では、介護現場が共通して
⾏っている実践のうち科学的根拠の⽐重が⾼く、⽀援⽅針を決定するにあたって検討す
べき要素変数が多数あるものを選び、それについての記述と構造的整理を⾏うことが基
本となる。この部分はグループワークで進めることが望ましい。具体的なケースをもとに
検討を開始し、その後、ケースを離れて業務として記述する流れが有益である。複数の単
元に分け、各単元の⽬標を設定し、各グループの進捗状況を把握しながら、効果的なファ
シリテーションを⾏うことも⼤切である。 

〇科⽬の後半で⾏う６時間前後の事実に関する知識領域では、アウトカム評価とプロセス
評価、パフォーマンス測定、フィディリティ評価、指針・マニュアル・⼿順書、第三者評
価、⾃⼰評価、科学的介護情報システム（LIFE）などの知識を学ぶが、中間で⾏った演習
の成果を⽤いてこれらの知識の活⽤⽅法を検討することとなる。併せて、評価を踏まえた
改善策を検討することになり、アセスメント項⽬の⾒直し、⽀援過程の変更、マニュアル
や⼿順書の作成と改善、記録様式の変更、会議やミーティングの運営⽅法の改善といった
具体策に落とし込み、理論と実践を結びつける機会を意図的に設定することが望ましい。 

 
【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 

認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士である。

各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 

〇介護福祉士（受講者）が業務で実際に遭遇する場面と、知識・理論を結び付けるような学

習を行わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を用いて実務を分析
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できるような思考枠組みを獲得させる。 

〇そのために、①まず受講者に自身の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②集

合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を行う、③課題学

習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで用いることで知識・理論の応用力を身につ

けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 

 

＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点から振り返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 

〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 

〇実務経験があるがゆえに、専門職としての視点のみに立ち、利用者、家族、地域住民、他

の専門職や行政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ

る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの見方やニーズに気づかせることで、

これまで培われた自身の見方・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、自身の実務経験に基づいて習得した方法を絶対視し、知識・理

論に基づく思考枠組みの形成や、物の見方の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ

って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させ

ることが重要となる。 

〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影

響を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これ

まで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにか

かわらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者

が十分に省察できるよう支援することが重要となる。 

 
研修の展開例 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

１．ヒューマンサービ

スの特性 

２．サービスの質の

評価の枠組み 

（6 時間） 

〇（講義）形のある商品と比べた時にサービスには財としてどの

ような特性があるのか、そのなかでヒューマンサービスにはど

のような特性があるかを理解する。 

〇（講義）ドナベディアンモデルの説明、ストラクチャー・プロセ

ス・アウトカム評価、介護報酬の仕組み、評価の目的、実践

の改善に資する手法としてプロセス評価の有効性を理解す

る。 

〇（演習）講師が提示した事例（介護報酬の構造、例えば栄養

マネジメント、重度者対応、看取り）をもとに、報酬による評価

の構造を理解し、プロセス評価やアウトカム評価の重要性を

理解する。次いで、プロセス評価とアウトカム評価の利点や課

題を議論し整理する。 

〇事前課題（２時間） 

ストラクチャー、プロセス、アウ

トカムの枠組みを示したうえ

で、介護実践の質をどのように

評価できるかについてレポート

にまとめて提出する。 

３．介護業務の記述

と構造的整理 

（13 時間） 

〇（講義）実践の質の向上においてサービスの標準化が不可欠

であることを理解したうえで、実践と業務の違い、業務基準な

どを理解する。実践の構造的な記述（言語化、抽象的概念

化、構造化）なしに継続的な質の改善が図れないことを理解

し、記述に有益なプログラム評価の考え方を学ぶ。 

〇（演習）事前課題をもとに、インパクト理論を作成したうえで、

プロセス理論に基づいて実践の構造的な記述をグループ（４

～６人）で行う。アセスメント項目をインプットとして扱い、具体

的な支援内容をアクティビティとして記述して、とりまとめる。

事例を出発点としながら、個別具体的な事例から離れて実

践を管理的な視点で記載することが、サービスの標準化、業

務基準、ケアミニマム、ルール・ロール・ツールの考え方に通

ずることを理解する。 

〇事前課題（３時間） 

排泄ケア、食事ケア、看取り、

経口摂取など、介護業務とし

て取り扱えるものにフォーカス

して、取り組んだ実践の過程

と結果について記述する。 

 

〇事前課題（３時間） 

排泄ケア、食事ケア、看取り、

経口摂取など、介護業務とし

て取り扱えるものにフォーカス

して、具体的なケースについ

て以下の計画案をまとめる。

（まだ実践していないケースで

とりまとめる） 

 

・本人のプロフィール 

・フォーカスしたケアに関わる

アセスメント項目と結果 

・フォーカスしたケアの改善に

向けた具体的な支援計画 

４．介護業務の標準

化と質の管理 

 （6 時間） 

〇(講義)サービスの質の評価方法について解説する。フィディリ

ティ評価、パフォーマンス測定、自己評価と第三者評価の関

係性を理解する。 

〇（講義）提出された事前課題③を用いながら、指針・マニュア

ル・手順書の違いを理解し、思考と行動の双方の標準化を

促すような、これらツールが求められていることを理解する。 

〇事前課題（２時間） 

自職場における介護業務に関

する指針やマニュアルや手

順書を準備し、介護保険法

や障害者総合支援法の理
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できるような思考枠組みを獲得させる。 

〇そのために、①まず受講者に自身の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②集

合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を行う、③課題学

習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで用いることで知識・理論の応用力を身につ

けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 

 

＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点から振り返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 

〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 

〇実務経験があるがゆえに、専門職としての視点のみに立ち、利用者、家族、地域住民、他

の専門職や行政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ

る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの見方やニーズに気づかせることで、

これまで培われた自身の見方・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、自身の実務経験に基づいて習得した方法を絶対視し、知識・理

論に基づく思考枠組みの形成や、物の見方の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ

って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させ

ることが重要となる。 

〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影

響を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これ

まで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにか

かわらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者

が十分に省察できるよう支援することが重要となる。 

 
研修の展開例 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

１．ヒューマンサービ

スの特性 

２．サービスの質の

評価の枠組み 

（6 時間） 

〇（講義）形のある商品と比べた時にサービスには財としてどの

ような特性があるのか、そのなかでヒューマンサービスにはど

のような特性があるかを理解する。 

〇（講義）ドナベディアンモデルの説明、ストラクチャー・プロセ

ス・アウトカム評価、介護報酬の仕組み、評価の目的、実践

の改善に資する手法としてプロセス評価の有効性を理解す

る。 

〇（演習）講師が提示した事例（介護報酬の構造、例えば栄養

マネジメント、重度者対応、看取り）をもとに、報酬による評価

の構造を理解し、プロセス評価やアウトカム評価の重要性を

理解する。次いで、プロセス評価とアウトカム評価の利点や課

題を議論し整理する。 

〇事前課題（２時間） 

ストラクチャー、プロセス、アウ

トカムの枠組みを示したうえ

で、介護実践の質をどのように

評価できるかについてレポート

にまとめて提出する。 

３．介護業務の記述

と構造的整理 

（13 時間） 

〇（講義）実践の質の向上においてサービスの標準化が不可欠

であることを理解したうえで、実践と業務の違い、業務基準な

どを理解する。実践の構造的な記述（言語化、抽象的概念

化、構造化）なしに継続的な質の改善が図れないことを理解

し、記述に有益なプログラム評価の考え方を学ぶ。 

〇（演習）事前課題をもとに、インパクト理論を作成したうえで、

プロセス理論に基づいて実践の構造的な記述をグループ（４

～６人）で行う。アセスメント項目をインプットとして扱い、具体

的な支援内容をアクティビティとして記述して、とりまとめる。

事例を出発点としながら、個別具体的な事例から離れて実

践を管理的な視点で記載することが、サービスの標準化、業

務基準、ケアミニマム、ルール・ロール・ツールの考え方に通

ずることを理解する。 

〇事前課題（３時間） 

排泄ケア、食事ケア、看取り、

経口摂取など、介護業務とし

て取り扱えるものにフォーカス

して、取り組んだ実践の過程

と結果について記述する。 

 

〇事前課題（３時間） 

排泄ケア、食事ケア、看取り、

経口摂取など、介護業務とし

て取り扱えるものにフォーカス

して、具体的なケースについ

て以下の計画案をまとめる。

（まだ実践していないケースで

とりまとめる） 

 

・本人のプロフィール 

・フォーカスしたケアに関わる

アセスメント項目と結果 

・フォーカスしたケアの改善に

向けた具体的な支援計画 

４．介護業務の標準

化と質の管理 

 （6 時間） 

〇(講義)サービスの質の評価方法について解説する。フィディリ

ティ評価、パフォーマンス測定、自己評価と第三者評価の関

係性を理解する。 

〇（講義）提出された事前課題③を用いながら、指針・マニュア

ル・手順書の違いを理解し、思考と行動の双方の標準化を

促すような、これらツールが求められていることを理解する。 

〇事前課題（２時間） 

自職場における介護業務に関

する指針やマニュアルや手

順書を準備し、介護保険法

や障害者総合支援法の理
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〇（講義）質の管理の一連の流れが、ケアマネジメントのＰＤＣＡ

サイクルであることを理解する。 

〇（講義）規範として定義された実践のプロセスを組織化する方

法、部下の育成方法について学ぶ。経験学習理論が有益で

あることを理解する。 

〇（演習）、作成したプロセス理論をもとに、サービスの質に関す

る評価項目を具体的に検討する。 

念を念頭におきながら、講師

が記載した視点に基づいて、

マニュアルや手順書の評価

と課題をレポートとしてまとめ

る。 

 （5 時間） 〇（事後課題）研修で扱った介護業務についてのプロセス理論

を完成させる。次いで、研修で学んだことを自職場で共有し、

プロセス理論の活用について自職場で取り組めることをアクシ

ョンプランとして記述する。 

〇事後課題（５時間） 

研修で扱った介護業務につい

てのプロセス理論を完成させ

る。次いで、研修で学んだこと

を自職場で共有し、プロセス

理論の活用について自職場で

取り組めることをアクションプラ

ンとして記述する。 

※ 15 時間以内 

 

  

 

課題学習（事前学習）の例 

 

 

課題のねらい 

〇サービスの質の評価として広く知られているドナベディアンモデル（ストラクチャー・プ
ロセス・アウトカム）について参考⽂献を読み込み、理解する。 

〇⾃らの介護実践から、科学的根拠の⽐重が⾼く、⽀援⽅針を決定するにあたって検討すべ
き要素変数が多数ある介護実践を切り取り、具体的な利⽤者を⼀⼈あげて、その介護実践
に焦点化して⽀援の過程と結果をとりまとめ、実践の記述とは何かを体験する。 

〇⾃職場のマニュアル（含む⼿順書）について講師の提⽰した視点から振り返り、良い点と
課題点について考察する。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
課題の活用 

〇事前課題①〜④で作成したレポートは集合研修に持参させ、講義や演習で活⽤する。 
〇具体的には、事前課題①についてはグループでシェアする。そのうえで、プロセス評価と

アウトカム評価、それぞれのポイントを話し合う。 
〇具体的には、事前課題②と事前課題③については研修の中間で介護業務と記述と構造的

整理を⾏う際の⼿がかりとして、グループで共有して、演習に活⽤する。 
〇具体的には、事前課題④は優れたレポートについて受講者全員で共有し、どの点が優れて

いるのか、そのために事業所としてどのような取り組みをしてきたのかを⼝頭での説明
を求め、⾃分の実践への応⽤の参考とする。 

 
課題の内容 

事前課題①（２時間）：大項目１と大項目２に該当 

ストラクチャー、プロセス、アウトカムの枠組みを⽰したうえで、介護実践の質をどのよ
うに評価できるかについて、⾃⾝の考えを A4 ⽤紙１枚でレポートする。ストラクチャー、
プロセス、アウトカムの枠組みを理解するために、参考資料を提⽰する。 
 
事前課題②（３時間）：大項目３に該当 

⾃分の属する組織での実践の過程と結果をケースに沿って具体的に記述し、A4 ⽤紙１枚
にまとめる。具体的には、取り上げる実践に絞って、①本⼈のプロフィール、②アセスメン
ト項⽬、③アセスメント結果に基づく⽀援⽅針、④⽀援の具体的な内容、⑤⽀援に対する利
⽤者の変容、⑥変容についての評価、⑦⽀援⽅針の微調整（変更があれば）、⑧⽀援につい
て得られた教訓、以上の⼿順で記述する（実践内容は、コンチネンスケア、⾷事ケア、看取
りのいずれかとし、受講者の職位や分野を踏まえて、事前課題提⽰前に決定する）。 
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〇（講義）質の管理の一連の流れが、ケアマネジメントのＰＤＣＡ

サイクルであることを理解する。 

〇（講義）規範として定義された実践のプロセスを組織化する方

法、部下の育成方法について学ぶ。経験学習理論が有益で

あることを理解する。 

〇（演習）、作成したプロセス理論をもとに、サービスの質に関す

る評価項目を具体的に検討する。 

念を念頭におきながら、講師

が記載した視点に基づいて、

マニュアルや手順書の評価

と課題をレポートとしてまとめ

る。 

 （5 時間） 〇（事後課題）研修で扱った介護業務についてのプロセス理論

を完成させる。次いで、研修で学んだことを自職場で共有し、

プロセス理論の活用について自職場で取り組めることをアクシ

ョンプランとして記述する。 

〇事後課題（５時間） 

研修で扱った介護業務につい

てのプロセス理論を完成させ

る。次いで、研修で学んだこと

を自職場で共有し、プロセス

理論の活用について自職場で

取り組めることをアクションプラ

ンとして記述する。 

※ 15 時間以内 

 

  

 

課題学習（事前学習）の例 

 

 

課題のねらい 

〇サービスの質の評価として広く知られているドナベディアンモデル（ストラクチャー・プ
ロセス・アウトカム）について参考⽂献を読み込み、理解する。 

〇⾃らの介護実践から、科学的根拠の⽐重が⾼く、⽀援⽅針を決定するにあたって検討すべ
き要素変数が多数ある介護実践を切り取り、具体的な利⽤者を⼀⼈あげて、その介護実践
に焦点化して⽀援の過程と結果をとりまとめ、実践の記述とは何かを体験する。 

〇⾃職場のマニュアル（含む⼿順書）について講師の提⽰した視点から振り返り、良い点と
課題点について考察する。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
課題の活用 

〇事前課題①〜④で作成したレポートは集合研修に持参させ、講義や演習で活⽤する。 
〇具体的には、事前課題①についてはグループでシェアする。そのうえで、プロセス評価と

アウトカム評価、それぞれのポイントを話し合う。 
〇具体的には、事前課題②と事前課題③については研修の中間で介護業務と記述と構造的

整理を⾏う際の⼿がかりとして、グループで共有して、演習に活⽤する。 
〇具体的には、事前課題④は優れたレポートについて受講者全員で共有し、どの点が優れて

いるのか、そのために事業所としてどのような取り組みをしてきたのかを⼝頭での説明
を求め、⾃分の実践への応⽤の参考とする。 

 
課題の内容 

事前課題①（２時間）：大項目１と大項目２に該当 

ストラクチャー、プロセス、アウトカムの枠組みを⽰したうえで、介護実践の質をどのよ
うに評価できるかについて、⾃⾝の考えを A4 ⽤紙１枚でレポートする。ストラクチャー、
プロセス、アウトカムの枠組みを理解するために、参考資料を提⽰する。 
 
事前課題②（３時間）：大項目３に該当 

⾃分の属する組織での実践の過程と結果をケースに沿って具体的に記述し、A4 ⽤紙１枚
にまとめる。具体的には、取り上げる実践に絞って、①本⼈のプロフィール、②アセスメン
ト項⽬、③アセスメント結果に基づく⽀援⽅針、④⽀援の具体的な内容、⑤⽀援に対する利
⽤者の変容、⑥変容についての評価、⑦⽀援⽅針の微調整（変更があれば）、⑧⽀援につい
て得られた教訓、以上の⼿順で記述する（実践内容は、コンチネンスケア、⾷事ケア、看取
りのいずれかとし、受講者の職位や分野を踏まえて、事前課題提⽰前に決定する）。 
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事前課題③（３時間）：大項目３に該当 

事前課題②を⾔語化し、構造的に整理するなかで得られた教訓、知識、概念を踏まえて、
⾃職場の利⽤者を⼀⼈選定し、⽀援⽅針案をまとめる。具体的には、取り上げる実践に絞っ
て、①本⼈のプロフィール、②アセスメント項⽬（②をまとめるなかで得られた新たな項⽬
を含む）、③⽀援⽅針、④⽀援を展開するにあたって留意すべき事項（②をまとめるなかで
得られた教訓を踏まえて）を A4 ⽤紙１枚に記述する。 
 
事前課題④（2 時間）：大項目４に該当 

⾃職場におけるコンチネンスケア、⾷事ケア、看取りのいずれかにかかわるマニュアルや
⼿順書を準備し、①⽀援の全体像がわかるか、②思考が促せる内容になっているか、③具体
的な⼿順が記載されているか、④法⼈理念・⾏動指針・介護保険法もしくは障害者総合⽀援
法など介護福祉⼠としての倫理を基盤としているか、の４点に基づいて、マニュアルや⼿順
書の評価と課題を A4 ⽤紙１枚に記述する。 
 
※事前課題①については、ストラクチャー、プロセス、アウトカムの枠組みを理解するため

に、参考図書および参考資料として以下の３つを提⽰する。 
・太⽥貞司監修／諏訪徹・坂本洋⼀編著『介護福祉の組織・制度論』＜「地域ケアを拓く介

護福祉学」シリーズ＞光⽣館、2000 年（第１章４節参照） 
・Avedis Donabedian 著／東尚弘訳『医療の質の定義と評価⽅法』健康医療評価研究機構、

2007 年（第３章参照） 
・厚⽣労働省第 123 回社会保障審議会介護給付費分科会資料「資料 6 介護報酬でのサービ

スの質の評価の導⼊に関する取り組みについて」 
 
  

 

集合研修の展開例 

 

 

●１日目：第一セッション（180 分） 

＜講義：ヒューマンサービスの特性＞ 

形のある商品と⽐べた時にサービスには財としてどのような特性があるのか、そのなか
でヒューマンサービスにはどのような特性があるかを理解する。 

＜講義：サービスの質の評価の枠組み＞ 

質の評価の意義、ドナベディアンモデルの説明、ストラクチャー・プロセス・アウトカム
評価、介護報酬の仕組み、評価の⽬的、実践の改善に資する⼿法としてプロセス評価の有効
性を理解する。 

＜演習：サービスの質の評価の枠組み＞ 

講師が提⽰した事例（介護報酬の構造、栄養マネジメント加算、排泄⽀援加算、褥瘡マネ
ジメント加算、看取り介護加算など）をもとに、報酬による評価の構造を理解し、プロセス
評価やアウトカム評価の重要性を理解する。次いで、事前課題①を⽤いて、受講者でディス
カッションを⾏い、プロセス評価とアウトカム評価の利点や課題を議論し整理する。2021
年度から始まる科学的介護情報システム（LIFE）の解説と得られたデータの活⽤⽅法につ
いて説明する。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
●１日目：第２セッション（180 分） 

●２日目：第１セッション（135 分） 

＜講義：介護業務基準の考え⽅＞ 

実践の質の向上においてサービスの標準化が不可⽋であることを理解したうえで、実践
と業務の違い、業務基準などを理解する。実践の構造的な記述（⾔語化、抽象的概念化、構
造化）なしに継続的な質の改善が図れないことを理解し、記述に有益なプログラム評価の考
え⽅を学ぶ。 

＜講義：インパクト理論の作成、プロセス理論の作成＞ 

事前課題②③を⽤いて、インパクト理論を作成したうえで、プロセス理論に基づいて実践
の構造的な記述（ロジックモデル）をグループ（４〜６⼈）で⾏う。アセスメント項⽬をイ
ンプットとして扱い、具体的な⽀援内容をアクティビティとして記述して、とりまとめる。
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事前課題③（３時間）：大項目３に該当 

事前課題②を⾔語化し、構造的に整理するなかで得られた教訓、知識、概念を踏まえて、
⾃職場の利⽤者を⼀⼈選定し、⽀援⽅針案をまとめる。具体的には、取り上げる実践に絞っ
て、①本⼈のプロフィール、②アセスメント項⽬（②をまとめるなかで得られた新たな項⽬
を含む）、③⽀援⽅針、④⽀援を展開するにあたって留意すべき事項（②をまとめるなかで
得られた教訓を踏まえて）を A4 ⽤紙１枚に記述する。 
 
事前課題④（2 時間）：大項目４に該当 

⾃職場におけるコンチネンスケア、⾷事ケア、看取りのいずれかにかかわるマニュアルや
⼿順書を準備し、①⽀援の全体像がわかるか、②思考が促せる内容になっているか、③具体
的な⼿順が記載されているか、④法⼈理念・⾏動指針・介護保険法もしくは障害者総合⽀援
法など介護福祉⼠としての倫理を基盤としているか、の４点に基づいて、マニュアルや⼿順
書の評価と課題を A4 ⽤紙１枚に記述する。 
 
※事前課題①については、ストラクチャー、プロセス、アウトカムの枠組みを理解するため

に、参考図書および参考資料として以下の３つを提⽰する。 
・太⽥貞司監修／諏訪徹・坂本洋⼀編著『介護福祉の組織・制度論』＜「地域ケアを拓く介

護福祉学」シリーズ＞光⽣館、2000 年（第１章４節参照） 
・Avedis Donabedian 著／東尚弘訳『医療の質の定義と評価⽅法』健康医療評価研究機構、

2007 年（第３章参照） 
・厚⽣労働省第 123 回社会保障審議会介護給付費分科会資料「資料 6 介護報酬でのサービ

スの質の評価の導⼊に関する取り組みについて」 
 
  

 

集合研修の展開例 

 

 

●１日目：第一セッション（180 分） 

＜講義：ヒューマンサービスの特性＞ 

形のある商品と⽐べた時にサービスには財としてどのような特性があるのか、そのなか
でヒューマンサービスにはどのような特性があるかを理解する。 

＜講義：サービスの質の評価の枠組み＞ 

質の評価の意義、ドナベディアンモデルの説明、ストラクチャー・プロセス・アウトカム
評価、介護報酬の仕組み、評価の⽬的、実践の改善に資する⼿法としてプロセス評価の有効
性を理解する。 

＜演習：サービスの質の評価の枠組み＞ 

講師が提⽰した事例（介護報酬の構造、栄養マネジメント加算、排泄⽀援加算、褥瘡マネ
ジメント加算、看取り介護加算など）をもとに、報酬による評価の構造を理解し、プロセス
評価やアウトカム評価の重要性を理解する。次いで、事前課題①を⽤いて、受講者でディス
カッションを⾏い、プロセス評価とアウトカム評価の利点や課題を議論し整理する。2021
年度から始まる科学的介護情報システム（LIFE）の解説と得られたデータの活⽤⽅法につ
いて説明する。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
●１日目：第２セッション（180 分） 

●２日目：第１セッション（135 分） 

＜講義：介護業務基準の考え⽅＞ 

実践の質の向上においてサービスの標準化が不可⽋であることを理解したうえで、実践
と業務の違い、業務基準などを理解する。実践の構造的な記述（⾔語化、抽象的概念化、構
造化）なしに継続的な質の改善が図れないことを理解し、記述に有益なプログラム評価の考
え⽅を学ぶ。 

＜講義：インパクト理論の作成、プロセス理論の作成＞ 

事前課題②③を⽤いて、インパクト理論を作成したうえで、プロセス理論に基づいて実践
の構造的な記述（ロジックモデル）をグループ（４〜６⼈）で⾏う。アセスメント項⽬をイ
ンプットとして扱い、具体的な⽀援内容をアクティビティとして記述して、とりまとめる。
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事例を出発点としながら、個別具体的な事例から離れて実践を管理的な視点で記載するこ
とが、サービスの標準化、業務基準の考え⽅に通ずることを理解する。講師がファシリテー
ションを⾏いながら、具体と抽象を⾏き来しながらワークを進め、グループの記述内容を全
グループが発表し、フロア全体で共有しつつ、⽅向付けを⾏うことを⼼がける。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 

●２日目：第２セッション（180 分） 

＜講義：さまざまな評価⼿法と評価指標＞ 

サービスの質の評価⽅法について解説する。フィディリティ評価、パフォーマンス測定、
⾃⼰評価と第三者評価の関係性を理解する。 

＜演習：評価項⽬の具体的な検討＞ 

作成したプロセス理論をもとに、サービスの質に関する評価項⽬を具体的に検討する。 

＜講義：指針・マニュアル・⼿順書倫理綱領・法⼈理念の意味＞ 

＜演習：⾃職場のマニュアル等の評価と課題の抽出＞ 

提出された事前課題④を⽤いながら、指針・マニュアル・⼿順書の違いを理解し、思考
と⾏動の双⽅の標準化を促すような、これらが可能となるロール・ツール・ツールが求め
られていることを理解する。 

＜講義：介護業務の標準化と介護過程の展開＞ 

質の管理の⼀連の流れが、ケアマネジメントの PDCA サイクルであることを理解する。
介護業務の標準化と介護過程の展開の関係を理解する。 

＜講義：記録、ミーティング、部下育成＞ 

規範として定義されたロジックモデルを実践として効果的に⾏うための記録やミーティ
ングの⽅法、部下の育成⽅法について学ぶ。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
 
 
 
 

●２日目：第３セッション（45分） 

以下の⼆つを実施する。 

＜基礎知識の定着＞ 

10〜20 問程度の⽳埋め問題（選択式）を実施。（認定介護福祉⼠養成研修、「研修の企画・
展開の⼿引き（講師⽤ガイドライン）」をもとに作成する。 

＜⼩⽂レポート＞ 

「介護実践において標準化を追求することの限界と課題についてあなたの考えを述べな
さい」といったテーマが考えられる。これにより、介護業務として取り扱うことの限界への
気づきを与えるとともに、本科⽬で学んだことを踏まえて、より質の⾼い介護過程の展開が
可能となることを理解する。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
 
※講義の終了時に参考⽂献として以下を提⽰する。 
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2007 年 
・安⽥節之『プログラム評価−対⼈・コミュニティ援助の質を⾼めるために−』新曜社、2011

年 
・島津望『医療の質と患者満⾜−サービス・マーケティング・アプローチ−』千倉書房、2005

年 
・中原淳『経営学習論−⼈材育成を科学する−』東京⼤学出版会、2012 年 
・中村雄⼆郎『臨床の知とは何か』岩波新書、1992 年 
・井上由起⼦ほか『現場で役⽴つ介護・福祉リーダーのためのチーム・マネジメント』中央

法規出版、2019 年 
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課題学習（事後課題）の例 

 

 

課題のねらい 

〇演習で実施したプロセス理論をとりまとめたうえで、⾃職場の管理職に報告し、実践の改
善のためのアクションプランをまとめ、理論を実践に活かす道筋を理解する。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
課題の活用 

〇集合研修で学んだことを組織内で共有し、実践に活かす。 
 
課題の内容 

事後課題（５時間） 

演習をふり返りながら、プロセス理論をまとめる。研修で学んだことを⾃職場で共有し、
作成したプロセス理論の活⽤について具体的に検討し、実践の改善のために必要な組織化
計画とアクションプランをまとめる。提出した課題については、研修講師が評価とコメント
を記述してフィードバックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

執筆担当者 
 
井上 由起⼦（⽇本社会事業⼤学専⾨職⼤学院 教授） 
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執筆担当者 
 
井上 由起⼦（⽇本社会事業⼤学専⾨職⼤学院 教授） 



（９） 法令理解と組織運営 

 
科目名 

法令理解と組織運営 
 
科目のねらい 

 認定介護福祉士は下記の役割を果たすものであるが、この科目は、特に「①介護職チーム

の統括的なマネジメント」にかかわる科目である。  

 ①介護職チームの統括的なマネジメント  

 ②多職種間・機関間連携のキーパーソン  

 ③地域における介護力の向上  

  

この科目は、認定介護福祉士養成研修Ⅱ類の研修体系に属している。Ⅱ類における科目は

下記を学ぶ位置づけである。なかでもこの科目は、下線部に関係している。 

 

○Ⅰ類で学んだ知識をもって、根拠に基づく自立に向けた介護実践の指導をする力を獲

得する。  

○認定介護福祉士に必要な指導力や判断力、考える力、根拠を作り出す力、創意工夫す

る力等の基本的知識に基づいた応用力を養成する。  

○サービス管理に必要なツールを整理、改善し、それらから根拠を導きだし、その根拠

に基づいた指導する力を獲得する。  

○生活支援の視点から、地域の介護力を高める力を獲得する。  

○介護サービスという特性のもと、チーム運営、サービス管理、人材育成等について必

要な専門的な理論に基づき、チーム、サービス、人材マネジメントを実践し、利用者

を中心とした地域づくり（地域マネジメント）に展開できる力を獲得する。  

 

介護サービスは公的・社会的な制度であり、サービス提供、運営にあたって種々の法令を

遵守することが強く要請される。認定介護福祉士は介護チームの統括的なマネジャーとし

て、介護福祉の専門性だけでなく、法令を根拠にした指導力、判断力をもつことが求められ

る。 

また、リスクマネジメントにおいては、社会福祉法第 1 条の「社会福祉を目的とする事業

は利用者の利益の保護を目的とする」という規定に焦点を当て、介護サービス提供に伴い生

じる可能性がある事故や苦情の適切な対応に主眼を置きつつ、利用者の生活の質・サービス

の質、利用者・家族とのコミュニケーションの質を高めることを常にめざしながら、絶えず

業務改善、チーム運営の見直しを行なう総合的な力量が求められる。 

したがってこの科目は、「介護サービス提供の根拠となる法令について理解やリスクマネ
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ジメントの概念や対応について理解させるとともに、それらを他の介護職に指導できる力

を育成する」ことを目的としている。 

 
科目の到達目標 

①利用者に適切なサービスを提供するための根拠となる、福祉・保健・医療の法令と組織運

営のルールのポイントについて概説できる。 

②法規の構造と調べ方を理解し、必要な時に法令の根拠を確認することができる。  

③法令と組織運営のルールを踏まえて行動し、他の介護職に指導できる。  

④リスクマネジメントの概念や手法について説明できる。  

⑤事例に基づいて、事故の要因分析、家族や関係機関への説明や対応策、再発防止策につい

て検討できる。  

⑥日常的に発生しやすいリスクを認識し、未然防止策を講ずるとともに、事故発生時の初期

対応の重要性を認識し、当事者意識をもって早期に解決する姿勢を確立する。  

 
認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

○介護福祉士養成課程では、介護保険制度や関連諸制度の基本的な考え方やしくみを学ぶ

が、業務・運営を強く規定する人員・設備・運営基準（以下運営基準）、介護報酬その他

関連法規、政省令・通知について、その構造を含めて体系的、かつ根拠を確認しながら学

ぶことができない。本科目は、法令の構造を理解して読み解き（＝事実に関する知識領域）、

根拠条文等を検索・理解できる力を身に着けて(＝臨床や実践に関する知識領域)、日常の

業務においても法令を遵守する重要性を意識させる働きかけをする知識・実践力、サービ

ス及び組織運営上の実際的な場面に遭遇した場合に、法令の規定を踏まえて対応を判断

し、介護職チームを指導する力、利用者や行政等に説明できる知識・実践力(＝臨床や実

践に関する知識領域)を育成する。  

○また、介護福祉士養成課程では、リスクマネジメントの必要性、安全確保のため基礎的な

知識や事故・苦情への対応の基本的な考え方を学ぶ。本科目は、それらに基づいて、さら

に実践的なリスク分析等の技法(＝臨床や実践に関する知識)を習得させ、現場で遭遇す

るさまざまな事態に対して、リスクの予測と回避、現場のサービスの仕組み等を改善する

知識・実践力（＝臨床や実践に関する知識領域）を習得させる。  

 
研修展開の考え方 

○法令理解については、この科目を受講しただけで、必要な法令の知識のすべてを理解する

ことは困難であるが、受講者が法令の構造を理解し、何かあった時には、法令上の根拠を

確認するくせ（行動）を身につけさせることが必要である。このため、受講者に法令の根

拠を意識させるように展開すること。  

 

○コンプライアンスの演習では、特に日々のサービスの運営を枠づけている人員設備運営

基準、報酬算定構造準を中心にとりあげて、介護現場で実際に起こりがちな事例と基準等

とを結び付けながら、どのような運営が求められているかを理解させる。  

○法令を理解する講義・演習を受けて、自分の職場のコンプライアンス上の課題をグループ

ディスカッションで考察させ、その後レポートとしてまとめさせる。  

○リスクマネジメントについては、その目的とするところや基本となる視点について講義

で全体像を学ぶ。次に、リスクマネジメントを行ううえで必要なツールや介護事故の要因

分析・再発防止策の検討についての演習を行う。これらを踏まえ、自職場における事故予

防策等の問題を点検し改善策についてレポートとしてまとめさせる。 

〇リスクマネジメントの演習では、講義で学んだことをもとに、事故報告書や業務手順書な

どのツールの適切な作成と管理手法、それらに対して行う記録について具体的に学ぶ。 

 
本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

〇「関連法規の全体像とコンプラインス」では、社会福祉法や介護保険法の理念規定など、

専門職としてまた社会的なサービスに従事する者として、法令を遵守するうえでの根拠

となる条文について、十分意識化させる必要がある。 

受講者は、法令をあまり意識したことがない者が多いことが想定される。このため、実務

の場面で法令を意識しなければならない場面を学習させるとともに、法令を意識化し確

認する癖、法例を検索するスキルを習得させることが重要となる。たとえば、スマートフ

ォンでその場で受講者に法令の検索させること、課題学習で事業所・施設にある法令資料

を確認させることなどが考えられる。 

〇最終的には、法令の根拠に基づいて、利用者・家族、チーム員・多職種等に説明し、実務

を運営できるようになる必要があることを受講者に十分理解させ、研修ではこのための

基本的な思考プロセス・スキルを獲得させることが重要となる。 

〇リスクマネジメントでは、その対象範囲（事故・苦情対応）について法令をもとに明らか

にする必要がある。次に事故・苦情発生はともすれば当事者となった職員の責任として矮

小化する傾向がみられるので、事故・苦情の発生を組織の問題としてとらえ、個人の責任

から組織の責任として一丸となって対応策を講じる必要性を明確に伝える必要がある。

そのためにリスクマネジメントの取組みを進め、事故・苦情対応やよりよいサービスを継

続的に提供するためには、必要となる普遍的なツールや手法があることも伝える必要が

ある。 

 

【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 

認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士である。

各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 

〇介護福祉士（受講者）が業務で実際に遭遇する場面と、知識・理論を結び付けるような学
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ジメントの概念や対応について理解させるとともに、それらを他の介護職に指導できる力

を育成する」ことを目的としている。 

 
科目の到達目標 

①利用者に適切なサービスを提供するための根拠となる、福祉・保健・医療の法令と組織運

営のルールのポイントについて概説できる。 

②法規の構造と調べ方を理解し、必要な時に法令の根拠を確認することができる。  

③法令と組織運営のルールを踏まえて行動し、他の介護職に指導できる。  

④リスクマネジメントの概念や手法について説明できる。  

⑤事例に基づいて、事故の要因分析、家族や関係機関への説明や対応策、再発防止策につい

て検討できる。  

⑥日常的に発生しやすいリスクを認識し、未然防止策を講ずるとともに、事故発生時の初期

対応の重要性を認識し、当事者意識をもって早期に解決する姿勢を確立する。  

 
認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

○介護福祉士養成課程では、介護保険制度や関連諸制度の基本的な考え方やしくみを学ぶ

が、業務・運営を強く規定する人員・設備・運営基準（以下運営基準）、介護報酬その他

関連法規、政省令・通知について、その構造を含めて体系的、かつ根拠を確認しながら学

ぶことができない。本科目は、法令の構造を理解して読み解き（＝事実に関する知識領域）、

根拠条文等を検索・理解できる力を身に着けて(＝臨床や実践に関する知識領域)、日常の

業務においても法令を遵守する重要性を意識させる働きかけをする知識・実践力、サービ

ス及び組織運営上の実際的な場面に遭遇した場合に、法令の規定を踏まえて対応を判断

し、介護職チームを指導する力、利用者や行政等に説明できる知識・実践力(＝臨床や実

践に関する知識領域)を育成する。  

○また、介護福祉士養成課程では、リスクマネジメントの必要性、安全確保のため基礎的な

知識や事故・苦情への対応の基本的な考え方を学ぶ。本科目は、それらに基づいて、さら

に実践的なリスク分析等の技法(＝臨床や実践に関する知識)を習得させ、現場で遭遇す

るさまざまな事態に対して、リスクの予測と回避、現場のサービスの仕組み等を改善する

知識・実践力（＝臨床や実践に関する知識領域）を習得させる。  

 
研修展開の考え方 

○法令理解については、この科目を受講しただけで、必要な法令の知識のすべてを理解する

ことは困難であるが、受講者が法令の構造を理解し、何かあった時には、法令上の根拠を

確認するくせ（行動）を身につけさせることが必要である。このため、受講者に法令の根

拠を意識させるように展開すること。  

 

○コンプライアンスの演習では、特に日々のサービスの運営を枠づけている人員設備運営

基準、報酬算定構造準を中心にとりあげて、介護現場で実際に起こりがちな事例と基準等

とを結び付けながら、どのような運営が求められているかを理解させる。  

○法令を理解する講義・演習を受けて、自分の職場のコンプライアンス上の課題をグループ

ディスカッションで考察させ、その後レポートとしてまとめさせる。  

○リスクマネジメントについては、その目的とするところや基本となる視点について講義

で全体像を学ぶ。次に、リスクマネジメントを行ううえで必要なツールや介護事故の要因

分析・再発防止策の検討についての演習を行う。これらを踏まえ、自職場における事故予

防策等の問題を点検し改善策についてレポートとしてまとめさせる。 

〇リスクマネジメントの演習では、講義で学んだことをもとに、事故報告書や業務手順書な

どのツールの適切な作成と管理手法、それらに対して行う記録について具体的に学ぶ。 

 
本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

〇「関連法規の全体像とコンプラインス」では、社会福祉法や介護保険法の理念規定など、

専門職としてまた社会的なサービスに従事する者として、法令を遵守するうえでの根拠

となる条文について、十分意識化させる必要がある。 

受講者は、法令をあまり意識したことがない者が多いことが想定される。このため、実務

の場面で法令を意識しなければならない場面を学習させるとともに、法令を意識化し確

認する癖、法例を検索するスキルを習得させることが重要となる。たとえば、スマートフ

ォンでその場で受講者に法令の検索させること、課題学習で事業所・施設にある法令資料

を確認させることなどが考えられる。 

〇最終的には、法令の根拠に基づいて、利用者・家族、チーム員・多職種等に説明し、実務

を運営できるようになる必要があることを受講者に十分理解させ、研修ではこのための

基本的な思考プロセス・スキルを獲得させることが重要となる。 

〇リスクマネジメントでは、その対象範囲（事故・苦情対応）について法令をもとに明らか

にする必要がある。次に事故・苦情発生はともすれば当事者となった職員の責任として矮

小化する傾向がみられるので、事故・苦情の発生を組織の問題としてとらえ、個人の責任

から組織の責任として一丸となって対応策を講じる必要性を明確に伝える必要がある。

そのためにリスクマネジメントの取組みを進め、事故・苦情対応やよりよいサービスを継

続的に提供するためには、必要となる普遍的なツールや手法があることも伝える必要が

ある。 

 

【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 

認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士である。

各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 

〇介護福祉士（受講者）が業務で実際に遭遇する場面と、知識・理論を結び付けるような学

203



習を行わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を用いて実務を分析

できるような思考枠組みを獲得させる。 

〇そのために、①まず受講者に自身の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②集

合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を行う、③課題学

習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで用いることで知識・理論の応用力を身につ

けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 

 

＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点から振り返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 

〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 

〇実務経験があるがゆえに、専門職としての視点のみに立ち、利用者、家族、地域住民、他

の専門職や行政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ

る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの見方やニーズに気づかせることで、

これまで培われた自身の見方・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、自身の実務経験に基づいて習得した方法を絶対視し、知識・理

論に基づく思考枠組みの形成や、物の見方の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ

って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させ

ることが重要となる。 

〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影

響を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これ

まで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにか

かわらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者

が十分に省察できるよう支援することが重要となる。 
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習を行わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を用いて実務を分析

できるような思考枠組みを獲得させる。 

〇そのために、①まず受講者に自身の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②集

合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を行う、③課題学

習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで用いることで知識・理論の応用力を身につ

けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 

 

＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点から振り返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 

〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 

〇実務経験があるがゆえに、専門職としての視点のみに立ち、利用者、家族、地域住民、他

の専門職や行政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ

る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの見方やニーズに気づかせることで、

これまで培われた自身の見方・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、自身の実務経験に基づいて習得した方法を絶対視し、知識・理

論に基づく思考枠組みの形成や、物の見方の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ

って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させ

ることが重要となる。 

〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影

響を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これ

まで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにか

かわらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者

が十分に省察できるよう支援することが重要となる。 
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研修の展開例 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

１．介護サービス

にかかる関連法

規の全体像とコ

ンプライアンス 

（7 時間） 

・講義（4 時間）…コンプライアンスの考え方（単なる法

令遵守ではなく社会的要請に応えること）、法令遵守の

必要性（社会福祉法等の理念規定、社会福祉士・介護福

祉士法の義務規定、介護福祉士の倫理綱領等、運営基準

等に基づく報告、情報公表、監査等）、関連法規の全体

像（法規の構造、介護保険法、障害者総合支援法、運営

基準、労働基準法等）、日常業務におけるコンプライア

ンスの遵守と取組みを評価する仕組み（定量的・定性的

な目標や指標等の運用） 

・人員設備運営基準、報酬算定構造（演習と講義）…基準

を実際に読ませながらその構造、ポイントを解説する。

（２時間） 

・自組織・チームのコンプライアンスの現状をめぐる課題

のディスカッション（演習）１時間 

・事前課題として自施設の

運営基準、介護報酬の基

準を読み、構造を把握す

る。 

・事前課題として関連法規

の理念規定をインターネ

ットで検索させる。 

・自組織・チームのコンプラ

イアンスの課題について

事後課題としてまとめ

る。 

２．リスクマネジ

メント 

（8 時間） 

・講義（４時間）…〇福祉サービスにおけるリスクマネジ

メントの目的と基本的視点、 

目的：利用者の利益の保護（自己決定権の尊重、権利擁

護、虐待防止） 基本的視点：リスクマネジメント体制

の構築、サービスの可視化、職員教育（業務手順書の遵

守、危険予知トレーニングなど）事故発生時及び事故発

生後の適切な対応 

・リスクマネジメントシステムの定期的な見直し 

〇リスクマネジメントを行う上で必要なツールと手法 

・ツール 事故報告書・業務手順書・記録方法 

・手法 再発防止に向けた事故の要因分析（なぜなぜ分

析） 

・演習（４時間）…事故報告書・業務手順書の作成、事故

要因分析、危険予知トレーニング、適切な記録方法、自

施設における取組課題の分析 

・事前課題として、自職場に

おけるリスクマネジメン

トの基本的視点やリスク

マネジメント体制をまと

める。 

取り組み、典型的な事故

の事例と要因分析・対策

検討の事例をまとめる。 

・事後課題では講義・演習で

分析した自施設における

リスクマネジメントに関

する改善課題にどのよう

に取り組むかを明らかに

する。 

※ １５ 時間以内 

 

  

 

課題学習（事前学習）の例 

 

 

１．介護サービスにかかる関連法規の全体像とコンプライアンス 

 

課題のねらい 

・関連法規の理念規定をインターネットで検索することを経験させ、法例検索のスキルを身

につけさせる。 

・法令を調べたうえで自職場・チームのコンプライアンス上の課題を考えさせる。 

事実に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
課題の内容 

事前課題１ 

インターネットで次の法律の該当条文を調べ、関連条文をノートに整理しなさい。 

※ワード等で該当条文を貼り付けるまとめること 

※サイト情報は e-Gov 法令検索／elaws.e-gov.go.jp から引用すること（常に最新の法令を掲載し

ているため）。 

・社会福祉法……第 1条、第 3 条、第 5条、第 24 条、第 75 条、第 76 条、第 77 条、第 78 条、

第 82 条。 

・介護保険法（介護保険事業に従事する場合）……第 1 条、第 2 条、基準の根拠条文（第 73

条・第 78 条の３、第 87 条、第 96 条等）。 

・障害者総合支援法（障害サービスに従事する場合／障害者の日常生活及び社会生活を総合

的に支援するための法律）……第 1条、第 1 条の２、基準の根拠条文（第 80 条、第 84 条）。 

・社会福祉士及び介護福祉士法……第 44 条の２～第 47 条の２（義務等）、日本介護福祉士会

倫理綱領。 

・高齢者虐待防止法……第 2 条、第 7条、第 8条、第 20 条、第 21 条。 

・個人情報保護法…2015 年の改正と 2020 年改正の概要……個人情報保護委員会が作成した

資料（たとえば下記）を紹介し、制度の全体像を把握させる。 

個人情報保護委員会（2017）「はじめての個人情報保護法～シンプルレッスン～」 

https://www.ppc.go.jp/files/pdf/1711_simple_lesson.pdf 
・労働関係法規（労働基準関係）…第 1 条・第 2 条（労働基準決定の原則）、第 89 条（就業

規則）、第 32 条〜第 37 条（労働時間・割増賃⾦）。 
・労働契約法……第６条（労働契約の成⽴要件）、第 7 条（就業規則と労働契約との関係）、第

8 条、第 9 条、第 10 条、第 11 条（労働契約の変更）、第 12 条、第 13 条（労働契約と就業
規則、労働法規との関係）、第 16 条（解雇）。 
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研修の展開例 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

１．介護サービス

にかかる関連法

規の全体像とコ

ンプライアンス 

（7 時間） 

・講義（4 時間）…コンプライアンスの考え方（単なる法

令遵守ではなく社会的要請に応えること）、法令遵守の

必要性（社会福祉法等の理念規定、社会福祉士・介護福

祉士法の義務規定、介護福祉士の倫理綱領等、運営基準

等に基づく報告、情報公表、監査等）、関連法規の全体

像（法規の構造、介護保険法、障害者総合支援法、運営

基準、労働基準法等）、日常業務におけるコンプライア

ンスの遵守と取組みを評価する仕組み（定量的・定性的

な目標や指標等の運用） 

・人員設備運営基準、報酬算定構造（演習と講義）…基準

を実際に読ませながらその構造、ポイントを解説する。

（２時間） 

・自組織・チームのコンプライアンスの現状をめぐる課題

のディスカッション（演習）１時間 

・事前課題として自施設の

運営基準、介護報酬の基

準を読み、構造を把握す

る。 

・事前課題として関連法規

の理念規定をインターネ

ットで検索させる。 

・自組織・チームのコンプラ

イアンスの課題について

事後課題としてまとめ

る。 

２．リスクマネジ

メント 

（8 時間） 

・講義（４時間）…〇福祉サービスにおけるリスクマネジ

メントの目的と基本的視点、 

目的：利用者の利益の保護（自己決定権の尊重、権利擁

護、虐待防止） 基本的視点：リスクマネジメント体制

の構築、サービスの可視化、職員教育（業務手順書の遵

守、危険予知トレーニングなど）事故発生時及び事故発

生後の適切な対応 

・リスクマネジメントシステムの定期的な見直し 

〇リスクマネジメントを行う上で必要なツールと手法 

・ツール 事故報告書・業務手順書・記録方法 

・手法 再発防止に向けた事故の要因分析（なぜなぜ分

析） 

・演習（４時間）…事故報告書・業務手順書の作成、事故

要因分析、危険予知トレーニング、適切な記録方法、自

施設における取組課題の分析 

・事前課題として、自職場に

おけるリスクマネジメン

トの基本的視点やリスク

マネジメント体制をまと

める。 

取り組み、典型的な事故

の事例と要因分析・対策

検討の事例をまとめる。 

・事後課題では講義・演習で

分析した自施設における

リスクマネジメントに関

する改善課題にどのよう

に取り組むかを明らかに

する。 

※ １５ 時間以内 

 

  

 

課題学習（事前学習）の例 

 

 

１．介護サービスにかかる関連法規の全体像とコンプライアンス 

 

課題のねらい 

・関連法規の理念規定をインターネットで検索することを経験させ、法例検索のスキルを身

につけさせる。 

・法令を調べたうえで自職場・チームのコンプライアンス上の課題を考えさせる。 

事実に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
課題の内容 

事前課題１ 

インターネットで次の法律の該当条文を調べ、関連条文をノートに整理しなさい。 

※ワード等で該当条文を貼り付けるまとめること 

※サイト情報は e-Gov 法令検索／elaws.e-gov.go.jp から引用すること（常に最新の法令を掲載し

ているため）。 

・社会福祉法……第 1条、第 3 条、第 5条、第 24 条、第 75 条、第 76 条、第 77 条、第 78 条、

第 82 条。 

・介護保険法（介護保険事業に従事する場合）……第 1 条、第 2 条、基準の根拠条文（第 73

条・第 78 条の３、第 87 条、第 96 条等）。 

・障害者総合支援法（障害サービスに従事する場合／障害者の日常生活及び社会生活を総合

的に支援するための法律）……第 1条、第 1 条の２、基準の根拠条文（第 80 条、第 84 条）。 

・社会福祉士及び介護福祉士法……第 44 条の２～第 47 条の２（義務等）、日本介護福祉士会

倫理綱領。 

・高齢者虐待防止法……第 2 条、第 7条、第 8条、第 20 条、第 21 条。 

・個人情報保護法…2015 年の改正と 2020 年改正の概要……個人情報保護委員会が作成した

資料（たとえば下記）を紹介し、制度の全体像を把握させる。 

個人情報保護委員会（2017）「はじめての個人情報保護法～シンプルレッスン～」 

https://www.ppc.go.jp/files/pdf/1711_simple_lesson.pdf 
・労働関係法規（労働基準関係）…第 1 条・第 2 条（労働基準決定の原則）、第 89 条（就業

規則）、第 32 条〜第 37 条（労働時間・割増賃⾦）。 
・労働契約法……第６条（労働契約の成⽴要件）、第 7 条（就業規則と労働契約との関係）、第

8 条、第 9 条、第 10 条、第 11 条（労働契約の変更）、第 12 条、第 13 条（労働契約と就業
規則、労働法規との関係）、第 16 条（解雇）。 
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・労働関係法規（職場におけるハラスメント関係）……政府が作成した職場におけるハラスメ
ント関係の資料（たとえば下記）を紹介し、ハラスメントの種類や防⽌措置を講ずる事業者
の責務等を意識化させる。 

厚⽣労働省リーフレッ「2020 年（令和２年）６⽉１⽇から、職場におけるハラスメント
防⽌対策が強化されました！」 
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/000683138.pdf 

・労働関係法規（育児・介護関係）……労基法第 65 条（妊産婦の健康管理）、労基法第 67 条
（育児時間）、育児・介護休業法（３歳までの⼦を養育する場合の時間短縮、⼦の看護休暇、
育児のための時間外労働・深夜業の制限、不利益取り扱いの禁⽌）。 

※労働法規については、さまざまな法規があるということを意識化させることを目的とし、

法規の種類とポイントを確認させる。 
※苦情解決、第三者評価なども、よい資料があれば読ませる。 

 
事前課題２ 

インターネットで自施設・事業所の運営基準（人員、設備、運営に関する基準）を調べ、

重要と思う条文をノートに整理しなさい（解釈通知も含む）。 

※「事業名 人員、設備、運営に関する基準」で検索が可能 

※サイト情報は e-Gov 法令検索／elaws.e-gov.go.jp から引用すること 

 

事前課題３ 

自職場の就業規則を読み、重要と思う条文をノートに整理しなさい。 

 

事前課題４ 

事前課題１・２・３で作成したノートの関連条文を良く読み、自組織・チームのコンプラ

イアンスの課題についてレポートにまとめなさい（1,000 字以上／上限はない）。 

 
課題の活用 

・事前課題１・２・３で作成したノートは集合研修に持参させ、講義のポイントのノートや

演習で活用させる。 

・事前課題４は事前に提出させ、必要に応じて演習で活用する。 

 
 
  

２．リスクマネジメント 

 
課題のねらい 

・自施設で運用されているリスクマネジメント体制に関し現状を俯瞰的に把握し、講義及び

演習で相対化できるようにする。 

臨床や実践に関する知識領域 

 
課題の内容 

事前課題１ 自職場のリスクマネジメントの体制把握 

リスクマネジメント体制の目的が明確化されているか、リスクマネジャーの設置がなさ

れているか、事故・苦情委員会の運営状況はどのようになっているか（回数と内容など）、

事故報告書の作成及び管理状況、要因分析と再発防止策の構築状況などを俯瞰的に調べて、

全体像を把握しておく。その際、事故や苦情発生時に当事者となった職員等個人の問題とし

てとらえるのではなく、システムのエラーとしてとらえ、組織の取り組み課題として解決に

取り組もうとすることが重要である（いずれの考え方をとるかで組織的な対応の方向性が

大きく分かれていく）。 

それを踏まえ、自職場のリスクマネジメントをめぐる問題について、今この段階で感じて

いることを自由に記述させる。 

 

事前課題２ 業務手順書の把握 

業務手順書の種類（タイトルのみでよい）を調べて、リストアップさせる。 

 

事前課題３ 

下記については、事前に目を通しておくことが望ましい。 

〇『福祉サービスにおける危機管理（リスクマネジメント）に関する取組指針――利用者

の笑顔と満足を求めて――』平成 14 年３月 28 日、福祉サービスにおける危機管理に

関する検討会 

〇『社会福祉法人・福祉施設におけるリスクマネジメントの基本的視点（改訂版）』平成

28 年１月、全国社会福祉法人経営者協議会 

 

課題の活用 

・事前課題１は、講師が事前に読んで、研修内容に活かす。 
・事前課題２で作成したリストは⼿順書作成の演習に際して⽤いるので、研修に持参させ

る。 
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・労働関係法規（職場におけるハラスメント関係）……政府が作成した職場におけるハラスメ
ント関係の資料（たとえば下記）を紹介し、ハラスメントの種類や防⽌措置を講ずる事業者
の責務等を意識化させる。 

厚⽣労働省リーフレッ「2020 年（令和２年）６⽉１⽇から、職場におけるハラスメント
防⽌対策が強化されました！」 
https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/000683138.pdf 

・労働関係法規（育児・介護関係）……労基法第 65 条（妊産婦の健康管理）、労基法第 67 条
（育児時間）、育児・介護休業法（３歳までの⼦を養育する場合の時間短縮、⼦の看護休暇、
育児のための時間外労働・深夜業の制限、不利益取り扱いの禁⽌）。 

※労働法規については、さまざまな法規があるということを意識化させることを目的とし、

法規の種類とポイントを確認させる。 
※苦情解決、第三者評価なども、よい資料があれば読ませる。 

 
事前課題２ 

インターネットで自施設・事業所の運営基準（人員、設備、運営に関する基準）を調べ、

重要と思う条文をノートに整理しなさい（解釈通知も含む）。 

※「事業名 人員、設備、運営に関する基準」で検索が可能 

※サイト情報は e-Gov 法令検索／elaws.e-gov.go.jp から引用すること 

 

事前課題３ 

自職場の就業規則を読み、重要と思う条文をノートに整理しなさい。 

 

事前課題４ 

事前課題１・２・３で作成したノートの関連条文を良く読み、自組織・チームのコンプラ

イアンスの課題についてレポートにまとめなさい（1,000 字以上／上限はない）。 

 
課題の活用 

・事前課題１・２・３で作成したノートは集合研修に持参させ、講義のポイントのノートや

演習で活用させる。 

・事前課題４は事前に提出させ、必要に応じて演習で活用する。 

 
 
  

２．リスクマネジメント 

 
課題のねらい 

・自施設で運用されているリスクマネジメント体制に関し現状を俯瞰的に把握し、講義及び

演習で相対化できるようにする。 

臨床や実践に関する知識領域 

 
課題の内容 

事前課題１ 自職場のリスクマネジメントの体制把握 

リスクマネジメント体制の目的が明確化されているか、リスクマネジャーの設置がなさ

れているか、事故・苦情委員会の運営状況はどのようになっているか（回数と内容など）、

事故報告書の作成及び管理状況、要因分析と再発防止策の構築状況などを俯瞰的に調べて、

全体像を把握しておく。その際、事故や苦情発生時に当事者となった職員等個人の問題とし

てとらえるのではなく、システムのエラーとしてとらえ、組織の取り組み課題として解決に

取り組もうとすることが重要である（いずれの考え方をとるかで組織的な対応の方向性が

大きく分かれていく）。 

それを踏まえ、自職場のリスクマネジメントをめぐる問題について、今この段階で感じて

いることを自由に記述させる。 

 

事前課題２ 業務手順書の把握 

業務手順書の種類（タイトルのみでよい）を調べて、リストアップさせる。 

 

事前課題３ 

下記については、事前に目を通しておくことが望ましい。 

〇『福祉サービスにおける危機管理（リスクマネジメント）に関する取組指針――利用者

の笑顔と満足を求めて――』平成 14 年３月 28 日、福祉サービスにおける危機管理に

関する検討会 

〇『社会福祉法人・福祉施設におけるリスクマネジメントの基本的視点（改訂版）』平成

28 年１月、全国社会福祉法人経営者協議会 

 

課題の活用 

・事前課題１は、講師が事前に読んで、研修内容に活かす。 
・事前課題２で作成したリストは⼿順書作成の演習に際して⽤いるので、研修に持参させ

る。 
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集合研修の展開例 

 

※午前中３時間（９時〜12 時）のイメージ 
 
１．介護サービスにかかる関連法規の全体像とコンプライアンス 

 
1 コマ目 講義（60～75 分） 

事前課題で⽰した法令を引⽤しながら、コンプライアンスについてのポイントを解説する。 
〇福祉関係各法の⽬的・理念から、コンプライアンスの基本的な⽬的である、利⽤者の尊

厳の保持、利益の保護等の理念、虐待防⽌における組織的な対応の必要性等を確認する。 
〇法令の構造、検索の⽅法について解説……たとえば、運営基準を素材に、介護保険法の

根拠−省令（基準）−通知（解釈通知）の構造を理解させる。 
〇運営基準における苦情処理、事故発⽣時の対応、記録等の規定を確認する。 
〇常に法令の根拠を確認する必要性を理解させる。 

事実に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
２コマ目 演習（105～120 分） 

演習１【実務で遭遇する場面と法令との結びつけ】 

講義と一体的に展開することも考えられる（最大 30 分程度）。 

場面例１）法の基本理念の理解 

新人研修の講師を担当することになった。福祉サービスの理念について、どの法令のど

の条文を新人に伝えるか（法の基本理念）。 

 
場面例２）労働法規の理解 

子どもが生まれた。１歳になるまで育児休業をとりたかったが、保育所の入所のタイミ

ングがあわず、子どもが８か月となった４月に職場復帰した。時間を短縮できないかと考

えている。さてどんな制度を利用できるか。 

２歳くらいまではすぐ病気になって呼び出されて大変だったが、３歳になると、だいぶ

落ち着いた。でも、保育園で病気をうつされたりして、やっぱりときどき病気になる。あ

るとき子どもが熱を出して、夫に休んでもらうことにした。夫が利用できる制度は？ 

 
場面例３） 

労働基準法と労働契約法を読み比べその類似点を確認するとともに、自職場の就業規

則や労働契約との関係性がどのようになっているかを確認する。たとえば、解雇に関する

規則など。 

※労働基準法と労働契約法のできた時代背景の違いを知ることはヒントとなる。 

※この演習を行う場合は、自職場の就業規則を持参させること。 

事実に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
演習２【転倒事故とコンプライアンス】 

介護施設の居室内で転倒事故が発生した。組織として取る必要がある対応の流れを、関係

する法令の根拠を確認しなさい。 

※下記のポイントを確認させる 

① 安全確保と被害拡大防止    ⇒ 運営基準 

② 行政への報告等        ⇒ 運営基準等 

③ 本人・家族等への説明等    ⇒ 社会福祉法・民法 

④ 事故要因分析・再発防止策   ⇒ 運営基準・社会福祉法・民法等 

事実に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 

演習３【自職場のコンプライアンスの課題】（最大 90 分程度） 

グループに分け、事前課題４に基づき、自職場のコンプライアンスの課題を報告させる。 

報告者以外の者は、報告者が報告した課題について自職場はどのような状況なのか、どの

ように対応しているのか、コメントする。報告者は、メンバーからもらったコメントを、事

後課題に反映させる。 

臨床や実践に関する知識領域 
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集合研修の展開例 

 

※午前中３時間（９時〜12 時）のイメージ 
 
１．介護サービスにかかる関連法規の全体像とコンプライアンス 

 
1 コマ目 講義（60～75 分） 

事前課題で⽰した法令を引⽤しながら、コンプライアンスについてのポイントを解説する。 
〇福祉関係各法の⽬的・理念から、コンプライアンスの基本的な⽬的である、利⽤者の尊

厳の保持、利益の保護等の理念、虐待防⽌における組織的な対応の必要性等を確認する。 
〇法令の構造、検索の⽅法について解説……たとえば、運営基準を素材に、介護保険法の

根拠−省令（基準）−通知（解釈通知）の構造を理解させる。 
〇運営基準における苦情処理、事故発⽣時の対応、記録等の規定を確認する。 
〇常に法令の根拠を確認する必要性を理解させる。 

事実に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
２コマ目 演習（105～120 分） 

演習１【実務で遭遇する場面と法令との結びつけ】 

講義と一体的に展開することも考えられる（最大 30 分程度）。 

場面例１）法の基本理念の理解 

新人研修の講師を担当することになった。福祉サービスの理念について、どの法令のど

の条文を新人に伝えるか（法の基本理念）。 

 
場面例２）労働法規の理解 

子どもが生まれた。１歳になるまで育児休業をとりたかったが、保育所の入所のタイミ

ングがあわず、子どもが８か月となった４月に職場復帰した。時間を短縮できないかと考

えている。さてどんな制度を利用できるか。 

２歳くらいまではすぐ病気になって呼び出されて大変だったが、３歳になると、だいぶ

落ち着いた。でも、保育園で病気をうつされたりして、やっぱりときどき病気になる。あ

るとき子どもが熱を出して、夫に休んでもらうことにした。夫が利用できる制度は？ 

 
場面例３） 

労働基準法と労働契約法を読み比べその類似点を確認するとともに、自職場の就業規

則や労働契約との関係性がどのようになっているかを確認する。たとえば、解雇に関する

規則など。 

※労働基準法と労働契約法のできた時代背景の違いを知ることはヒントとなる。 

※この演習を行う場合は、自職場の就業規則を持参させること。 

事実に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
演習２【転倒事故とコンプライアンス】 

介護施設の居室内で転倒事故が発生した。組織として取る必要がある対応の流れを、関係

する法令の根拠を確認しなさい。 

※下記のポイントを確認させる 

① 安全確保と被害拡大防止    ⇒ 運営基準 

② 行政への報告等        ⇒ 運営基準等 

③ 本人・家族等への説明等    ⇒ 社会福祉法・民法 

④ 事故要因分析・再発防止策   ⇒ 運営基準・社会福祉法・民法等 

事実に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 

演習３【自職場のコンプライアンスの課題】（最大 90 分程度） 

グループに分け、事前課題４に基づき、自職場のコンプライアンスの課題を報告させる。 

報告者以外の者は、報告者が報告した課題について自職場はどのような状況なのか、どの

ように対応しているのか、コメントする。報告者は、メンバーからもらったコメントを、事

後課題に反映させる。 

臨床や実践に関する知識領域 
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２．リスクマネジメント 

 
1 コマ目 講義（60～75 分） 

〇介護サービスをはじめとする福祉サービス提供事業所のリスクマネジメントの目的は

利用者の利益の保護であり、権利擁護である。 

〇リスクマネジメントの取組みには体制整備が求められるとともに、その体制を有効に

機能させるための管理システム、ツール等が必要となる。 

代表的なツールは、事故・苦情報告書、業務手順書であり、これらは事故や苦情を後か

ら検証したり、改善の端緒となる見えないサービスが可視化されたものである。 

〇社会福祉法第 24 条に定めるサービスの質の向上を図るためにも、業務手順書は必要で

ある。それとともに、再発防止策を適切に講じるためにも、事故や苦情を個人の責任と

せず、管理システムや業務手順の不具合としてとらえ、組織をあげて改善や再発防止に

取り組む視点と実践が重要となる。 

臨床や実践に関する知識領域 

 
２コマ目 演習（180 分） 

下記の演習例から、受講者のレベルやニーズに合わせて２つほど取り上げる。 
 
演習 4【業務手順書】 

＜目 的＞ 

①業務手順書は業務の標準化に資するツールであり、画一化を図るツールではないこと

を理解させる。 

②業務手順書はあることが求められているだけではなく、適切に使えることが求められ

ていることを理解させる。 

＜演 習＞ 

①業務手順書の基本構造を演習により確認する。 

②多くのことを盛り込もうとせずに、重点指向で見落としてはいけない重要な点を明ら

かにする。 

③作成した業務手順書は、適時の見直しが必須となる。担当者と見直し時期を明確にする。 

④業務手順書に関連する事故や苦情が発生した際には、担当した個人ではなく、業務手順

書に定められた手順のどこに問題があったのかを追求する姿勢をもつ。その場合、当事

者とした関わったスタッフの協力は欠かせない。 

臨床や実践に関する知識領域 

 

 

 

演習５【記録】 

＜目 的＞ 

①事故報告書等事後に再発防止策を講じる際には、事実に基づく記述がなされているこ

とが必要であることを理解させる。 

②記録は単なるメモではなく、一定の要件とルールがあることを知り、職場内でそれを共

有することでサービスの質向上と業務の効率化を図ることができることを理解させる。 

＜演 習＞ 

①記録の要件 

(ア)原本性（記録は原則原本であること） 

(イ)真正性（消えないように書くこと・書き換えにはルールがあること） 

(ウ)保存性（法や基準に規定された記録はすべて保存年限が定められていること） 

②記録方法 

(エ)相手が読んでわかるように書く（５W１H） 

(オ)事実を書く（判断を書くのではない） 

(カ)センテンスを短くする（一文には１～２の事実を書く） 

(キ)接続詞は極力使用しない（そして、また、しかし 等） 

記録の目的として、運営基準との関係があるが、この点についてはまとめの講義等で確認

させる。 

臨床や実践に関する知識領域 

 

演習６【感染症・避難を伴う災害発生時の対応】 

＜目 的＞ 

①想定外の対応が必要な時の判断根拠を理解する。 

②日ごろ訓練を行っていないものは、使えないし、行動できないことを知る。 

＜演 習＞ 

①社会福祉法第１条（利用者の保護）を念頭に置いた事業継続計画（BCP）を模擬作成す

る。 

(ア)福祉サービスにおける事業継続の目的を確認する。 ⇒社会福祉法第１条 

(イ)アをもとに、そのためには何を定めなくてはならないのかを協議する。 

⑴ 職員体制 

⑵ サービス提供体制 

⑶ それらのバックアップ体制 等 

臨床や実践に関する知識領域 

  

212



２．リスクマネジメント 

 
1 コマ目 講義（60～75 分） 

〇介護サービスをはじめとする福祉サービス提供事業所のリスクマネジメントの目的は

利用者の利益の保護であり、権利擁護である。 

〇リスクマネジメントの取組みには体制整備が求められるとともに、その体制を有効に

機能させるための管理システム、ツール等が必要となる。 

代表的なツールは、事故・苦情報告書、業務手順書であり、これらは事故や苦情を後か

ら検証したり、改善の端緒となる見えないサービスが可視化されたものである。 

〇社会福祉法第 24 条に定めるサービスの質の向上を図るためにも、業務手順書は必要で

ある。それとともに、再発防止策を適切に講じるためにも、事故や苦情を個人の責任と

せず、管理システムや業務手順の不具合としてとらえ、組織をあげて改善や再発防止に

取り組む視点と実践が重要となる。 

臨床や実践に関する知識領域 

 
２コマ目 演習（180 分） 

下記の演習例から、受講者のレベルやニーズに合わせて２つほど取り上げる。 
 
演習 4【業務手順書】 

＜目 的＞ 

①業務手順書は業務の標準化に資するツールであり、画一化を図るツールではないこと

を理解させる。 

②業務手順書はあることが求められているだけではなく、適切に使えることが求められ

ていることを理解させる。 

＜演 習＞ 

①業務手順書の基本構造を演習により確認する。 

②多くのことを盛り込もうとせずに、重点指向で見落としてはいけない重要な点を明ら

かにする。 

③作成した業務手順書は、適時の見直しが必須となる。担当者と見直し時期を明確にする。 

④業務手順書に関連する事故や苦情が発生した際には、担当した個人ではなく、業務手順

書に定められた手順のどこに問題があったのかを追求する姿勢をもつ。その場合、当事

者とした関わったスタッフの協力は欠かせない。 

臨床や実践に関する知識領域 

 

 

 

演習５【記録】 

＜目 的＞ 

①事故報告書等事後に再発防止策を講じる際には、事実に基づく記述がなされているこ

とが必要であることを理解させる。 

②記録は単なるメモではなく、一定の要件とルールがあることを知り、職場内でそれを共

有することでサービスの質向上と業務の効率化を図ることができることを理解させる。 

＜演 習＞ 

①記録の要件 

(ア)原本性（記録は原則原本であること） 

(イ)真正性（消えないように書くこと・書き換えにはルールがあること） 

(ウ)保存性（法や基準に規定された記録はすべて保存年限が定められていること） 

②記録方法 

(エ)相手が読んでわかるように書く（５W１H） 

(オ)事実を書く（判断を書くのではない） 

(カ)センテンスを短くする（一文には１～２の事実を書く） 

(キ)接続詞は極力使用しない（そして、また、しかし 等） 

記録の目的として、運営基準との関係があるが、この点についてはまとめの講義等で確認

させる。 

臨床や実践に関する知識領域 

 

演習６【感染症・避難を伴う災害発生時の対応】 

＜目 的＞ 

①想定外の対応が必要な時の判断根拠を理解する。 

②日ごろ訓練を行っていないものは、使えないし、行動できないことを知る。 

＜演 習＞ 

①社会福祉法第１条（利用者の保護）を念頭に置いた事業継続計画（BCP）を模擬作成す

る。 

(ア)福祉サービスにおける事業継続の目的を確認する。 ⇒社会福祉法第１条 

(イ)アをもとに、そのためには何を定めなくてはならないのかを協議する。 

⑴ 職員体制 

⑵ サービス提供体制 

⑶ それらのバックアップ体制 等 

臨床や実践に関する知識領域 
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課題学習（事後課題）の例 

 

 
１．介護サービスにかかる関連法規の全体像とコンプライアンス 

 
事後課題１ 

講義・演習を踏まえ、事前課題４について、あらためてどのような課題なのかをまとめ直
し、また他の受講者からのコメントを踏まえ、今後⾃職場どのようにしていくべきかをまと
めさせる。 

臨床や実践に関する知識領域 

 
事後課題２ 

⾃分が特に無知である法令について、１つ選び、ノートを作成する。 
事実に関する知識領域 

 
 
２．リスクマネジメント 

 
講義・演習を通じ、介護サービスのリスクマネジメントの根拠と⼿法の概要をまとめる。 

＜⽬ 的＞ 
講義・演習を通じ、リスクマネジメントの取組みそのものは、事故・苦情対応であると同

時に、その対応の随所で、⾃⼰判断ではなく基準や法に基づく判断や対応が求められること
に気づかせる。 
 
事後課題１ 

事前課題で確認した⾃組織のリスクマネジメント体制の問題点を明らかにし、改善課題
を上げる。 
 ３つ〜５つ程度 （何を・いつまでに・どのように） 

臨床や実践に関する知識領域 

 
事後課題２ 

⾃組織の業務⼿順書のうち、改善したいものを１つ取り上げ、その改善課題を明らかにす
る。改善を⾏う具体的な⼿順を具体化し実施してみる。（事後課題提出時期によるが）その
経過を振り返り、さらなる改善課題を明らかにすることで、継続的改善のイメージを掴む。 

臨床や実践に関する知識領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

執筆担当者 
 
諏訪 徹（⽇本⼤学⽂理学部 教授） 
村岡 裕（社会福祉法⼈佛⼦園 専務理事） 
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課題学習（事後課題）の例 

 

 
１．介護サービスにかかる関連法規の全体像とコンプライアンス 

 
事後課題１ 

講義・演習を踏まえ、事前課題４について、あらためてどのような課題なのかをまとめ直
し、また他の受講者からのコメントを踏まえ、今後⾃職場どのようにしていくべきかをまと
めさせる。 

臨床や実践に関する知識領域 

 
事後課題２ 

⾃分が特に無知である法令について、１つ選び、ノートを作成する。 
事実に関する知識領域 

 
 
２．リスクマネジメント 

 
講義・演習を通じ、介護サービスのリスクマネジメントの根拠と⼿法の概要をまとめる。 

＜⽬ 的＞ 
講義・演習を通じ、リスクマネジメントの取組みそのものは、事故・苦情対応であると同

時に、その対応の随所で、⾃⼰判断ではなく基準や法に基づく判断や対応が求められること
に気づかせる。 
 
事後課題１ 

事前課題で確認した⾃組織のリスクマネジメント体制の問題点を明らかにし、改善課題
を上げる。 
 ３つ〜５つ程度 （何を・いつまでに・どのように） 

臨床や実践に関する知識領域 

 
事後課題２ 

⾃組織の業務⼿順書のうち、改善したいものを１つ取り上げ、その改善課題を明らかにす
る。改善を⾏う具体的な⼿順を具体化し実施してみる。（事後課題提出時期によるが）その
経過を振り返り、さらなる改善課題を明らかにすることで、継続的改善のイメージを掴む。 

臨床や実践に関する知識領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

執筆担当者 
 
諏訪 徹（⽇本⼤学⽂理学部 教授） 
村岡 裕（社会福祉法⼈佛⼦園 専務理事） 
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（10） 介護分野の人材育成と学習支援 

 
科目名 

介護分野の⼈材育成と学習⽀援 
 
科目のねらい 

認定介護福祉⼠は、下記の役割を果たすものであるが、この科⽬は、特に「①介護職チー
ムの統括的なマネジメント」にかかわる科⽬である。  
 ①介護職チームの統括的なマネジメント  
 ②多職種間・機関間連携のキーパーソン  
 ③地域における介護⼒の向上 
 

この科⽬は、認定介護福祉⼠養成研修Ⅱ類の研修体系に属している。Ⅱ類における科⽬は
下記を学ぶ位置づけである。なかでもこの科⽬は、下線部に関係している。 

○Ⅰ類で学んだ知識をもって、根拠に基づく⾃⽴に向けた介護実践の指導をする⼒を獲
得する。  

○認定介護福祉⼠に必要な指導⼒や判断⼒、考える⼒、根拠を作り出す⼒、創意⼯夫す
る⼒等の基本的知識に基づいた応⽤⼒を養成する。  

○サービス管理に必要なツールを整理、改善し、それらから根拠を導きだし、その根拠
に基づいた指導する⼒を獲得する。  

○⽣活⽀援の視点から、地域の介護⼒を⾼める⼒を獲得する。  
○介護サービスという特性のもと、チーム運営、サービス管理、⼈材育成等について必

要な専⾨的な理論に基づき、チーム、サービス、⼈材マネジメントを実践し、利⽤
者を中⼼とした地域づくり（地域マネジメント）に展開できる⼒を獲得する。  

 
介護サービスでは、個々の利⽤者や状況に合わせた個別的なサービス提供が求められる

とともに、チームによる⼀貫したサービス提供が求められる。認定介護福祉⼠は介護職チー
ムの統括的なマネージャーとして、各介護職チームが個別的かつチームとしての⼀貫した
サービス提供が可能となるよう、専⾨性と組織性の統合によるマネジメントが展開できる
ことが重要である。そのために、認定介護福祉⼠は介護職チームのリーダーの育成をはじめ
として組織内の⼈材育成に責任をもち、必要に応じて上司にも働きかける⼒量が求められ
る。 

したがってこの科⽬は、「学習を⽀援する組織のあり⽅や学習の理論を理解させ、⾃職場
における学習する組織づくり、地域包括ケアにおける社会環境づくりについて実践する⼒
を育成する」ことを⽬的としている。 
 



（10） 介護分野の人材育成と学習支援 

 
科目名 

介護分野の⼈材育成と学習⽀援 
 
科目のねらい 

認定介護福祉⼠は、下記の役割を果たすものであるが、この科⽬は、特に「①介護職チー
ムの統括的なマネジメント」にかかわる科⽬である。  
 ①介護職チームの統括的なマネジメント  
 ②多職種間・機関間連携のキーパーソン  
 ③地域における介護⼒の向上 
 

この科⽬は、認定介護福祉⼠養成研修Ⅱ類の研修体系に属している。Ⅱ類における科⽬は
下記を学ぶ位置づけである。なかでもこの科⽬は、下線部に関係している。 

○Ⅰ類で学んだ知識をもって、根拠に基づく⾃⽴に向けた介護実践の指導をする⼒を獲
得する。  

○認定介護福祉⼠に必要な指導⼒や判断⼒、考える⼒、根拠を作り出す⼒、創意⼯夫す
る⼒等の基本的知識に基づいた応⽤⼒を養成する。  

○サービス管理に必要なツールを整理、改善し、それらから根拠を導きだし、その根拠
に基づいた指導する⼒を獲得する。  

○⽣活⽀援の視点から、地域の介護⼒を⾼める⼒を獲得する。  
○介護サービスという特性のもと、チーム運営、サービス管理、⼈材育成等について必

要な専⾨的な理論に基づき、チーム、サービス、⼈材マネジメントを実践し、利⽤
者を中⼼とした地域づくり（地域マネジメント）に展開できる⼒を獲得する。  

 
介護サービスでは、個々の利⽤者や状況に合わせた個別的なサービス提供が求められる

とともに、チームによる⼀貫したサービス提供が求められる。認定介護福祉⼠は介護職チー
ムの統括的なマネージャーとして、各介護職チームが個別的かつチームとしての⼀貫した
サービス提供が可能となるよう、専⾨性と組織性の統合によるマネジメントが展開できる
ことが重要である。そのために、認定介護福祉⼠は介護職チームのリーダーの育成をはじめ
として組織内の⼈材育成に責任をもち、必要に応じて上司にも働きかける⼒量が求められ
る。 

したがってこの科⽬は、「学習を⽀援する組織のあり⽅や学習の理論を理解させ、⾃職場
における学習する組織づくり、地域包括ケアにおける社会環境づくりについて実践する⼒
を育成する」ことを⽬的としている。 
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科目の到達目標 

①成⻑を⽀援する組織のあり⽅のポイントについて、概説できる。 
②成⼈の学習に関する原則のポイントについて、概説できる。 
③以上を踏まえて､⾃職場の⼈材育成の現状と課題を分析し､改善策について検討できる。 
④地域包括ケアをふまえた社会環境づくりにむけた学習プログラムを企画できる。 
 
認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

〇介護福祉⼠養成課程では、「⼈間関係とコミュニケーション」において、⼈材育成と管理
の基本を学ぶが、実践的な知識の習得までは⾄らない。また、成⼈教育に関する知識や研
修の設計⽅法や評価は学ばない。 

〇本科⽬は、学習を⽀援する組織のあり⽅、成⼈学習の理論、インストラクショナル・デザ
インについての理論（＝メカニズムや理論に関する知識領域）を習得し、⾃職場での⼈材
育成についての現状を評価できる実践的知識（＝臨床や実践に関する知識）を習得するこ
とを⽬標とする。 

 
研修展開の考え方 

○講義と演習によって展開する。 
○演習→基礎理論の理解→⾃分⾃⾝の職場の振り返り→⾃職場課題をもとにした演習をも

とに、事例に基づく学習と⾃職場の分析・改善策の検討など、理論の活⽤⽅法を循環的に
学習させる。 

○リーダーとして部下や後輩の学習を⽀援したりチームを学習する組織にしていく⼈材に
なるため、まずは受講⽣⾃⾝が個⼈の振り返りを通して経験学習の仕組みを理解できるよ
う展開していく。 

 
本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

○実務経験を積んでいる介護福祉⼠に対する⼈材育成においては、暗記をさせる教育より
も実践場⾯に即して思考させる学習が効果的である。受講者⾃⾝の実践場⾯を通しての
ふり返りにより思考し、気づき、腑に落ちる体験を経ることで強く内⾯化が促され、経験
から学ぶ⼒が⾼められる。研修ではできる限り内省できる場⾯を多く体験させることも
効果的であると考えられる。また、受講者同⼠でシェアすることを通して⾔語化や概念化
を促すことも重要となる。 

 
【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 

認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士である。

各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 

〇介護福祉士（受講者）が業務で実際に遭遇する場面と、知識・理論を結び付けるような学

習を行わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を用いて実務を分析

できるような思考枠組みを獲得させる。 

〇そのために、①まず受講者に自身の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②集

合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を行う、③課題学

習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで用いることで知識・理論の応用力を身につ

けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 

 

＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点から振り返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 

〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 

〇実務経験があるがゆえに、専門職としての視点のみに立ち、利用者、家族、地域住民、他

の専門職や行政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ

る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの見方やニーズに気づかせることで、

これまで培われた自身の見方・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、自身の実務経験に基づいて習得した方法を絶対視し、知識・理

論に基づく思考枠組みの形成や、物の見方の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ

って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させ

ることが重要となる。 
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科目の到達目標 

①成⻑を⽀援する組織のあり⽅のポイントについて、概説できる。 
②成⼈の学習に関する原則のポイントについて、概説できる。 
③以上を踏まえて､⾃職場の⼈材育成の現状と課題を分析し､改善策について検討できる。 
④地域包括ケアをふまえた社会環境づくりにむけた学習プログラムを企画できる。 
 
認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

〇介護福祉⼠養成課程では、「⼈間関係とコミュニケーション」において、⼈材育成と管理
の基本を学ぶが、実践的な知識の習得までは⾄らない。また、成⼈教育に関する知識や研
修の設計⽅法や評価は学ばない。 

〇本科⽬は、学習を⽀援する組織のあり⽅、成⼈学習の理論、インストラクショナル・デザ
インについての理論（＝メカニズムや理論に関する知識領域）を習得し、⾃職場での⼈材
育成についての現状を評価できる実践的知識（＝臨床や実践に関する知識）を習得するこ
とを⽬標とする。 

 
研修展開の考え方 

○講義と演習によって展開する。 
○演習→基礎理論の理解→⾃分⾃⾝の職場の振り返り→⾃職場課題をもとにした演習をも

とに、事例に基づく学習と⾃職場の分析・改善策の検討など、理論の活⽤⽅法を循環的に
学習させる。 

○リーダーとして部下や後輩の学習を⽀援したりチームを学習する組織にしていく⼈材に
なるため、まずは受講⽣⾃⾝が個⼈の振り返りを通して経験学習の仕組みを理解できるよ
う展開していく。 

 
本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

○実務経験を積んでいる介護福祉⼠に対する⼈材育成においては、暗記をさせる教育より
も実践場⾯に即して思考させる学習が効果的である。受講者⾃⾝の実践場⾯を通しての
ふり返りにより思考し、気づき、腑に落ちる体験を経ることで強く内⾯化が促され、経験
から学ぶ⼒が⾼められる。研修ではできる限り内省できる場⾯を多く体験させることも
効果的であると考えられる。また、受講者同⼠でシェアすることを通して⾔語化や概念化
を促すことも重要となる。 

 
【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 

認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士である。

各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 

〇介護福祉士（受講者）が業務で実際に遭遇する場面と、知識・理論を結び付けるような学

習を行わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を用いて実務を分析

できるような思考枠組みを獲得させる。 

〇そのために、①まず受講者に自身の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②集

合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を行う、③課題学

習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで用いることで知識・理論の応用力を身につ

けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 

 

＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点から振り返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 

〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 

〇実務経験があるがゆえに、専門職としての視点のみに立ち、利用者、家族、地域住民、他

の専門職や行政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ

る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの見方やニーズに気づかせることで、

これまで培われた自身の見方・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、自身の実務経験に基づいて習得した方法を絶対視し、知識・理

論に基づく思考枠組みの形成や、物の見方の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ

って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させ

ることが重要となる。 
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〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影

響を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これ

まで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにか

かわらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者

が十分に省察できるよう支援することが重要となる。 

 
研修の展開例 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

１．成長を支援す

る組織① 

（１時間） 

〔講義〕 

○従業員（職員）満足、顧客（利用者）満足、サービスプロフィッ

トチェーン、専門性、組織性、専門性と組織性の統合 

○介護サービス提供組織の特性と職員の成長 

 

１．成長を支援す

る組織② 

（１時間） 

〔演習〕 

○サービスの質の向上が利用者の満足につながり、事業の発

展と職員への帰結につながることをワークシートを用いて検討

させる。 

○自職場の立場から自身の専門性と組織性についてワークシ

ートに書き出し、自身の専門性と組織性は何かを理解させ

る。それらが相互補完的であることを理解し、成長を支援す

る組織のあり方を検討させる。 

〇事前課題として、自職場に

おける利用者満足を高める

ためのサービスの質向上に

関する取り組みをまとめる。 

２．成人の学習に

関する原則① 

（１時間） 

〔講義〕 

○学習と動機づけ理論（学習心理学） 

・学習のメカニズム、動機づけ理論、批判的思考、省察的行為

の過程、等 

○課題学習によるレポート及

び知識を問う試験の実施

（２時間） 

・課題内容：成人学習理論に

関する基礎的な文献等で基

礎的な理論を調べさせる。 

・課題内容：成人学習理論に

関する資料を読み、職場に

おける人材育成や職員の学

習支援に活かせるポイントを

2,000 字程度でレポート。 

２．成人の学習に

関する原則② 

 （１時間） 

〔講義〕 

○成人学習理論（成人学習モデル） 

・成人学習（大人の学び）、経験学習、実践共同体、協調学

習、学習する組織、アンドラゴジーとペタゴジー、スーパービジ

ョン、アンラーニング等 

２．成人の学習に

関する原則③ 

 （３時間） 

〔演習〕 

○経験学習モデルから自身の学びと成長を振り返る 

・学習者自身の経験を経験学習モデルの４つの段階に当ては

めて検討する演習を通して、具体的な経験を省察する方法、

概念化する方法、実践に活かしていく方法を学習する。 

・経験のなかでも「成長を促す体験」の意義を気付かせる。 

・省察の方法として、個人でできることと他者のサポートにより省

察が深まることをグループ演習で理解する。 

○事前課題（1 時間） 

・課題内容：自身が経験して

きた「成長を促す体験」につ

いて、その内容とどのように

成長したのかを 1,000 字程

度でレポート。 

２．成人の学習に

関する原則④ 

 （２時間） 

〔演習〕 

○経験学習モデルから自身の学びと成長を振り返る 

・概念化の作業をとおして、経験の言語化とセオリー（持論）を

導き出す演習、導き出したセオリー（持論）を実践に移していく

方法を検討する演習を行い、概念化の方法を理解するととも

に、経験学習モデルを理解する。 

 

３．人材育成の体

系① 

 （１時間） 

〔講義〕 

○人材育成の体系的理解 

・インストラクショナル・デザインと職場の環境づくり 

・介護職のキャリアラダーとキャリア開発 

・教育・研修体系の構築方法（OJT、OFF-JT、SDS） 

○課題学習によるレポート及

び知識を問う試験の実施

（2 時間） 

・課題内容：人材育成の体系

や評価方法についての資料を

読み、職場における人材育成

の体系、各研修の方法につい

て、キャリアパスやキャリアラダ

ー等との連動、成果と課題に

ついてレポートさせる。2,000

字程度。 

３．人材育成の体

系② 

 （１時間） 

〔講義〕 

○教育・研修体系の評価方法 

・インストラクショナル・デザインによる研修評価方法 

・４段階モデル（反応、学習、行動、結果）、TOTE モデル（必要

性、事前準備、習得主義、研修効率）、ARCS モデル（注意、

関連性、自信、満足感）等 

・人材育成（教育）システムの評価 

３．人材育成の体

系③ 

 （２時間） 

〔演習〕 

○研修の評価と改善のための演習 

（１）自職場の教育・研修についてインストラクショナル・デザイン

を用いて分析・評価し、研修体系と個別研修の課題を発見

する。 

（２）自職場の教育・研修体系等を踏まえて、部下や後輩の成

長や学びが促進される学習展開を検討する。特に、経験学

習モデルを用いて、部下や後輩の経験を概念化できる研修

や指導方法を検討する。 

 

４．地域包括ケア

システムの構築

と社会環境づく

り① 

 （１時間） 

〔演習または講義〕 

○地域包括ケアを見据えた多職種連携教育の展開 

・地域における多職種連携協働（IPW）が機能するための多職

種連携教育（ＩＰＥ）の実践事例をもとに地域での展開について

グループで検討する。 

○地域の社会環境づくりのための住民教育 

・地域包括ケアを見据えた地域での学習の展開の必要性 

・地域住民等の学習プログラム 

○課題学習によるレポート（２

時間） 

・課題内容：集合研修での「地

域包括ケアシステムの構築

と社会関係づくり①」を踏まえ

て、地域住民対象の学習プ

ログラムの企画案をレポート

させる。2,500 字程度。 

※「人材育成の体系③」の内

容についての課題学習とす

ることも案である。 

４．地域包括ケア

システムの構築

と社会環境づく

り② 

 （１時間） 

〔演習〕 

○地域住民対象の学習プログラム作成 

・地域住民を対象にして、障害や認知症、社会的孤立の理解

を通して地域や福祉を身近なものとして考える学習プログラム

について事例をもとにグループ検討。 

※ 7 時間以内 

 

 
  

222



〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影

響を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これ

まで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにか

かわらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者

が十分に省察できるよう支援することが重要となる。 

 
研修の展開例 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

１．成長を支援す

る組織① 

（１時間） 

〔講義〕 

○従業員（職員）満足、顧客（利用者）満足、サービスプロフィッ

トチェーン、専門性、組織性、専門性と組織性の統合 

○介護サービス提供組織の特性と職員の成長 

 

１．成長を支援す

る組織② 

（１時間） 

〔演習〕 

○サービスの質の向上が利用者の満足につながり、事業の発

展と職員への帰結につながることをワークシートを用いて検討

させる。 

○自職場の立場から自身の専門性と組織性についてワークシ

ートに書き出し、自身の専門性と組織性は何かを理解させ

る。それらが相互補完的であることを理解し、成長を支援す

る組織のあり方を検討させる。 

〇事前課題として、自職場に

おける利用者満足を高める

ためのサービスの質向上に

関する取り組みをまとめる。 

２．成人の学習に

関する原則① 

（１時間） 

〔講義〕 

○学習と動機づけ理論（学習心理学） 

・学習のメカニズム、動機づけ理論、批判的思考、省察的行為

の過程、等 

○課題学習によるレポート及

び知識を問う試験の実施

（２時間） 

・課題内容：成人学習理論に

関する基礎的な文献等で基

礎的な理論を調べさせる。 

・課題内容：成人学習理論に

関する資料を読み、職場に

おける人材育成や職員の学

習支援に活かせるポイントを

2,000 字程度でレポート。 

２．成人の学習に

関する原則② 

 （１時間） 

〔講義〕 

○成人学習理論（成人学習モデル） 

・成人学習（大人の学び）、経験学習、実践共同体、協調学

習、学習する組織、アンドラゴジーとペタゴジー、スーパービジ

ョン、アンラーニング等 

２．成人の学習に

関する原則③ 

 （３時間） 

〔演習〕 

○経験学習モデルから自身の学びと成長を振り返る 

・学習者自身の経験を経験学習モデルの４つの段階に当ては

めて検討する演習を通して、具体的な経験を省察する方法、

概念化する方法、実践に活かしていく方法を学習する。 

・経験のなかでも「成長を促す体験」の意義を気付かせる。 

・省察の方法として、個人でできることと他者のサポートにより省

察が深まることをグループ演習で理解する。 

○事前課題（1 時間） 

・課題内容：自身が経験して

きた「成長を促す体験」につ

いて、その内容とどのように

成長したのかを 1,000 字程

度でレポート。 

２．成人の学習に

関する原則④ 

 （２時間） 

〔演習〕 

○経験学習モデルから自身の学びと成長を振り返る 

・概念化の作業をとおして、経験の言語化とセオリー（持論）を

導き出す演習、導き出したセオリー（持論）を実践に移していく

方法を検討する演習を行い、概念化の方法を理解するととも

に、経験学習モデルを理解する。 

 

３．人材育成の体

系① 

 （１時間） 

〔講義〕 

○人材育成の体系的理解 

・インストラクショナル・デザインと職場の環境づくり 

・介護職のキャリアラダーとキャリア開発 

・教育・研修体系の構築方法（OJT、OFF-JT、SDS） 

○課題学習によるレポート及

び知識を問う試験の実施

（2 時間） 

・課題内容：人材育成の体系

や評価方法についての資料を

読み、職場における人材育成

の体系、各研修の方法につい

て、キャリアパスやキャリアラダ

ー等との連動、成果と課題に

ついてレポートさせる。2,000

字程度。 

３．人材育成の体

系② 

 （１時間） 

〔講義〕 

○教育・研修体系の評価方法 

・インストラクショナル・デザインによる研修評価方法 

・４段階モデル（反応、学習、行動、結果）、TOTE モデル（必要

性、事前準備、習得主義、研修効率）、ARCS モデル（注意、

関連性、自信、満足感）等 

・人材育成（教育）システムの評価 

３．人材育成の体

系③ 

 （２時間） 

〔演習〕 

○研修の評価と改善のための演習 

（１）自職場の教育・研修についてインストラクショナル・デザイン

を用いて分析・評価し、研修体系と個別研修の課題を発見

する。 

（２）自職場の教育・研修体系等を踏まえて、部下や後輩の成

長や学びが促進される学習展開を検討する。特に、経験学

習モデルを用いて、部下や後輩の経験を概念化できる研修

や指導方法を検討する。 

 

４．地域包括ケア

システムの構築

と社会環境づく

り① 

 （１時間） 

〔演習または講義〕 

○地域包括ケアを見据えた多職種連携教育の展開 

・地域における多職種連携協働（IPW）が機能するための多職

種連携教育（ＩＰＥ）の実践事例をもとに地域での展開について

グループで検討する。 

○地域の社会環境づくりのための住民教育 

・地域包括ケアを見据えた地域での学習の展開の必要性 

・地域住民等の学習プログラム 

○課題学習によるレポート（２

時間） 

・課題内容：集合研修での「地

域包括ケアシステムの構築

と社会関係づくり①」を踏まえ

て、地域住民対象の学習プ

ログラムの企画案をレポート

させる。2,500 字程度。 

※「人材育成の体系③」の内

容についての課題学習とす

ることも案である。 

４．地域包括ケア

システムの構築

と社会環境づく

り② 

 （１時間） 

〔演習〕 

○地域住民対象の学習プログラム作成 

・地域住民を対象にして、障害や認知症、社会的孤立の理解

を通して地域や福祉を身近なものとして考える学習プログラム

について事例をもとにグループ検討。 

※ 7 時間以内 
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課題学習（事前学習）の例 

 

 

課題のねらい 

①学習のメカニズムや学習モデルについての理論的知識を学習させる。集合研修では可能
な限り演習を通して学習することが効果的であり、⼈材育成で必要となる理論的なバッ
クグラウンドについては、個⼈による課題学習で学び考えてもらう。 

②集合研修での演習をスムーズに進めるために、演習で活⽤できる⾃⾝の経験を事前に考
えさせる。 

③本科⽬において「課題学習を可とする時間」は７時間となっている。そのため、集合研修
の内容やプログラムを考慮しつつ、下記課題案から適宜選択することが必要である。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 

課題の内容 

▶課題１ 「⾃職場における利⽤者満⾜を⾼めるためのサービスの質向上に関する取り組み」
をまとめよう。 

 ※「成⻑を⽀援する組織」に対応する課題案。 
 
▶課題２ 以下に掲げる⽤語のうち３つを選択し、⽂献やインターネットを使って調べ、ノ

ート等にまとめよう。 
 「アンドラゴジー、ペタゴジー」  「批判的思考」  「実践共同体」 

「協調学習」       「学習する組織」     「職場学習」 
「シングルループ学習とダブルループ学習」      「アンラーニング」 
「省察的な実践」     「直接的経験と反省的経験」 

 ※「成⼈の学習に関する原則」に対応する課題案。知識部分の事前学習。「含むべき内容」
「含むべきキーワード」に該当する⽤語であるが、これらを集合研修で講義する時間的
余裕が⼗分にないため、課題学習で調べておくことが重要。 

 
▶課題３ 次の⽂献を読んでみよう。 

ウィリアム・ロスウェル著／嶋村伸明訳『組織における成人学習の基本～成人の特徴を理

解し、主体的な学習を支援する～』㈱ヒューマンバリュー、2017 年 
※「成⼈の学習に関する原則」に対応する課題案。知識部分の事前学習。⽂献学習のため、

概説書であれば他の⽂献でも可。 
 
▶課題４ 「経験学習モデル」（コルブ）に関する次の⽤語について⽂献やインターネットを

使って調べ、ノート等にまとめよう。 

① 具体的経験（Concrete Experience） 
② 省察（Reflective observation） 
③ 概念化（Abstract Conceptualization） 
④ 実践（Active Experimentation） 

  ※「成⼈の学習に関する原則」に対応する課題案。知識部分の事前学習。「経験学習モ
デル」については、事前によく理解しておくことが⼤切である。 

 
▶課題５ 次の 8 点について、ノートかワークシート（ワークシート１−❶〜❹）にまとめ

よう。 
❶−１．最近 1 年の間でのルーチン業務（介護業務や利⽤者とのかかわり等）をふ

り返り、「うまくいったこと」と「うまくいった要因」をまとめよう。 
 ❶−２．最近 1 年の間での介護業務をふり返り、「うまくいかなかったこと」と「う

まくいかなかった要因」をまとめよう。 
 ❷−１．最近 1 年の間での他職種や他機関等との連携の業務場⾯をふり返り、「う

まくいったこと」と「うまくいった要因」をまとめよう。 
 ❷−２．最近 1 年の間での他職種や他機関等との連携の業務場⾯をふり返り、「う

まくいかなかったこと」と「うまくいかなかった要因」をまとめよう。 
 ❸−1．最近 1 年の間での業務改善に関する場⾯をふり返り、「うまくいったこと」

と「うまくいった要因」をまとめよう。 
 ❸−２．最近 1 年の間での業務改善に関する場⾯をふり返り、「うまくいかなかっ

たこと」と「うまくいかなかった要因」をまとめよう。 
 ❹−１．最近 1 年の間での後輩や部下の育成の場⾯をふり返り、「うまくいったこ

と」と「うまくいった要因」をまとめよう。 
❹−２．最近 1 年の間での後輩や部下の育成の場⾯をふり返り、「うまくいかなか

ったこと」と「うまくいかなかった要因」をまとめよう。 
 ※「成⼈の学習に関する原則」に対応する課題案。演習で活⽤することを⽬的に、事前に

ふり返りを記述しておく。 
 
▶課題６ ⾃⾝が経験してきた「成⻑を促す体験」について、その内容とどのように成⻑

したのかを 1,000 字程度でレポートしよう。 
 ※「成⼈の学習に関する原則」に対応する課題案。課題５をシンプルにしたもの。 
 
▶課題７ ⾃職場における⼈材育成の体系、各研修の内容や⽅法を調べ、成果と課題につ

いてレポートしよう。 
 ※「⼈材育成の体系」に対応する課題案 
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課題学習（事前学習）の例 

 

 

課題のねらい 

①学習のメカニズムや学習モデルについての理論的知識を学習させる。集合研修では可能
な限り演習を通して学習することが効果的であり、⼈材育成で必要となる理論的なバッ
クグラウンドについては、個⼈による課題学習で学び考えてもらう。 

②集合研修での演習をスムーズに進めるために、演習で活⽤できる⾃⾝の経験を事前に考
えさせる。 

③本科⽬において「課題学習を可とする時間」は７時間となっている。そのため、集合研修
の内容やプログラムを考慮しつつ、下記課題案から適宜選択することが必要である。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 

課題の内容 

▶課題１ 「⾃職場における利⽤者満⾜を⾼めるためのサービスの質向上に関する取り組み」
をまとめよう。 

 ※「成⻑を⽀援する組織」に対応する課題案。 
 
▶課題２ 以下に掲げる⽤語のうち３つを選択し、⽂献やインターネットを使って調べ、ノ

ート等にまとめよう。 
 「アンドラゴジー、ペタゴジー」  「批判的思考」  「実践共同体」 

「協調学習」       「学習する組織」     「職場学習」 
「シングルループ学習とダブルループ学習」      「アンラーニング」 
「省察的な実践」     「直接的経験と反省的経験」 

 ※「成⼈の学習に関する原則」に対応する課題案。知識部分の事前学習。「含むべき内容」
「含むべきキーワード」に該当する⽤語であるが、これらを集合研修で講義する時間的
余裕が⼗分にないため、課題学習で調べておくことが重要。 

 
▶課題３ 次の⽂献を読んでみよう。 

ウィリアム・ロスウェル著／嶋村伸明訳『組織における成人学習の基本～成人の特徴を理

解し、主体的な学習を支援する～』㈱ヒューマンバリュー、2017 年 
※「成⼈の学習に関する原則」に対応する課題案。知識部分の事前学習。⽂献学習のため、

概説書であれば他の⽂献でも可。 
 
▶課題４ 「経験学習モデル」（コルブ）に関する次の⽤語について⽂献やインターネットを

使って調べ、ノート等にまとめよう。 

① 具体的経験（Concrete Experience） 
② 省察（Reflective observation） 
③ 概念化（Abstract Conceptualization） 
④ 実践（Active Experimentation） 

  ※「成⼈の学習に関する原則」に対応する課題案。知識部分の事前学習。「経験学習モ
デル」については、事前によく理解しておくことが⼤切である。 

 
▶課題５ 次の 8 点について、ノートかワークシート（ワークシート１−❶〜❹）にまとめ

よう。 
❶−１．最近 1 年の間でのルーチン業務（介護業務や利⽤者とのかかわり等）をふ

り返り、「うまくいったこと」と「うまくいった要因」をまとめよう。 
 ❶−２．最近 1 年の間での介護業務をふり返り、「うまくいかなかったこと」と「う

まくいかなかった要因」をまとめよう。 
 ❷−１．最近 1 年の間での他職種や他機関等との連携の業務場⾯をふり返り、「う

まくいったこと」と「うまくいった要因」をまとめよう。 
 ❷−２．最近 1 年の間での他職種や他機関等との連携の業務場⾯をふり返り、「う

まくいかなかったこと」と「うまくいかなかった要因」をまとめよう。 
 ❸−1．最近 1 年の間での業務改善に関する場⾯をふり返り、「うまくいったこと」

と「うまくいった要因」をまとめよう。 
 ❸−２．最近 1 年の間での業務改善に関する場⾯をふり返り、「うまくいかなかっ

たこと」と「うまくいかなかった要因」をまとめよう。 
 ❹−１．最近 1 年の間での後輩や部下の育成の場⾯をふり返り、「うまくいったこ

と」と「うまくいった要因」をまとめよう。 
❹−２．最近 1 年の間での後輩や部下の育成の場⾯をふり返り、「うまくいかなか

ったこと」と「うまくいかなかった要因」をまとめよう。 
 ※「成⼈の学習に関する原則」に対応する課題案。演習で活⽤することを⽬的に、事前に

ふり返りを記述しておく。 
 
▶課題６ ⾃⾝が経験してきた「成⻑を促す体験」について、その内容とどのように成⻑

したのかを 1,000 字程度でレポートしよう。 
 ※「成⼈の学習に関する原則」に対応する課題案。課題５をシンプルにしたもの。 
 
▶課題７ ⾃職場における⼈材育成の体系、各研修の内容や⽅法を調べ、成果と課題につ

いてレポートしよう。 
 ※「⼈材育成の体系」に対応する課題案 
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集合研修の展開例 

 

 

１．午前３時間（９時～12 時）のイメージ  （45 分＝１時間） 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 

導入演習（10 分） 

 〇リフレクション・エクササイズ 
  ・受講者を２⼈ペア（３⼈でも可）とし、最近１か⽉で印象に残った出来事とそこで

「経験したこと、学んだこと」を１分間で思い出し、相⼿に２分間で説明。２分経
った時点で交代し、もう⼀⼈が「経験したこと、学んだこと」を２分間で説明。 

 
講 義 「成長を支援する組織」と「成人の学習に関する原則」（50 分） 

・介護サービス提供や介護サービス提供組織の特性を確認しつつ、成⻑を⽀援する組織と
成⼈学習理論について説明する。 

・事前課題案１を⽤いて、サービスの質の向上が事業の発展や職員に帰結する（サービス
プロフィットチェーン）ことを説明する。 

・経験学習モデルの４つのプロセスについて説明する。 
 
演 習（120 分） 

（１）演習１（50〜60 分） 
 〇社会⼈となってからこれまでの間における経験のうち「成⻑を促す経験」と呼ばれる

ものをふり返る。 
 〇以下に挙げる経験について、①個⼈で具体的に書き出し（ワークシート２）、②グル

ープ内で説明・共有を⾏い、コメントをもらう。 
 〇個⼈ワークを事前課題とすればグループ内説明の時間が⼗分に確保できる。グループ

内説明については、すべての項⽬ではなく特に成⻑を促したと考える経験として１〜
２つを選んで説明させると具体的な振り返りが可能となる。 

 
  A．成⻑を促す課題経験 
   ①初期の仕事経験（初期のころの⾮管理的業務） 
   ②最初の管理経験（初めて、⼈や業務の管理をしたこと） 
   ③ゼロからのスタート（何もないところから何かを築く） 
   ④⽴て直しの経験（破綻している事業などを⽴て直す） 
   ⑤プロジェクトやタスクフォース（プロジェクトを単独またはチームで実施） 
   ⑥視野の変化（管理する⼈数、予算、範囲が増える） 

   ⑦ラインからスタッフへの異動（現場のラインからスタッフ職への異動） 
  B．成⻑を促す困難な経験 
   ①仕事上の失敗（失敗したアイディアや業務） 
   ②キャリアでの挫折（昇格を逃したり、希望した仕事に就けない） 
   ③部下の仕事の問題（パフォーマンスに課題を抱える部下を担当する） 
   ④レールからの逸脱（仕事への不満等から新しいキャリアに挑戦する） 
   ⑤個⼈的なトラウマ（離婚、病気、死などの個⼈的な危機） 
 
（２）演習２（60〜70 分） 
 〇３〜４⼈グループに分け、事前課題（課題案５：ワークシート１−❶〜❹）を報告し

合い、コメントをもらう。 
〇報告者は①〜④のうち１つを選択し 10 分以内で報告する。報告時、ワークシートに

記⼊した内容だけでなく、「うまくいったこと／要因」「うまくいかなかった／要因」
をまとめて、そこから何を学んだと思うか、も述べる。報告者以外の受講者は報告者
に対して 2 分程度でコメントをする。 

 
 
２．午後３時間（13 時～16 時）のイメージ  （45 分＝１時間） 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 

演 習（120 分） 

（１）演習３（60 分） 
 〇フィードバックの⽅法を学ぶため、2 ⼈ペアになって、いわゆる「１on１ミーティング」

を通してフィードバック演習を⾏う。 
 〇ロールプレイの材料として演習１または演習２で使⽤した内容を⽤いれば、連続性が

担保できる。 
 〇具体的な⽅法 
  ①演習の説明 10 分 

②2 ⼈ペアでロールプレイ（上司役、部下役に分かれる） 20 分×２⼈ 40 分 
③講師のコメントと内省の時間 10 分 

 
（２）演習４（60 分） 
 〇教育⽅法、指導⽅法の特徴がどのような効果を⽣み出すのかについて、⾃⾝の受けてき

た⼈材育成・研修等からふり返る。 
 〇ワークシート３を活⽤し、⾃⾝のこれまでの「育成される側」「指導される側」の体験

において、上司や指導者、先輩等の具体的な指導⽅法、育成⽅法等を振り返り、教育⽅
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集合研修の展開例 

 

 

１．午前３時間（９時～12 時）のイメージ  （45 分＝１時間） 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 

導入演習（10 分） 

 〇リフレクション・エクササイズ 
  ・受講者を２⼈ペア（３⼈でも可）とし、最近１か⽉で印象に残った出来事とそこで

「経験したこと、学んだこと」を１分間で思い出し、相⼿に２分間で説明。２分経
った時点で交代し、もう⼀⼈が「経験したこと、学んだこと」を２分間で説明。 

 
講 義 「成長を支援する組織」と「成人の学習に関する原則」（50 分） 

・介護サービス提供や介護サービス提供組織の特性を確認しつつ、成⻑を⽀援する組織と
成⼈学習理論について説明する。 

・事前課題案１を⽤いて、サービスの質の向上が事業の発展や職員に帰結する（サービス
プロフィットチェーン）ことを説明する。 

・経験学習モデルの４つのプロセスについて説明する。 
 
演 習（120 分） 

（１）演習１（50〜60 分） 
 〇社会⼈となってからこれまでの間における経験のうち「成⻑を促す経験」と呼ばれる

ものをふり返る。 
 〇以下に挙げる経験について、①個⼈で具体的に書き出し（ワークシート２）、②グル

ープ内で説明・共有を⾏い、コメントをもらう。 
 〇個⼈ワークを事前課題とすればグループ内説明の時間が⼗分に確保できる。グループ

内説明については、すべての項⽬ではなく特に成⻑を促したと考える経験として１〜
２つを選んで説明させると具体的な振り返りが可能となる。 

 
  A．成⻑を促す課題経験 
   ①初期の仕事経験（初期のころの⾮管理的業務） 
   ②最初の管理経験（初めて、⼈や業務の管理をしたこと） 
   ③ゼロからのスタート（何もないところから何かを築く） 
   ④⽴て直しの経験（破綻している事業などを⽴て直す） 
   ⑤プロジェクトやタスクフォース（プロジェクトを単独またはチームで実施） 
   ⑥視野の変化（管理する⼈数、予算、範囲が増える） 

   ⑦ラインからスタッフへの異動（現場のラインからスタッフ職への異動） 
  B．成⻑を促す困難な経験 
   ①仕事上の失敗（失敗したアイディアや業務） 
   ②キャリアでの挫折（昇格を逃したり、希望した仕事に就けない） 
   ③部下の仕事の問題（パフォーマンスに課題を抱える部下を担当する） 
   ④レールからの逸脱（仕事への不満等から新しいキャリアに挑戦する） 
   ⑤個⼈的なトラウマ（離婚、病気、死などの個⼈的な危機） 
 
（２）演習２（60〜70 分） 
 〇３〜４⼈グループに分け、事前課題（課題案５：ワークシート１−❶〜❹）を報告し

合い、コメントをもらう。 
〇報告者は①〜④のうち１つを選択し 10 分以内で報告する。報告時、ワークシートに

記⼊した内容だけでなく、「うまくいったこと／要因」「うまくいかなかった／要因」
をまとめて、そこから何を学んだと思うか、も述べる。報告者以外の受講者は報告者
に対して 2 分程度でコメントをする。 

 
 
２．午後３時間（13 時～16 時）のイメージ  （45 分＝１時間） 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 

演 習（120 分） 

（１）演習３（60 分） 
 〇フィードバックの⽅法を学ぶため、2 ⼈ペアになって、いわゆる「１on１ミーティング」

を通してフィードバック演習を⾏う。 
 〇ロールプレイの材料として演習１または演習２で使⽤した内容を⽤いれば、連続性が

担保できる。 
 〇具体的な⽅法 
  ①演習の説明 10 分 

②2 ⼈ペアでロールプレイ（上司役、部下役に分かれる） 20 分×２⼈ 40 分 
③講師のコメントと内省の時間 10 分 

 
（２）演習４（60 分） 
 〇教育⽅法、指導⽅法の特徴がどのような効果を⽣み出すのかについて、⾃⾝の受けてき

た⼈材育成・研修等からふり返る。 
 〇ワークシート３を活⽤し、⾃⾝のこれまでの「育成される側」「指導される側」の体験

において、上司や指導者、先輩等の具体的な指導⽅法、育成⽅法等を振り返り、教育⽅
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法の３つのタイプ（次⾴参考資料の「線路型」「放牧型」「ガードレール型」）のそれぞ
れに当てはまると考える「具体的な⽅法」挙げ、その体験についての「評価」をまとめ
てください。 

※職場内外で受講した研修における「受講者」体験を振り返り、その教育⽅法やプログラ
ム、演習内容等についてまとめてもよい。 

 〇個⼈ワークの後、まとめた感想を⼩グループで共有する（ワークシートは事前課題とし、
グループディスカッションでは、「教育⽅法の３つのタイプ」それぞれに当てはまる⼈
材育成や研修の特徴について話し合ってもよい）。 

 
講 義 「人材育成の体系について」（60 分） 

・インストラクショナル・デザインについて説明する。 
・演習４を踏まえて、「線路型」「放牧型」「ガードレール型」の⼈材育成⽅法と特徴につい

て説明する。 
・⼈材育成システムのなかに経験学習による学習を位置付けることの重要性を説明する。 
・「地域包括ケアシステムの構築と社会環境づくり」については課題学習とするため、概要

等課題を説明する。 
・研修全体のまとめを⾏う（修了評価の⽅法、試験について説明する）。 
 
 
●その他の展開例 

〇「プロセスレコード」を活⽤した演習を通して経験学習を学ぶ⽅法も考えられる。 
 〇具体的な展開⽅法については、「演習⽅法２：プレセスレコード」を参照のこと。 
 
  

 

導入演習 ： リフレクション・エクササイズ 

 

 

目 的 

〇「ふり返り（リフレクション）」における「事実の確認」と「共感」をしっかりと⾏える
ようにするための演習。 

 
方法・手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
留意点 

〇経験をふり返り、学びを引き出すことが⽬的であり、聞き⼿は話し⼿の説明内容を批判す
ることは避け、「傾聴」と「共感」を⼼がける。 

 
応 用 

〇話し合いのテーマを変えて⾏うことも可能。上記の「印象に残った出来事」の部分を、「法
⼈や組織の理念に沿った⾏動」や「倫理綱領に沿った⾏動」、「モチベーションが上がった
経験」「プライベートにおいて嬉しかった出来事」等に変えてもよい。 

〇リフレクション期間も「1 か⽉」だけでなく、「1 年間」「半年」「1 週間」の設定も可。 
〇5 分（1 分→2 分→2 分）の設定であるが、深く掘り下げたい場合やコミュニケーション

を深めたい場合等は〔2 分→5 分→5 分〕等の時間設定も変更可。 
 
●参考図書 

松尾睦『部下の強みを引き出す 経験学習リーダーシップ』ダイヤモンド社、2019 年 
（第 7 章を参照） 

受講者で 2 人ペアをつくる（3 人でも可） 

最近 1 か月の間で印象に残った出来事を１つ選び 

「経験したこと、学んだこと」を思い出す（1 分間） 

まず 1 人が、「経験したこと、学んだこと」を語る（2 分間） 

次にもう 1 人が、「経験したこと、学んだこと」を語る（2 分間） 
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法の３つのタイプ（次⾴参考資料の「線路型」「放牧型」「ガードレール型」）のそれぞ
れに当てはまると考える「具体的な⽅法」挙げ、その体験についての「評価」をまとめ
てください。 

※職場内外で受講した研修における「受講者」体験を振り返り、その教育⽅法やプログラ
ム、演習内容等についてまとめてもよい。 

 〇個⼈ワークの後、まとめた感想を⼩グループで共有する（ワークシートは事前課題とし、
グループディスカッションでは、「教育⽅法の３つのタイプ」それぞれに当てはまる⼈
材育成や研修の特徴について話し合ってもよい）。 

 
講 義 「人材育成の体系について」（60 分） 

・インストラクショナル・デザインについて説明する。 
・演習４を踏まえて、「線路型」「放牧型」「ガードレール型」の⼈材育成⽅法と特徴につい

て説明する。 
・⼈材育成システムのなかに経験学習による学習を位置付けることの重要性を説明する。 
・「地域包括ケアシステムの構築と社会環境づくり」については課題学習とするため、概要

等課題を説明する。 
・研修全体のまとめを⾏う（修了評価の⽅法、試験について説明する）。 
 
 
●その他の展開例 

〇「プロセスレコード」を活⽤した演習を通して経験学習を学ぶ⽅法も考えられる。 
 〇具体的な展開⽅法については、「演習⽅法２：プレセスレコード」を参照のこと。 
 
  

 

導入演習 ： リフレクション・エクササイズ 

 

 

目 的 

〇「ふり返り（リフレクション）」における「事実の確認」と「共感」をしっかりと⾏える
ようにするための演習。 

 
方法・手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
留意点 

〇経験をふり返り、学びを引き出すことが⽬的であり、聞き⼿は話し⼿の説明内容を批判す
ることは避け、「傾聴」と「共感」を⼼がける。 

 
応 用 

〇話し合いのテーマを変えて⾏うことも可能。上記の「印象に残った出来事」の部分を、「法
⼈や組織の理念に沿った⾏動」や「倫理綱領に沿った⾏動」、「モチベーションが上がった
経験」「プライベートにおいて嬉しかった出来事」等に変えてもよい。 

〇リフレクション期間も「1 か⽉」だけでなく、「1 年間」「半年」「1 週間」の設定も可。 
〇5 分（1 分→2 分→2 分）の設定であるが、深く掘り下げたい場合やコミュニケーション

を深めたい場合等は〔2 分→5 分→5 分〕等の時間設定も変更可。 
 
●参考図書 

松尾睦『部下の強みを引き出す 経験学習リーダーシップ』ダイヤモンド社、2019 年 
（第 7 章を参照） 

受講者で 2 人ペアをつくる（3 人でも可） 

最近 1 か月の間で印象に残った出来事を１つ選び 

「経験したこと、学んだこと」を思い出す（1 分間） 

まず 1 人が、「経験したこと、学んだこと」を語る（2 分間） 

次にもう 1 人が、「経験したこと、学んだこと」を語る（2 分間） 
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ワークシート １－❶ 
 

最近 1 年の間でのルーチン業務（介護業務や利⽤者とのかかわり等）をふり返り、「うま
くいったこと」と「うまくいった要因」、「うまくいかなかったこと」と「うまくいかなかっ
た要因」をまとめよう。 
 

うまくいったこと うまくいった要因 

 
うまくいかなかったこと うまくいかなかった要因 

ワークシート １－❷ 
 

最近 1 年の間での他職種や他機関等の連携の業務場⾯をふり返り、「うまくいったこと」
と「うまくいった要因」、「うまくいかなかったこと」と「うまくいかなかった要因」をまと
めよう。 
 

うまくいったこと うまくいった要因 

 
うまくいかなかったこと うまくいかなかった要因 

230



ワークシート １－❶ 
 

最近 1 年の間でのルーチン業務（介護業務や利⽤者とのかかわり等）をふり返り、「うま
くいったこと」と「うまくいった要因」、「うまくいかなかったこと」と「うまくいかなかっ
た要因」をまとめよう。 
 

うまくいったこと うまくいった要因 

 
うまくいかなかったこと うまくいかなかった要因 

ワークシート １－❷ 
 

最近 1 年の間での他職種や他機関等の連携の業務場⾯をふり返り、「うまくいったこと」
と「うまくいった要因」、「うまくいかなかったこと」と「うまくいかなかった要因」をまと
めよう。 
 

うまくいったこと うまくいった要因 

 
うまくいかなかったこと うまくいかなかった要因 
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ワークシート １－❸ 
 

最近 1 年の間での業務改善に関する場⾯をふり返り、「うまくいったこと」と「うまくい
った要因」、「うまくいかなかったこと」と「うまくいかなかった要因」をまとめよう。 
 

うまくいったこと うまくいった要因 

 
うまくいかなかったこと うまくいかなかった要因 

ワークシート １－❹ 
 

最近 1 年間の間での後輩や部下の育成の場⾯をふり返り、「うまくいったこと」と「うま
くいった要因」、「うまくいかなかったこと」と「うまくいかなかった要因」をまとめよう。 
 

うまくいったこと うまくいった要因 

 
うまくいかなかったこと うまくいかなかった要因 
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ワークシート １－❸ 
 

最近 1 年の間での業務改善に関する場⾯をふり返り、「うまくいったこと」と「うまくい
った要因」、「うまくいかなかったこと」と「うまくいかなかった要因」をまとめよう。 
 

うまくいったこと うまくいった要因 

 
うまくいかなかったこと うまくいかなかった要因 

ワークシート １－❹ 
 

最近 1 年間の間での後輩や部下の育成の場⾯をふり返り、「うまくいったこと」と「うま
くいった要因」、「うまくいかなかったこと」と「うまくいかなかった要因」をまとめよう。 
 

うまくいったこと うまくいった要因 

 
うまくいかなかったこと うまくいかなかった要因 
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ワークシート ２ 
 

これまでをふり返り、以下に挙げる具体的な経験を書き出してみよう。 
 
A．成長を促す課題経験 

①初期の仕事経験（初期のころの非管理的業務） 
 

②最初の管理経験（初めて、人や業務の管理をし

たこと） 

 

③ゼロからのスタート（何もないところから何かを築

く） 

 

④立て直しの経験（破綻している事業などを立て

直す） 

 

⑤プロジェクトやタスクフォース（プロジェクトを単独

またはチームで実施） 

 

⑥視野の変化（管理する人数、予算、範囲が増え

る） 

 

⑦ラインからスタッフへの異動（現場のラインから

スタッフ職への異動） 

 

 
B．成長を促す困難な経験 

①仕事上の失敗（失敗したアイディアや業務） 

 

②キャリアでの挫折（昇格を逃したり、希望した仕

事に就けない） 

 

③部下の仕事の問題（パフォーマンスに課題を抱

える部下を担当する） 

 

④レールからの逸脱（仕事への不満等から新しい

キャリアに挑戦する） 

 

⑤個人的なトラウマ（離婚、病気、死などの個人

的な危機） 

 

 
  

ワークシート ３ 
 

⾃⾝のこれまでの「育成される側」「指導される側」の体験において、上司や指導者、先
輩等の具体的な指導⽅法、育成⽅法等をふり返り、教育⽅法の３つのタイプ（次⾴参考資料
の「線路型」「放牧型」「ガードレール型」）のそれぞれに当てはまると考える「具体的な⽅
法」を挙げ、その体験についての「評価」をまとめよう。 
※職場内外で受講した研修における「受講者」体験をふり返り、その教育⽅法やプログラム、

演習内容等についてまとめてもよい。 
 
 具体的な方法（教え方やプログラム等） 評価(意義や効果、メリットとデメリット、等) 

線
路
型 

  

放
牧
型 

  

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
型 
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ワークシート ２ 
 

これまでをふり返り、以下に挙げる具体的な経験を書き出してみよう。 
 
A．成長を促す課題経験 

①初期の仕事経験（初期のころの非管理的業務） 
 

②最初の管理経験（初めて、人や業務の管理をし

たこと） 

 

③ゼロからのスタート（何もないところから何かを築

く） 

 

④立て直しの経験（破綻している事業などを立て

直す） 

 

⑤プロジェクトやタスクフォース（プロジェクトを単独

またはチームで実施） 

 

⑥視野の変化（管理する人数、予算、範囲が増え

る） 

 

⑦ラインからスタッフへの異動（現場のラインから

スタッフ職への異動） 

 

 
B．成長を促す困難な経験 

①仕事上の失敗（失敗したアイディアや業務） 

 

②キャリアでの挫折（昇格を逃したり、希望した仕

事に就けない） 

 

③部下の仕事の問題（パフォーマンスに課題を抱

える部下を担当する） 

 

④レールからの逸脱（仕事への不満等から新しい

キャリアに挑戦する） 

 

⑤個人的なトラウマ（離婚、病気、死などの個人

的な危機） 

 

 
  

ワークシート ３ 
 

⾃⾝のこれまでの「育成される側」「指導される側」の体験において、上司や指導者、先
輩等の具体的な指導⽅法、育成⽅法等をふり返り、教育⽅法の３つのタイプ（次⾴参考資料
の「線路型」「放牧型」「ガードレール型」）のそれぞれに当てはまると考える「具体的な⽅
法」を挙げ、その体験についての「評価」をまとめよう。 
※職場内外で受講した研修における「受講者」体験をふり返り、その教育⽅法やプログラム、

演習内容等についてまとめてもよい。 
 
 具体的な方法（教え方やプログラム等） 評価(意義や効果、メリットとデメリット、等) 

線
路
型 

  

放
牧
型 

  

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
型 
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 〔参考資料〕教育⽅法の３つのタイプ：「線路型」「放牧型」「ガードレール型」 
〇「線路型」：⽬標に向かって具体的な⽅法も指⽰し、遅れたりはみ出したりしないよう

に教えていく⽅法。 
〇「放牧型」：⽬標は具体的に⽰さず、⼀定の（決められた）枠の中で各々が好きなよう

に学習してもらう⽅法。 
〇「ガードレール型」：線路型と放牧型の中間。⽰された⽬標に向かうが、⼀定の幅の間

で⾃由に⾏動ができ、他者と相互学習も認められる⽅法。 
 
 
                               ＜線路型＞ 

 
 
      ＜放牧型＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       ＜ガードレール型＞ 

  

 

演習方法 ２ ： プロセスレコード 

 

 

演習のねらい 

介護実践における「場⾯の再構成法」（プロセスレコードへの記⼊）をもとに、⾃⾝での
「ふり返り（リフレクション）」と、そのふり返りを⼩グループでシェアし、フィードバッ
クを受ける（フィードバックを⾏う）演習を通して、経験学習モデルを学ぶ。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
演習の展開方法 

１．⾃職場での利⽤者とのかかわりのなかで、「気になる（ジレンマを感じた、不安がある、
うまくいかない、⼼がゆらいだ、何かひっかかった等）」場⾯を以下の項⽬、順番でプロ
セスレコードに具体的に記載してください。 

 ※事前課題として記⼊して持参してもらう⽅法も考えられる。 
 

私が見たこと 

聞いたこと 

私の考えたこと 

感じたこと 

私の言ったこと 

行ったこと 

① 
 
 
④ 
・ 
・ 
・ 

② 
 
 
⑤ 
・ 
・ 
・ 

③ 
 
 
⑥ 
・ 
・ 
・ 
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 〔参考資料〕教育⽅法の３つのタイプ：「線路型」「放牧型」「ガードレール型」 
〇「線路型」：⽬標に向かって具体的な⽅法も指⽰し、遅れたりはみ出したりしないよう

に教えていく⽅法。 
〇「放牧型」：⽬標は具体的に⽰さず、⼀定の（決められた）枠の中で各々が好きなよう

に学習してもらう⽅法。 
〇「ガードレール型」：線路型と放牧型の中間。⽰された⽬標に向かうが、⼀定の幅の間

で⾃由に⾏動ができ、他者と相互学習も認められる⽅法。 
 
 
                               ＜線路型＞ 

 
 
      ＜放牧型＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       ＜ガードレール型＞ 

  

 

演習方法 ２ ： プロセスレコード 

 

 

演習のねらい 

介護実践における「場⾯の再構成法」（プロセスレコードへの記⼊）をもとに、⾃⾝での
「ふり返り（リフレクション）」と、そのふり返りを⼩グループでシェアし、フィードバッ
クを受ける（フィードバックを⾏う）演習を通して、経験学習モデルを学ぶ。 

メカニズムや理論に関する知識領域  臨床や実践に関する知識領域 

 
演習の展開方法 

１．⾃職場での利⽤者とのかかわりのなかで、「気になる（ジレンマを感じた、不安がある、
うまくいかない、⼼がゆらいだ、何かひっかかった等）」場⾯を以下の項⽬、順番でプロ
セスレコードに具体的に記載してください。 

 ※事前課題として記⼊して持参してもらう⽅法も考えられる。 
 

私が見たこと 

聞いたこと 

私の考えたこと 

感じたこと 

私の言ったこと 

行ったこと 

① 
 
 
④ 
・ 
・ 
・ 

② 
 
 
⑤ 
・ 
・ 
・ 

③ 
 
 
⑥ 
・ 
・ 
・ 
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２．プロセスレコードを記⼊したことを「ふり返り（リフレクション）」ます。以下の５つ
の項⽬についてまとめてください。 

 ※事前課題として記⼊して持参してもらう⽅法も考えられる。 
 

①あなたはなぜ、この場⾯を再構成しようと思ったのですか？ 
（１）この場⾯には、どのような気がかり（ジレンマや不安など）が伴っていますか？ 
（２）この場⾯では、どのような⼿ごたえや充実感を感じましたか？ 
 
②この場⾯には、どのような背景があると考えられますか？ 
（１）利⽤者はどのような⼈ですか？ 
（２）利⽤者にはどのような背景（⽣活歴、家族関係、⽣活状況）がありますか？ 
（３）利⽤者の⽣活の場（介護実践の場）にはどのような特徴、雰囲気ですか？ 
（４）この事例は全体としてどのような特徴があるでしょうか？ 
 
③あなたと利⽤者との間には、どのような⼈間関係が⽣じていたと考えられますか？ 
（１）お互いに相⼿の⾔動にどのように反応していますか？ （特に感情的な⾯） 
（２）お互いの間には、どのような「ずれ」がありますか？ 「ずれ」は克服されましたか？ 
（３）お互いの関係は、親密ですか？ 疎遠ですか？ 距離は近いですか？ 遠いですか？ 
 
④あなたは、利⽤者との間に⽣じた⼈間関係を、介護にどのように活かしていますか？

今から考えればどのように活かせましたか？これからどのように活かせそうですか？ 
（１）利⽤者への働きかけをどのような要因によって動機づけられていますか？ 
（２）利⽤者にとって必要な⽀援について、利⽤者の反応からどのような気づきを得ましたか？ 
（３）利⽤者の反応について感じたことや考えたことに基づいて、どのような働きかけを意識的に⾏

いましたか？ 
 
⑤介護場⾯の再構成をめぐる以上の検討を通じて、どのような気づきを得ましたか？ 
（１）あなた⾃⾝や、あなたの対⼈関係の特徴について、どのような気づきを得ましたか？ 
（２）介護的な⼈間関係について、何を学びましたか？ 
（３）あなたの介護実践の特徴について、どのような気づきを得ましたか？ 
（４）この場⾯をふり返ってみて、何を感じていますか？ 
 

 
 
 
 

３．⼩グループ（３〜４⼈程度）に分かれ、「プロセスレコードの内容」と「ふり返り」の
発表を⾏う（事前に書いてまとめる場合は、相互に配付）。 

 
 
４．報告者以外は、報告者の報告後に報告者に対してフィードバックを⾏う。 
 
 
●参考図書 

宮本眞⺒『改訂版 看護場⾯の再構成』⽇本看護協会出版会、2019 年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

執筆担当者 
 
丸⼭ 晃（⽴教⼤学コミュニティ福祉学部 特任准教授） 
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２．プロセスレコードを記⼊したことを「ふり返り（リフレクション）」ます。以下の５つ
の項⽬についてまとめてください。 

 ※事前課題として記⼊して持参してもらう⽅法も考えられる。 
 

①あなたはなぜ、この場⾯を再構成しようと思ったのですか？ 
（１）この場⾯には、どのような気がかり（ジレンマや不安など）が伴っていますか？ 
（２）この場⾯では、どのような⼿ごたえや充実感を感じましたか？ 
 
②この場⾯には、どのような背景があると考えられますか？ 
（１）利⽤者はどのような⼈ですか？ 
（２）利⽤者にはどのような背景（⽣活歴、家族関係、⽣活状況）がありますか？ 
（３）利⽤者の⽣活の場（介護実践の場）にはどのような特徴、雰囲気ですか？ 
（４）この事例は全体としてどのような特徴があるでしょうか？ 
 
③あなたと利⽤者との間には、どのような⼈間関係が⽣じていたと考えられますか？ 
（１）お互いに相⼿の⾔動にどのように反応していますか？ （特に感情的な⾯） 
（２）お互いの間には、どのような「ずれ」がありますか？ 「ずれ」は克服されましたか？ 
（３）お互いの関係は、親密ですか？ 疎遠ですか？ 距離は近いですか？ 遠いですか？ 
 
④あなたは、利⽤者との間に⽣じた⼈間関係を、介護にどのように活かしていますか？

今から考えればどのように活かせましたか？これからどのように活かせそうですか？ 
（１）利⽤者への働きかけをどのような要因によって動機づけられていますか？ 
（２）利⽤者にとって必要な⽀援について、利⽤者の反応からどのような気づきを得ましたか？ 
（３）利⽤者の反応について感じたことや考えたことに基づいて、どのような働きかけを意識的に⾏

いましたか？ 
 
⑤介護場⾯の再構成をめぐる以上の検討を通じて、どのような気づきを得ましたか？ 
（１）あなた⾃⾝や、あなたの対⼈関係の特徴について、どのような気づきを得ましたか？ 
（２）介護的な⼈間関係について、何を学びましたか？ 
（３）あなたの介護実践の特徴について、どのような気づきを得ましたか？ 
（４）この場⾯をふり返ってみて、何を感じていますか？ 
 

 
 
 
 

３．⼩グループ（３〜４⼈程度）に分かれ、「プロセスレコードの内容」と「ふり返り」の
発表を⾏う（事前に書いてまとめる場合は、相互に配付）。 

 
 
４．報告者以外は、報告者の報告後に報告者に対してフィードバックを⾏う。 
 
 
●参考図書 

宮本眞⺒『改訂版 看護場⾯の再構成』⽇本看護協会出版会、2019 年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

執筆担当者 
 
丸⼭ 晃（⽴教⼤学コミュニティ福祉学部 特任准教授） 
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（11） 自立に向けた介護実践の指導領域 

 
領域名 

⾃⽴に向けた介護実践の指導領域 
 
科目名 

応⽤的⽣活⽀援の展開と指導 
地域における介護実践の展開 

 
科目のねらい 

認定介護福祉⼠は下記の役割を果たすものであるが、本領域の２科⽬は、そのすべてにか
かわる科⽬である。  

①介護職チームの統括的なマネジメント  
②多職種間・機関間連携のキーパーソン  
③地域における介護⼒の向上  

 
本領域の２科⽬は、認定介護福祉⼠養成研修Ⅱ類の研修体系に属している。Ⅱ類における

科⽬は、科⽬は下記を学ぶ位置づけである。この科⽬は下線部に関係している。 
 

○Ⅰ類で学んだ知識をもって、根拠に基づく⾃⽴に向けた介護実践の指導をする⼒を獲
得する。 

○認定介護福祉⼠に必要な指導⼒や判断⼒、考える⼒、根拠を作り出す⼒、創意⼯夫する
⼒等の基本的知識に基づいた応⽤⼒を養成する。 

○サービス管理に必要なツールを整理、改善し、それらから根拠を導きだし、その根拠に
基づいた指導する⼒を獲得する。 

○⽣活⽀援の視点から、地域の介護⼒を⾼める⼒を獲得する。 
○介護サービスという特性のもと、チーム運営、サービス管理、⼈材育成等について必要

な専⾨的な理論に基づき、チーム、サービス、⼈材マネジメントを実践し、利⽤者を中
⼼とした地域づくり（地域マネジメント）に展開できる⼒を獲得する。 

 
本領域の２科⽬はⅡ類科⽬の最後の地位づけであるとともに、認定介護福祉⼠養成研修

の最後の科⽬となる。各科⽬では、それぞれ次の教育⽬的が⽰されている 
【応用的生活支援の展開と指導】 

○介護職チームにケアの⽬標を共有する⽅法を検討し、共有する⼒を育成する。 
○⾃⽴に向けた介護実践を介護職チームに指導する⼒を育成する。 
○⾃⽴に向けた介護実践を理解し、実践できる職場をつくる⼒を育成する。 



（11） 自立に向けた介護実践の指導領域 

 
領域名 

⾃⽴に向けた介護実践の指導領域 
 
科目名 

応⽤的⽣活⽀援の展開と指導 
地域における介護実践の展開 

 
科目のねらい 

認定介護福祉⼠は下記の役割を果たすものであるが、本領域の２科⽬は、そのすべてにか
かわる科⽬である。  

①介護職チームの統括的なマネジメント  
②多職種間・機関間連携のキーパーソン  
③地域における介護⼒の向上  

 
本領域の２科⽬は、認定介護福祉⼠養成研修Ⅱ類の研修体系に属している。Ⅱ類における

科⽬は、科⽬は下記を学ぶ位置づけである。この科⽬は下線部に関係している。 
 

○Ⅰ類で学んだ知識をもって、根拠に基づく⾃⽴に向けた介護実践の指導をする⼒を獲
得する。 

○認定介護福祉⼠に必要な指導⼒や判断⼒、考える⼒、根拠を作り出す⼒、創意⼯夫する
⼒等の基本的知識に基づいた応⽤⼒を養成する。 

○サービス管理に必要なツールを整理、改善し、それらから根拠を導きだし、その根拠に
基づいた指導する⼒を獲得する。 

○⽣活⽀援の視点から、地域の介護⼒を⾼める⼒を獲得する。 
○介護サービスという特性のもと、チーム運営、サービス管理、⼈材育成等について必要

な専⾨的な理論に基づき、チーム、サービス、⼈材マネジメントを実践し、利⽤者を中
⼼とした地域づくり（地域マネジメント）に展開できる⼒を獲得する。 

 
本領域の２科⽬はⅡ類科⽬の最後の地位づけであるとともに、認定介護福祉⼠養成研修

の最後の科⽬となる。各科⽬では、それぞれ次の教育⽬的が⽰されている 
【応用的生活支援の展開と指導】 

○介護職チームにケアの⽬標を共有する⽅法を検討し、共有する⼒を育成する。 
○⾃⽴に向けた介護実践を介護職チームに指導する⼒を育成する。 
○⾃⽴に向けた介護実践を理解し、実践できる職場をつくる⼒を育成する。 
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○他専⾨職と連携する⼒を育成する。 
○介護職の⼩チームのリーダーにプレゼンテーションの知識と技術を育成する。 
○介護職の⼩チームのリーダーに個別⽀援会議を指導する知識と技術を育成する。 

【地域における介護実践の展開】 

＜以下の能⼒の開発とリーダーの育成を⾏う＞ 
○介護職チームの地域における位置づけを理解し、利⽤者が地域の⽣活を継続するため

の⽀援を展開する能⼒の開発と育成。 
○施設・事業所が地域拠点としての役割を果たす取り組みを実践する能⼒の開発と育成。 
○介護サービスマネジメントを実践し、提供するサービスの質の向上を図る能⼒の開発

と育成。 
○地域におけるボランティア、家族介護者、介護福祉⼠等への介護に関する助⾔・⽀援が

⾏えるような、地域とかかわる能⼒の開発と育成。 
 
科目の到達目標 

【応用的生活支援の展開と指導】 

認定介護福祉⼠としての役割を理解し、次の４つを到達⽬標とする 
①⼈間のもつ⽣理的機能を最⼤限発揮するメカニズムを理解し、実践・指導できる。 
②個として⼈間が歩き、⾷べ、排泄することの意味を理解し、歩⾏、排泄、⾷べることの

⽀援（経⼝摂取の維持と回復を含む）、尊厳を⽀える介護等を実践できる。 
③⾃⽴するための⾝体機能、精神機能を評価し、適した⽤具の活⽤、他専⾨職種、ソーシ

ャルサポートとの連携等を含めた応⽤的な個別⽀援計画と⾃⼰実現を⽀援する実践の
指導ができる。 

④⾃⽴に向けた介護実践を⾏うための職場づくりができる。 
【地域における介護実践の展開】 

①地域の⽣活を継続するため、他職種を巻き込んだ⾒通しの⽴った計画（アクションプラ
ン）を⽴てる能⼒を開発することができる 

②地域の⽣活を継続するために、他職種に⾃⽴に向けた⽣活⽀援を指導できる能⼒を開
発することができる 

③他職種を含む介護連携チームに事例検討が運営できる能⼒を開発することができる 
④伝える、伝わるプレゼンテーションを実践できる能⼒を開発することができる 
⑤地域における認定介護福祉⼠の役割（①〜④の役割）が実践できる。 

 
認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

【応用的生活支援の展開と指導】 

○介護福祉⼠養成課程では、本科⽬に類する教育内容はみられない。 
○本科⽬では、介護職チーム全体を統括・指導し、利⽤者の状態の積極的な改善を⽬指し

た⼀連のサービスを実現するために、根拠となる知識の教育、⽣活⽀援全体のプランニ
ング、チームケアの展開を指導する技術（SKILL）を習得する。また、職場を改善する
ための指導・育成する技術（SKILL）も習得する。 

【地域における介護実践の展開】 

○介護福祉⼠養成課程では、本科⽬に関連する内容（介護実習等）について触れられてい
るが、実践的な知識と技術の習得までは⾄らない。 

○本科⽬では、利⽤者が最後まで地域において⽣活を継続するため、また、施設から地域
へ⽣活の場を移すためのアクションプランの企画・実施、アクションプランに介護職チ
ームが関わる企画の作成、アクションプランの実施・評価、アクションプランの実施⽅
法のリーダーへの指導などができる実践的な知識（＝臨床や実践に関する知識領域）と
技術（SKILL）を習得することを⽬標とする。 

 
研修の展開上の考え方 

【応用的生活支援の展開と指導】 

○応⽤的な個別⽀援計画と⾃⼰実現を⽀援する実践の指導ができる。 
○⾃職場の課題を整理し課題を改善するための研修の企画と実施。 
○当該領域科⽬である「地域における介護実践の展開」科⽬との関連と相違を意識して展

開を考えること。 
【地域における介護実践の展開】 

○認定介護福祉⼠養成研修の最後の科⽬であることから、これまでの知識・技術をベース
に、この科⽬の展開を考えること 

○当該領域科⽬である「応⽤的⽣活⽀援の展開と指導」科⽬との関連と相違を意識して展
開を考えること 

 
本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

〇本領域の２科⽬は、認定介護福祉⼠養成研修全体の最後に位置づけられる科⽬でもある
ことから、これまでの知識・技術を総活⽤し、研修内容を構成すること。 

○また、両科⽬の関連と相違を意識しつつ、認定介護福祉⼠養成研修の総まとめとしてふさ
わしい実践の取り組みを受講者にも求めることが必要であること。 

○なお、受講者のなかに、利⽤者がいない職場に異動した場合は、これまで勤務した施設・
事業所の利⽤者を想定し、地域に必要なサービスを形成することを課題とすることに留意
されたい。 

 
 
本科目と養成研修との関係 

○必要な知識・理論等はこれまでの研修で⼗分に理解されている。施設・事業所が地域の介

244



○他専⾨職と連携する⼒を育成する。 
○介護職の⼩チームのリーダーにプレゼンテーションの知識と技術を育成する。 
○介護職の⼩チームのリーダーに個別⽀援会議を指導する知識と技術を育成する。 

【地域における介護実践の展開】 

＜以下の能⼒の開発とリーダーの育成を⾏う＞ 
○介護職チームの地域における位置づけを理解し、利⽤者が地域の⽣活を継続するため

の⽀援を展開する能⼒の開発と育成。 
○施設・事業所が地域拠点としての役割を果たす取り組みを実践する能⼒の開発と育成。 
○介護サービスマネジメントを実践し、提供するサービスの質の向上を図る能⼒の開発

と育成。 
○地域におけるボランティア、家族介護者、介護福祉⼠等への介護に関する助⾔・⽀援が

⾏えるような、地域とかかわる能⼒の開発と育成。 
 
科目の到達目標 

【応用的生活支援の展開と指導】 

認定介護福祉⼠としての役割を理解し、次の４つを到達⽬標とする 
①⼈間のもつ⽣理的機能を最⼤限発揮するメカニズムを理解し、実践・指導できる。 
②個として⼈間が歩き、⾷べ、排泄することの意味を理解し、歩⾏、排泄、⾷べることの

⽀援（経⼝摂取の維持と回復を含む）、尊厳を⽀える介護等を実践できる。 
③⾃⽴するための⾝体機能、精神機能を評価し、適した⽤具の活⽤、他専⾨職種、ソーシ

ャルサポートとの連携等を含めた応⽤的な個別⽀援計画と⾃⼰実現を⽀援する実践の
指導ができる。 

④⾃⽴に向けた介護実践を⾏うための職場づくりができる。 
【地域における介護実践の展開】 

①地域の⽣活を継続するため、他職種を巻き込んだ⾒通しの⽴った計画（アクションプラ
ン）を⽴てる能⼒を開発することができる 

②地域の⽣活を継続するために、他職種に⾃⽴に向けた⽣活⽀援を指導できる能⼒を開
発することができる 

③他職種を含む介護連携チームに事例検討が運営できる能⼒を開発することができる 
④伝える、伝わるプレゼンテーションを実践できる能⼒を開発することができる 
⑤地域における認定介護福祉⼠の役割（①〜④の役割）が実践できる。 

 
認定介護福祉士養成研修科目としての基本的考え方 

【応用的生活支援の展開と指導】 

○介護福祉⼠養成課程では、本科⽬に類する教育内容はみられない。 
○本科⽬では、介護職チーム全体を統括・指導し、利⽤者の状態の積極的な改善を⽬指し

た⼀連のサービスを実現するために、根拠となる知識の教育、⽣活⽀援全体のプランニ
ング、チームケアの展開を指導する技術（SKILL）を習得する。また、職場を改善する
ための指導・育成する技術（SKILL）も習得する。 

【地域における介護実践の展開】 

○介護福祉⼠養成課程では、本科⽬に関連する内容（介護実習等）について触れられてい
るが、実践的な知識と技術の習得までは⾄らない。 

○本科⽬では、利⽤者が最後まで地域において⽣活を継続するため、また、施設から地域
へ⽣活の場を移すためのアクションプランの企画・実施、アクションプランに介護職チ
ームが関わる企画の作成、アクションプランの実施・評価、アクションプランの実施⽅
法のリーダーへの指導などができる実践的な知識（＝臨床や実践に関する知識領域）と
技術（SKILL）を習得することを⽬標とする。 

 
研修の展開上の考え方 

【応用的生活支援の展開と指導】 

○応⽤的な個別⽀援計画と⾃⼰実現を⽀援する実践の指導ができる。 
○⾃職場の課題を整理し課題を改善するための研修の企画と実施。 
○当該領域科⽬である「地域における介護実践の展開」科⽬との関連と相違を意識して展

開を考えること。 
【地域における介護実践の展開】 

○認定介護福祉⼠養成研修の最後の科⽬であることから、これまでの知識・技術をベース
に、この科⽬の展開を考えること 

○当該領域科⽬である「応⽤的⽣活⽀援の展開と指導」科⽬との関連と相違を意識して展
開を考えること 

 
本科目を介護福祉士に教授するうえでの留意点 

〇本領域の２科⽬は、認定介護福祉⼠養成研修全体の最後に位置づけられる科⽬でもある
ことから、これまでの知識・技術を総活⽤し、研修内容を構成すること。 

○また、両科⽬の関連と相違を意識しつつ、認定介護福祉⼠養成研修の総まとめとしてふさ
わしい実践の取り組みを受講者にも求めることが必要であること。 

○なお、受講者のなかに、利⽤者がいない職場に異動した場合は、これまで勤務した施設・
事業所の利⽤者を想定し、地域に必要なサービスを形成することを課題とすることに留意
されたい。 

 
 
本科目と養成研修との関係 

○必要な知識・理論等はこれまでの研修で⼗分に理解されている。施設・事業所が地域の介
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護サービスの拠点となる取り組み、地域に新たなサービスを形成する等、実践的な課題が
事前課題となる。 

○実施内容をまとめ、発表する際のプレゼンテーション能⼒の向上も本科⽬の主要な内容
となる。 

 

【参考】 認定介護福祉士養成研修の展開デザインと経験学習 

認定介護福祉士養成研修の受講者は、一定の実務経験を有する現任の介護福祉士である。

各科目の展開のデザインにあたっては、下記の経験学習の考え方を参照されたい。 

〇介護福祉士（受講者）が業務で実際に遭遇する場面と、知識・理論を結び付けるような学

習を行わせることで、実務において知識・理論を想起し、知識・理論を用いて実務を分析

できるような思考枠組みを獲得させる。 

〇そのために、①まず受講者に自身の経験を課題学習（事前学習等）でまとめさせる、②集

合研修で知識・理論を学ぶとともに経験と知識・理論を結びつける演習を行う、③課題学

習（事後課題等）で知識・理論を実務のなかで用いることで知識・理論の応用力を身につ

けさせる、という流れが基本となる【経験学習サイクル】。 

 

＜コルブによる経験学習の過程と本養成研修との関係＞ 

 
・具体的経験…環境に働きかける、経験する。 

・省察的観察…いったん実践・事業・仕事現場を離れ、自らの行為・経験・出来事の意味を、俯瞰的

な観点、多様な観点から振り返る。 

・抽象的概念化…経験を一般化、概念化、抽象化し、他の状況でも応用可能な知識・ルール・スキー

マやルーチンを自らつくり上げる。 

・能動的実験…経験を通して構築したスキーマや理論を、実際に試してみる。 

 

 

〇必要な知識・理論のすべてを集合研修で教授することはできないため、課題学習の時間に

有効に割り当てることが必要である。 

〇実務経験があるがゆえに、専門職としての視点のみに立ち、利用者、家族、地域住民、他

の専門職や行政など、多様なステークホルダーからの視点・価値観に気づかない場合があ

る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの見方やニーズに気づかせることで、

これまで培われた自身の見方・価値観・思考枠組みを相対視させることが重要となる。 

〇実務経験があるがゆえに、自身の実務経験に基づいて習得した方法を絶対視し、知識・理

論に基づく思考枠組みの形成や、物の見方の転換・相対化が困難な場合がある。研修によ

って他者の経験から学ぶことで、これまで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させ

ることが重要となる。 

〇受講者がどのような施設・事業所で実務経験を重ねたかによって、経験した業務内容にか

なりの違いがある。このことが介護福祉士の役割についての理解や介護観等に大きな影

響を与えている。講師はこのことを理解したうえで、受講者が互いの経験を共有し、これ

まで培われた自身の見方・思考枠組みを相対視させるとともに、施設・事業所の違いにか

かわらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者

が十分に省察できるよう支援することが重要となる。 
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る。研修によって、多様なステークホルダーそれぞれの見方やニーズに気づかせることで、
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かわらず介護福祉士として共有すべき介護観や役割、アイデンティティについて、受講者

が十分に省察できるよう支援することが重要となる。 
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地域における介護実践の展開 

 

 

テーマ・大項目 展開内容（講義のポイント、演習の展開内容） 
課題学習を可とする 

場合の展開例 

１．地域における

それぞれの介護

実践と地域にお

いて利用者を継

続的に支える支

援の展開 

（4 時間） 

（講義） 

・地域包括ケアシステムの復習と介護福祉士の役割 

・地域で生活する意義 

・地域でこれまでの生活を最期まで続けるために必要な

視点と介護実践 

・在宅での生活維持のための介護実践 

・介護サービスマネジメント 

・地域における施設の役割 

・さまざまな地域資源の活用と創造 

 

２．地域生活を継

続するためのア

クションプラン

の作成（講義・演

習） 

（10 時間） 

（講義） 

・アクションプランについて 

 

（演習） 

・介護職のチームリーダーとしてアクションプランの作

成 

 ①個別に作成 

 

 ②グループ内で 1 つをブラッシュアップ  

 ③全体発表  

（講義・演習） 

・指導方法（作成方法、実践方法） 

 

３．相手に伝わり、

動かすプレゼン

テーション方法

と指導 

（10 時間） 

（講義） 

・伝えて行動を促すプレゼンテーションスキル 

 

・生活支援の指導方法  

（演習） 

・事例検討会① 

 

・事例検討会②  

（講義・演習） 

・事例検討会のまとめ 

 

４．地域社会にお

ける認定介護福

祉士の役割 

（6 時間） 

（講義・演習） 

・地域と関わるということ 

・地域包括ケアシステムにおいて様々な生活課題を自

助・互助・共助・公助の視点から解決していく取り組

み 

・地域社会における認定介護福祉士の役割 

・認定介護福祉士が互助に対して支援を行う重要性 

 

な し 

 
 

 

 

課題学習（事後課題）／地域における介護実践の展開例 

○実際の受講者の取り組み報告を映像コンテンツ（巻末貼付の DVD）でお⽰しするので、
参考にしていただきたい。 

事実に関する知識領域  メカニズムや理論に関する知識領域 

臨床や実践に関する知識領域  技術（SKILL） 
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